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ごあし、さつ

学習院大学史料館では、平成24～26年度の文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業とし汀近

代アジアへの眼差しと教育一一学習院コレクションの総合的活用」というフ。ロジ、ェクトを進めております。その最

初の成果として、旧制学習院歴史地理標本室から移管された資料の解説付き図録を作成いたしました。題して

『百聞ハ一見ニ知カズ一一旧制学習院歴史地理標本室移管資料j。

このおなじみのことわぎは『漢書jに由来するようで、すでに二千年の歴史を有することになりますが、インター

ネットが普及して多様な視覚的情報が瞬時に得られる今日、 このことわぎの正しさを実感する機会はさらに増え

ているように思われます。しかし、情報化社会の到来以前にも、特に教育の場において、視覚に訴える教材の

有効性は充分に認識されていました。そこで、この図録に取り上げられているような「標本jが登場するわけです。

もっとも、「歴史地理」と「標本Jの組み合わせは少々 奇妙に感じられるかもしれません。現代では、「標本」は生

物学や鉱物学の分野のものだからです。また、教材としての標本というと、模型や複製が連想されますが、本容

に取り上げたアジア関係の資料には、「実物Jが少なくありません。その点では博物館の収蔵品と変わらないの

です。古代中国の本物の出土品が「教材Jであったというのは、たいへん賛沢な話です。と同時に、なぜそれが

可能だったのか、という問題をも意識せざるを得ません。

「百聞は一見に如かず］であるとしても、それについて一度も聞くことがなかったとしたら、百回見でもなんである

かわからないかもしれません。この図録は、 l日制学習院歴史地理標本室の資料200点余りをカラー図版で掲

載し、解説を付けたものです。個々の資料の制作時期・素材・用途・特徴等が記され、判明している場合には、

それが学習院の所蔵となった事情にも触れています。この解説を「聞く」ことで初めて、個々 の対象がはっきりと見

えてくるでしょう。さらに、それらを通して、｜日制学習院における「東洋学J教育のあり方、さらには当時の日本のア

ジアに対する眼差しを「見る」ことも可能になると恩われます。

本書が、学習院大学史料館のアジ、ア関係資料を広く知っていただく契機となることを願っております。そして、

刊行にご尽力いただいたすべての方々に心から御礼申し上げます。

20日年3月

高橋裕子

学習院大学史料館館長



序文

本図録f百聞ハ一見ニ如カズ一一｜日制学習院康史地理標本室移管資料』は、平成24～26年度文部科学省

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業による研究プロジェクト「近代アジアへの眼差しと教育一一学習院コ

レクションの総合的活用」によって作成されたものである。

「学習院コレクション」とは、旧制学習院の所蔵していた図書・教材・文書等を総称するもので、現在、大学図

書館をはじめ、大学史料館、東洋文化研究所、学溜院アーカイブズ等に所蔵されている。学習院大学に遣され

ている旧制学判｜民歴史地理機本室移管資料は、学習院の「東洋学」教育の方針に基づいて収集された教材資

料で、大正・昭和期の日本がアジア諸国へ向けた「眼差しJを反映する非常に興味深いものである。

近代日本の国家形成において、統一された国家意織の確立と列強に脅かされることのない領域の確立は喫

緊の課題であった。幕末の「開国Jw.来の混乱を天皇による親政によって収拾しようとした明治国家は、その正
ふる

統性の保障を改めて必要とした。徳川幕府とし、う一つの「旧い正統性Jを覆して新たに建国された統一国家に

とって、当時の論理に基づいた．正統性の獲得への「合理的な説明」＝建国や，，訴が必要とされたのである。

そこで重要な意味を与えられたものが、国民を創出するための新しい学校制度による教育である。なかでも

廃史地理教育れ、うものは、困家の自己認識、アイデンティティ形成において重要な意味を持つ。昨今の情勢

を錐みるまでもなく、一国の歴史とその領域の形成は国家の拠って立つ基継であり、それを次世代に受け継ぐ

歴史地理教育は、近代国家のナショナリズムをよく反映するものである。

白鳥庫吉の回想にあるように、学習院は日本の「東洋学j教育において重要な役割jを果たしていた。学習院

の「東洋学j教育はある意味で、その理想形を志向したものといえよう。そこで用いられていた旧制学習院歴史

地理標本室移管資料はその「東洋学J教育の一端を今にとどめている資料鮮であり、「この資料がなぜここに遺

されているのか·JI:~ 、う問いからは、学習院のみならす、当時の日本が近代アジアに対し懐いた「眼差しJの様々

が看取されることだろう。

最後ではあるが、本図録出版に際して数多くの方々 から多大なご協力を頂いたことに、衷心より感謝を表したい。

2013年3月

大津瀬浩

研究代表者

外国語教育研究センター教授
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百聞ハ一見ニ如カズーー学習院歴史地理標本室来歴一一

長佐古美奈子
学習院大学史料館

少し昔、テレビやインターネットが普及していなかった頃、生徒述

は理科室の人体標本に軽い恐怖を感じ、地球儀を見て、遠い異固

に思いを馳せた。いや、おそらく今でも実物やそれを象った標本の

持つインパクトは映像に勝っているだろう。

明治5年（1872）、政府は学制を発；；｛fj、義務教育制度を確立した。

そして当時最先端であったペスタロッチの直観（実物）教授法を取

り入れ、同24年には「小学校教則大綱」中で、例えば地理におい

ては「地理ヲ授クノレニハ実地ノ観察ニ基キ又地球儀地図写真等ア

示シ児童ノ熟知セノレ事物ニ依リ比較類:Jftセシメテ確実ナノレ知識ヲ

得シメ又常ニ歴史上ノ；事実ニ連絡セシメンコトア要スJK教育に実

物を活用することを推奨した。

それより以前、明治10年（1877）に華族子郊のための教育機関と

して開校した学習院は、神田錦町のその豪華な校舎の中庭に巨大

な円本地図J模型を造作してし、る。同19年、神田校舎が火事で焼失

した後、虎ノ門工部大学校跡へ校舎を移転するにあたっては、第3

代院長大鳥圭介（1886～88在任）の尽力により各種教材を工部大

学校より譲り受け、さらに1300円U、う莫大な予算を地理廃史標本

R詩人費に計上している。

明治17~ （1884）に宮内省立となった学習院は、同23年仁は帝

凶大学よりも文部省l；の諸・学校よりも早く、日本で初めて「東洋諸

国の歴史Jを授業科目とした。導入を決定したのは第4代院長三浦

梧楼（1888～92在任）であり、教授したのは白鳥庫吉（1890～1921

夜任）であった。白鳥はその後、同39年、文部省と陸軍が共同で企

画した「満斡旅行Jに三品弥彦（1892～1907在学）ら学生とともに

参加し、i前洲・朝鮮地方を訪れた際に、標本を収集してしゅ。その

標本のひとつが「広開土王碑拓本」であると思われる。現在も学習

院大学東洋文化研究所に収蔵されているこの拓本については、以

前より白鳥の収集に係るもの、と推測されてはいたが、今回の調査

において『輸仁会雑誌』「満韓旅行記念号」（1906年発行）に「二十九

l:f 白烏先生は兼ねてより教場の内外折にふれ時に当たりて余等

に語られし鴨緑江のー支流冬俵江〔ママ〕の上流地方に有る高麗の

償問土王の事跡を刻める石碑守発掘運搬する剖－画熱したりとて此

に一行UJIJれ単独入斡の途に就かれ余等は七時奉天を発し鉄嶺

指して進行し南．北に袖を分かちたり」とある記述を発見し、 白鳥によ

る拓本収集の可能性が高まった。No.30「太王i凌出土太王｜凌銘条
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時」もこの時同時に収集されたのであろう。

しかし、後述するように歴史地理の標本室は関東大震災におい

て焼失する。多少の椋本類は救い出せたようであるが、巨大な紙製

品である拓本が焼け残ったのは如何なる理I[出であろうか？明治30

年（1897）より歴史地理課長を務めた白鳥庫育は、同時に同38年よ

り問書館長も勤めた。おそらく祐本をはじめとするいくつかの標本類

は向烏の手元←ー標本室以外の教官室か図書館長室（現北別館・

史料館）に置いてあったため、焼失を免れたのだろう。

明治23年（1890）に凶谷に校地を移した学習院は、さらに同41

年には目白に校地を移転した。pq谷校舎においては「博物J様本室

の存在は確認出来るが、「歴史地主I[」の標本室は部屋としては礁認

出来なL、。しかし、円白移転に｜祭しようやく「暦史地理標本室Jが

設置された（『学習院時報第三号J1923年発行学習院アーカイ

ブズ所蔵）。『学習院明治四十年会計予算決鉾録J（学習院アーカ

イブズ所蔵）には「地理歴史様本200個」を購入したとの記録があ

る二とから、自白校地移転に伴い設置された歴史地理の標本室に

は白鳥庫古収集の標本等とともに、新たに購入した標本類が収蔵

されたのであろう。

大正元年（1912）、学習院にとって衝撃的な事件がおこった。第

10代院長乃木希典（1907～12在任）の自決である。乃木は院長官

舎ではなく、学生寄宿舎の事務棟「総寮部Jに起居し、学生と寝食

をともにする等、学習院学生を愛した。乃木の遺族からは、その学

習院へ乃木造愛の品が数多く贈られた。そのうちのNo目159「刀銘

信濃守藤原弘包」等は歴史地理標本室に収蔵し、保存していくこ

とを決定したことが『持件録大正二年』（学習院アーカイブズ所蔵）

にて確認される。しかし、I標本原簿jによればこれらの遺物は関東

大震災以前より「図書課預かりjとなっており、そのため焼失を免れ

ている。

大正4年（1915）大正天皇即位を記念し作成された『大礼奉献学

溜院写真jには歴史地理標本の写真が掲i滅され、内烏庫吉らが収

集したであろう「満洲士人器具J等が姿をみせている。しかし、同12

年9月 1 日の関東大震災により雁史地理~桜木室は焼失した。 教員連

は炎の中、わず、かばかりの桜本類しか持ち山すこtが出来なかった。

標本類を再収集するために第 14代院長補原鎌二自I~(1922～29在

任）は同じ宮内省所管の帝室博物館に標本の移管ぞ依頼している



（「大正十三年七月十七U 宮内大匝へ上申昨年九月一円炭火災ニ

依リ焼失セノレ本院ノ博物線本類復旧ニ閑シ干i'f室博物館所蔵品中

本院ニ於テ必要ナノレ標本類ハ此際本院ニ保管転換相成候様致j主

此段上申候也Jr雑111：録大正13年j学習院アーカイブズ所蔵）。ま
た当時海平兵学校在学中だった高松宮宜仁親王（1911～17在学）

は同年10月20日に母校学習院を慰問し、すぐさま掛問、絵業持11店

等841!1：を省予期した。板i宰武雄（1921～38不正任）ら教員達は翌日年

夏新潟、富山、石川、福井、鳥取、島根へ標本収集に出かけ、各地

の特産品を入手した。例えばNo.88「色絵山水文扇形llll初代徳田

八十吉九谷焼」、 No.130「扇面蒔絵長ブJ批象彦J等はこのl時に購

入したものである。また島津製作所からは大量の標本（No.203「地

層構造模型J他）を購入した。

明倫中学校付属博物館の標本の移管を受け（No.571！位皮革rt」

等）、さらに下旬洋斤や北海道庁には寄贈依頼を出し、バタ一等の

寄贈を受けている（バターは1935年廃棄）。その他、『標本原簿j

にあらわれる寄贈者には浅野長武（1901～16在学、 No.167「紺紙

銀泥華厳経i折簡（二月堂焼経）」寄贈）や若王子文健 （1890～96

在学、 No.188I工部大学校所朋ジエラーノレ洋瓦」寄贈）等がいる。

また江藤鴻雄、矢島透等古物商からの購入もあった。

幻灯を使用した授業も行なわれた。大谷)J券兵（1916～凶作ー任）

は外図書絡をガラス乾板に探影し、 投影する授業を行なった。東

洋文庫設Si：に関わった石出幹之助からは大正 13~下 （ 1924）に「満

洲及支那各地絵葉書J345枚が寄贈されている。

昭和5 ~午（ 1930）には鉄筋コンクリート造りの中等苧｜教場 （現j!§"

l号館）が竣工し、歴史地理棟木室もその31滑に再興された。同年

には宮内省より昭和天皇大礼の｜祭に使用されたNo.68「束帯（奏

任官用緋抱）J等が保管転換された。liiJ1111'には再び高松宵よ

りNo.45「パラオ諸島アパイ模型J等が寄贈された。 同16年学習

院の校地を喜多見（現世田谷区成城）へ移転する話が持ち上がっ

た。移転先は宮内省御料地であったため、帝~博物館内藤政光

(1903～16在学）の指導のもと学習院史学会により発掘調査が笑施

され、そのIll土品であるNo.174「砧中学校7号墳出土造物j等も収

蔵品となった。

昭和20年（1945)8月敗戦により学習院は存続の危機に立たさ

れた。その後同22年、私立学校として新たな出発をすることとなり、

同24年には学習院大学が開設された。中等科教場は大学が使

用することとなり、鹿史地理標本室は閉鎖され、標本類は図書館へ

と移動した。同22年より学習院教授となった末松保和（1947～75

在任）はその後図書館長となり、同27年の東洋文化研究所の開

設にも尽力した。当時学件．で、あった附田茂弘（1946～52在学）に

よれば、 〉｜乙松は白鳥とliiJじ様に図書館長~にお気に入りの標本類

を置いていたという。

歴史地理椋本窓が閉鎖された後の昭和25年（1950）、 児玉幸多

(1938～80荘任）は教材としてNo.191「古代土器複製根本」を購

入した。

昭和39年（1964）、前川園男設計の新図書館が竣工した。図

書館長室も一部の標本類とtも』こ新図書館へ移動した。掛図、絵

葉書、書籍、写真等紙資料も新図書館の収蔵品となった。＊松館

長の意向か、「束帯（奏任官緋砲） JやNo.46「マーシャノレ諸島武

器Jも新凶書館へ移動している。乃木希典の遺品は新図書館4階

に「乃木室jが出来て、 一括して保存されることになった。

昭和50年（1975）末松保和が退職した。この時になって初めて

「広間土玉砕拓本Jは凶千円自主託銀され、「万銘信濃守藤原弘包J

I:. No.162 Iスペンサー銃」はヴt習院総務謀へ移管され鉄砲刀剣

類所持等取締法に枝記された。同年児玉幸多の尽力により史学科

史料室を引き継ぎ、史料館が開館した。史料舶の場所は旧図書館

（現北別館）である。史学科より古文書を持って移動した旧問書館

には、既に歴史地理標本室の標本があった。

その後図書館から「束帯（奏任官緋抱）」等を、東洋文化研究所

からは末松が使崩していた机の中仁保管されていた「紺紙銀泥華

厳経断簡（二月堂焼絵）」等を、総務課から「刀銘信濃守藤原

弘包」と「スペンサー銃」をと、学内各所より歴史地理線本室標本

の移管を受け、歴史地迎様本家がいま再び、史料館にて蘇った。

「百聞ノ、一見ニ如カズJ一一標本達は今また、話り始めた。
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凡例

O本図録は平成24～26年度私立大学戦略的研究基銭形成支援事業「近代
アジアへの限差しと教育一一学習院コレクションの総合的1有用J』こよる研究
成巣の一部である。

O本図録l;l:、学習院大学史料館が所蔵する｜日市l学溜院歴史地理標本室移管
資料より207itを拘殺した。

O資料はおおよそ次の分類に従って配列した。

Iアジアへの眼差し地域（中間朝鮮台湾南洋北方その他）

E日：本を知る 種類（工芸 歴史考古棟木4典型）

0資料には掲載順4こ従って番号を付した。

04ヰ資料のデータは次のように記した。

(1）唐三彩馬偏 (2) 1体

(3) Figure of horse used as grave goods, Tang tricolour ceramic 

(4）麿

(5）史料館No.287IラベルNo.1262
(6）歴史45I 1善三彩馬 ｜大正13年（1924)9月4日l江蔵海経／踊入（75円｝

(1）資料名 (2）点数 (3）資料名英節表記 (4）資料の製作年代

(5）資料番号史料館No.I歴史地理標本室ラベルNo.
＊旧制学資院歴史地理標本;il移管資料は、少な〈とも3段階tこわたり資料
番号が付けられている。f史料館N。Jはその中で最b新しい現胤の資料

番号で、これは昭和59年度（1984）の第一次純資の段階で付されたもの

である。今回の悶査で新たに存在を確認した資料は「Al～At3Jとした。

＊資料には、歴史地理機本E置の収蔵ラベルが貼られている場合がある。「歴
史地型機本室ラベノレNo.JIこl;l:、このラベルに舎かれた番号を記した。

(6）『糠本原簿』の情報

受入番号 ｜資料名｜受入年月円 I＊歴／受入形態（価格）
定「様本原簿HIまm'史地理標本訟の資料台帳である。「歴史」と「地理」
の211甘があり、「歴史jは大.i[2年（1913）から昭和19年（1944）に、「地理IU
は大正12年（1923）から問事1114年（1939）に収蔵した資料が一部記載さ

れてL喝。f機本原簿」には、受入番号や資料名、受入年月日、寄贈者名、
購入f耐絡等が記紙剖Lている。

＊『標本原告軍』の受入番号は、資料本体には付されていない。そこで、昭和

59年度以降の調査で「歴史地理標本室ラベルNo.JC.I糠本原簿』の受
入帯号との比定が行なわれた。その比定に恭づき、『標本l原簿』の情報を

記した。資料の付属品等から明らかになったこtは、ここに［］で記した。

O資料の解説について、文字は常用漢字を、数字l！~Jll数字をmいた。但し、
固有名詞や資料等に書き込まれた旧字や俗字、漢数字1;1:""cした。文言
は概ね統ーをはかったが、基本的に執鎌者の表現を訴かした。「n原簿JJIま
『糠本原簿jを示す、著者による補足事項l;J:[］で記した。

0画像について、資料が複数点ある場合はそれぞれに校番号を付した。

0資料の法量は巻末に記載した。（〉は残存備を示す。不定形で大きさの計
i≪！が困難なものは重さを計飛した。資料が多数ある場合は、放小及び最大
のものを計測し（小）（大）で示した。



アジアへの眼差し



1 

穀粒文玉壁 1点

Jade Bi disk, a ritual implement with design of grained cereals, 
Warring States era-Han Dynasty 

周～漢

史料館No.176IラベルNo.1009
歴史24I玉燈｜大正11年（1922)12月27日 ｜江願濁雄／購入（90円）

「玉Jとは美しい石の総称で、権力と財産の象徴である。玉製
品のうち、玉量産は、円形で中心に小さい穴があり、内内の半径が

外円の半径の半分以下のものをいう。天を祭る時仁用いた。資料

は中国大陸で製作されたもので、緑色の石を素材として、表面に

穀物の粒状の文様を施している。rn主簿』には「玉壁Jとあり、江
l l'tみお

藤宮署維より大Jf.11年に90円にて購入した。江藤は大正から昭和

にかけての骨董商で、西安の古玩街で日本や西洋の骨盤商t交
流していた。江藤を経由して日本にもたらされた中国大｜径の骨董

品は、例えば、「十六国後泰弘始四年遼東太守呂憲墓表」（石碑、

書道博物館所蔵）、「仏三尊碍J（六朝造像時、東京大学東洋文

化研究所蔵）、「白利花文枕J（磁州察、東京滋術大学大学美術
館所蔵）等が知られている。 （村松）

2 

玉埠 1点

Jade Zhang ritual blade used as a symbol of power in ancient 
China, Warring States era 

周

史料館No.182IラベルNo.1027
歴史27I古玉琢｜ 大正12年（1923)3月19日｜江際清雄／購入（80円）

玉障は刀の形をした古代中国の玉器で、当時の社会においで

ある種の威信財（権力の象徴）として儀礼等に用いられた。龍山

文化期の後半（紀元前3000年紀後半頃）から使用され始め、夏

王朝の時代に相当するこ里頭文化期（紀元前2000年紀前半頃）

にかけて特に盛行し、その後も重要な社会的役割をもった玉器と

して用いられた。

本資料は、徳山文化期や二皇頭文化期の玉郊に比べて簡略化さ

れた窓匠となっており（上告IIは破損）、やや時代が下る時期の玉滞

であると考えられるカえ興味深いのは、この玉湾の一方の外商が磨

きにより精級に仕上げられているのに対し、もう一方の外商は膳きが

なされていないばかりか、元＃はひとつであったこの玉湾をさらに薄

〈半分仁スライスした痕跡がそのまま明瞭仁残されている点である。

これまでに知られる玉薄の中にはl枚のj原穏をわざわぎ君事(2

枚に切り落とした例が少ないながらも存在することが知られ、そ

のことから玉湾仁はある殺の割符的な役割をもった瑞玉（天子が

諸侯に地位の印として下賜する玉総)tしての社会的役割・機能

がある時期から加えられたとする考えがあるが、資料はまさにそう

した事例を物語るきわめて貴重な資料U、えよう。 （久慈）

8 百I刷ハ’・見ニ釦l；カズ



3 

方格規矩鏡

Mirror with geometric patterns of compass and carpenter’s 
square, made of bronze, Han Dynasty 

渓

史料館No.170

1点

方格規矩鋭とはi英代から貌・普代にかけて流行した銅鋭のひ

とつ。中央の紐を方絡（方形の区画）が囲み、その外側I］にT・L・

V字形の文様がある。この文様をコンパス（規）と曲尺（矩）に

見立てて名付けられた。資料は「凹帯複波縁文方格規矩渦文

鋭H呼ばれる鋭で、背面の文様は半球状の円錐を中心に方格

と規矩文によって分割された内区と、 2本線の三角文がめぐる外

区に分かれる。鏡の直径は1l.8cmで内区の直径は8.0cmo内区

には8個の小乳が配され、その問を庸草状のj尚文が埋めてL、る。

全体に暗背緑色を呈するが、鋭表の大部分は鱗状の鋳で被わ

れ、周縁には細かい欠損がある。『原簿jには記載がなく、出土

地・入手経路とも不明。酷似した背面の文様を持つ鋭が巾困・｜決

西省千陽県の新代の慕（紀元後1世紀前後）から出土してL、る。

（村松）

4 

宜子孫銘方碍 1点

Square brick tile used to decorate tomb interior, Han Dynasty 

漢

史料館No.93
歴史68I漢亘子孫層 ｜大正14年（1925)8月2日 ｜江藤湧雄／縞入（33円）

ほうぜん

方陣とは方形の焼いたレンガのこと。建築物の床やレリーフt

して用いられるが、資料は漢代の幕の内部を飾る陣と考えられ

る。神の表闘には「［宜］子孫／篇番［繁］昌／楽未央JE記され
ている。子孫が富み繁栄し、長〈楽しみ、その繁栄が尽きること

がないようにという願いを示している。資料とは字体がやや呉な

るが、 ｜百jじ文面の隠が河南省許昌市のi臭墓より発掘されている。

「昌楽未央J「長楽未央Hいう言い回しは、時や瓦当・銅鏡に多

くみられる背祥語である。漢の長安械には「長楽省Jや「未央官J
という宮殿が建設された。 （村松）

I アジアへの眼差し 9 



5 

牛車型明器 1点

Figure of ox-drawn C紅 riageused as grave goods, earthenware, 
Han Dynasty-Jin Dynasty 

漢～晋

史料館No.23

歴史23I瓦牛車｜大正11年（1922)12月27日｜江藤湾雄／鯖入（30円）

中国古代において、死者は死後も生前と同じ暮らしをすると考

えられていたことから、義主の生前の生活用品そのもの、もしく
めいさ

は、ミニュチュアを墓にi製めた。このような副葬品を明探という。

この資料は牛車を模したもので、車を挽く牛1顕と車から成ってい

る。車は、 2本の轍を有し、先端に躯がある。車体には室があり、

2輪である。車輪・車体・牛の部品が別々につくられ、組み合わさ

れている。漢代には、中国の西北部の甘粛省武威磨l且子渓義か

ら木製の彩色牛車が発見されているカミ資料は陶製である。資
Ifうさん

fl・！：類似した文物としては、河南省治陽市町山から出土した西晋

時代のものがある（北京大学サックラ一考古芸術博物館所蔵）。

牛車は、淡代から晋代にかけて、一般的な貴族の移動手段のひ

とつとなった。 （村松）

6 

緑紬倉明器

Figure of grain elevator used as grave goods, green-glazed 
ware, Han Dynasty-Jin D抑iasty

漢～皆

史料館No.286IラベルNo.1362

1点

歴史66I漢紬瓦困何｜大正14年（1925)8月2日｜江藤湾雄／隣人（28円）

円筒形の倉庫を模した漢代の明器。上部は屋根瓦を模し、中

央部には空気抜きの穴がある。3つの獣脚を有し、盤面を除〈全

面に桜結が施されている。器の内部』こは実際の穀物等を入れて

埋葬される場合があり、湖北省江l凌鳳風山167号墓の倉の明務

からは、糠米の稲穂が発見されている。このような円筒形の倉庫
忌ん

は「国Jと称される。前漢の西渓京師倉遺跡（際西省華陰市）の
発掘成果によれば、 円形倉庫の下部は半地下部分で、上部に柱

を立てて屋根を付けたt考えられる。官の倉は、租税として徴収

した穀物の備議に利用され、また、災害発生時には被災民の救

済のために倉を開き、食糧支援を行なうこともあった。 （村松）

10 百関ハー見ニ掴l；申ズ



7 

緑紬狗明器

Figure of two dogs used as grave goods, green-glazed ware, 
Han Dynasty-Jin Dynasty 

；）？～晋

史料館No.5IラベルNo.1011

1点

歴史25I録紬狗 ｜大正11年（1922)12月27日 ｜江藤濁錐／賦入（15円）

4 ~ 

Z匹の放立する狗の陶製明様。上半部に加i泊bがなされている。

イヌは狼が家畜化された動物で、古代中国では愛玩朋・狩猟・祭

秘・娯楽・番犬・食用等様々な場而で登場する。イヌの陶仰は河

南 ・湖北・侠酉・四川の渓易から多く発見されている。漢の皇帝・
プタ

；長帝の防陵からは、 458点のイヌの仰が山羊・綿羊・猪や鶏等の

家畜備とともに出土している。築界の案内役としての役割を有す

ることもあり、 一般的な漢基からはひとつの基あたりl[l;のイヌ

の陶備が出土する。資料のようなZ匹の並立型で5cmほどの小

型のものはほとんどみられない。 （村絞）

8 

北規造像銘石片

Fragment of Bud曲 istStele, Northern Wei Dynasty 

北競

史料館No.92IラベルNo.1364

1点

歴史67I貌画像石片（箱入）！大正14年（1925)8月2日 ｜江蕗滋雄／賦
入（55円｝

ぞ’ヨぞう ll'Jl•

造｛象銘とは、イl、像や道教像に刻まれた銘文のことである。その

内容は、（a）造像の年月円、（b）発願者の名とその身分や出自、（c) 

誰或いは何のため仁｛象をつくったか、（d）尊像の名称、（e）祈願する

事柄、が主で、像が彫られていない空白の部分を埋めるように、

石碑の正而下部・両側面・裏面等に刻まれる。北秘から唐代にか

けて、在家偶者や僧尼・道士を中心に組織された集団「邑義Jの
発願による造像が盛んに行なわれた。この邑殺の一般構成員を

「包子jという。本石片の正面に「口口越小台／邑子趨慶和／包

子朱絞／邑子越方偽」の文字（稀書）と3体の邑子像のみを残

す。但し、上端と右端には邑子像の一部がみえ、右側に速なる邑

子像については、その衣/JRの裾の形から、左向きで描かれていた
と考えられる。おそらく「口口越小台J「邑子組慶和」の問をii過と
して、左右対称に配置されていたのであろう。一本一本の線は、

講の成が丸いU字の断而形になっている。これはのち仁「丸彫J
Cl呼ばれる刻銘技法の一種であるカ久 何度も撃で打ち整えてい

く丁寧な技法で、この造像銘に温雅な雰囲気を与えている。購入

時に添えられていたと思しき「説画像石片H援書された札も併
せて保管されている。 （吉田）

I アジアへの限強し 11 



9 

唐三彩馬伺 1体

Figure of horse used as grave goods，ぐrangtricolour ceramic 

唐

史料館No.287IラベルNo.1262
歴史45I唐三彩馬｜ 大正13年（1924)9月4日｜ 江蔽濁緩／鵬入（75円｝

主うさA ~ l·

唐三彩とは、緑色・褐色・白色の3色（三彩）及び墜といった色

彩を有するi淘縛を指す。唐代より製作が始まり、主に貴族等の墓
の副葬品としてつくられた。唐の都・長安や洛｜湯から多く発擬され

る。 国際的色彩の強い唐の文化を象徴するように、唐三彩の~；

匠4こは、馬や脇信t、西方系の顔立ちでヒグをたくわえた人々等が

みられる。資料は馬の備である。備とは「はにわ」を意味する。こ

の備は、灰白色の良質な粘土でつくられ、小さな粘土板の上に起

立した馬は口を開き、やや左右？向き、背に鞍が着袋されている。

欠失した左耳は石膏で補修され、黒i奈塗で木製の台座に前後2
本の金具で固定されている。附土地は不明。 （村松）

10 

唐三彩鎮墓獣伺 1体

Figure of tomb guardian used as grave goods, Tang tricolour 
ceramic 

唐

史料館No.42IラベルNo.1253
歴史46I庸三彩E猷｜大正13年（1924)9月4日｜江原濁錐／嫡入（70円｝

~A If rol 

鎖墓獣とは、墓を守り悪露（郷）を放うために副葬された獣形・

人面獣身等の木像・陶｛象のこと。このような像を削葬する習慣は、

春秋時代には既にみられ、決代を経て、特に尉代で流行した。

唐三彩の鎖墓獣である資料は、灰白色の良質な粘土でつくられ、

低L、台座の上に跨踊した獣形の備で、口を聞き、 ！fをむき出しに

した顔面は獅子に似るが、頭上にはややft;'曲した双ffJが生え、｜剖
肢の先は偶蹄に表現され、両肩に小さな翼を持つ。 LJ＼土地は不

明。 （村松）

12 百聞ハ一見エ如カズ



11 

唐武人伺 2体

Figure of warriors used as grave goods, yellow-glazed 
earthen、，varc,with black, red and green pigments，’rang Dynasty 

唐

史料館No.276IラベルNo.1276
歴史47I唐武人大土偶 ｜大正13年（1924)9月4臼 ｜江藤湧雄／鴎入（50
円）

2体ともに質感が似ているので、 l司じ墓から出土したのであろ

う。大きな武人仰は将軍、小さい方は兵士であろうか。円いJJ台土

に黄稿bを施し、その上に顔料を塗ることで叩胃や衣装等の網！｜か

な部分等を表現していたようで、今も崇・赤・緑の顔料が所々に残

る。2体ともに、出ft;に大流行した「明光鎧」を着用する。明光

鎧は、 JJ旬と背を保護する精円形の金属；阪があることが特徴で、戦

場で燐き上げられた金属板が太陽の光を反射して「明光Jのよう
に純くことからこの名が付いたとされる。ただ、この2体の鎧の背

中に楕円の板は施されていない。大きな武人は、鎧の下は戦闘

用の抱（上着）を身に着けた重装であるが、小さな兵士は一般

の砲の上に鎧を付けただけの軽装のようである。2体ともに右手

は腹の前に、左手は脇腹に添えられていて、文や盾或いは剣等の

何らかの武器を持っていたようである。武人らしくキリリciJIき締

まった表情をしている。 （編烏）

12 

唐男性伺 1体

Figure of man used as grave goods, yellow-glazed earthenware, 
Tang Dynasty 

唐

史料館No.A1IラベルNo.1361

黄色利！の男性備。稿Iiはやや緑がかっているようにもみえる。頭

部以外には全て同じ紬薬が施されていて、いわゆる「勝三彩Jの

ような塗り分けはみられない。頭巾をかぶり、何とも物憂けずな表

情を浮かべている。身に着けている袖の納長い砲は、襟もとが開

けられており、祈（スカート）は膝丈になるようにベルトで固定さ

れているようである。また、足元は丈の長いブーツを履いているよ

うで、あるoその造形はlli!によってつくられたようで、全体にぼんや

りとして不明瞭であるものの、その反函、柔らかな}!rt＼合L、である。

何かを撮っているかのように、右手そ上に、左手を下にしているこ

のポーズは、馬や信告書tを牽く人物によくみられる。この男性備も

本来は馬や賂批とセットだった可能fJもある。 （福島）

I アジアへのIU!'Aし 13 



13 

唐女性備

Figure of woman used as grave goods, colour p泊nted
earthenware, Tang Dynasty 

庖

史料館No.A2

H車

Sん

緑色のショーノレが印象的な女性の加彩侃。長い筒布IIの杉

（シャツ）を着刷し、その胸元は広く開いている。だらりと垂れた

右手、腹部に添えられた左手は、ともに指先が袖に隠れていてみ

えない。紅白の縦縞の？討を底いている。このような縦縞の徽は、

日本の高松塚古績の壁画にJ白かれた女性像のものと通じるとこ
ろがある。唐附t代の女性備は、唐初期の8世紀前半までは、本

資料のようにすらりと細身で、 8世紀の巾頃からは、ふくよかな女

性がつくられる。クエストの上部に巻かれた黒い帯、街の紅白、

ショーノレの緑と庖代の女性の華やかさが表現されている。壁・は、

頭頂部から前方にかけてひとつに結わえられてL、る。唇には、朱

がやや残り、その表情は、穏やかに微笑んでいるようである。

14 

唐女性伺

Figui・e of woman used as grave goods, coloui・ painted 
earthenware, Tang Dynasty 

僅

史料館No.A3

（福島）

1体

援を頭部でふたつに結った双醤が美しい女性の加彩備。この

ような創｜｜身の身体は唐前期の作品の特徴である。袖の細長い杉

の上に半担bの上着を着用し、その上からショーノレをまとっている。

左手似IJのショーノレの端は帯の中に納められ、右手仰lの端を膝の

下まで長く垂らしてL、る。このようにショールの右手側の端のみを

出すスタイルは、実~仁泰墓から出土した女性備にもみられる。 ま

た、府前期の陵墓（章懐太子墓や節懲太子墓等）で発見された

壁画にもこのようなショールをまとった女性は数多くみられるが、

ショールぞ左右で重ねる場合には、この伺のように共通して右手

側カ止にくるようになっていて、当時の習慣が窺われる。ショーJレ

と半袖の上着の色は、ともに赤いが、その色はショーノレがやや薄

く、上着は濃い。当時の女性の細やかな色合わせのセンスがま買

える。なお、この備の本体内部には、ラベルシール「927/lOJが貼

り付けられている。 （福島）

u nr.uハ｝見ニ如:/Jズ
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唐女性伺 1体

Figure of woman used as grave goods, colour painted 
earthenware, Tang Dynasty 1¥ 

唐

史料館No.A4

バト高〈結った髪型が見事な女性の加彩備。正雨から見るとL字

lliに結い上げているだけのようであるが、横からみれば扇が聞い

たようにみえる華やかな髪型で、初唐に流行した。これは、唐の
はんほんけい

段成式の『嘗髪品jで「半翻嘗jt記されている髪型だとされて

いて、この髪型をした女性は、唐の初代皇帝・高祖李i~Uの宮中に

いたと言う。その服装は、布IIの納長い杉の上に赤色の半袖の上

着を着用し、赤茶色と白の縦縞の有tを履いてL、る。肩には朱色の

ショーノレを掛けており、 左手側の端は、濃い赤色の帯の中に入れ

られてL、る。同じ赤色でも様々 なトーンで塗り分けられている。残

念ながら、その表情を窺うことは出来ないが、わずかに唇の朱が

残る。おそらく、唐前半期の女性に特徴的な薄化粧を施された穏

やかな表情をしていたのであろう。なお、本資料と阿形の仰が、

1987年に古代オリエント博物館で開催された企Illii展示「中国l佳

代女性像展」で展示されている。同じ型を使用し作製されたので

あろうか。 （柄烏）

'. 

. ' 

16 

唐女性伺 1体

Figure of woman used as grave goods, colour painted 
earthenware, Tang Dynasty 

唐

史料館No.A5

髪や衣装が波打つ様子がよく表現された加彩備。長〈細い筒

袖の杉を着て、その長い者＂の先を両手ともに握り、その拳を胸の

前で合わせている。その胸元は広く開き、杉の上には半袖の上着

を着用している。文の長い袷を履いていて、脚の付け根あたりで

腰帯を巻いて前方で括っている。2003年に治陽の閑林1305号

唐墓より発掘された「鞄を持つ女性偽Jにもこのような腰帯を巻
いた備がみられる。髪型lま、左右対称に頭頂部で結い上け．られて

いる。体つきが紺｜身で、タイトにまとめられた髪型は、唐初期まで

の作風である。なお、 19871Fに古代オリエント博物館で開催され

た企画展示「中国歴代女性像展Jでの展示品に、頭部は異なっ
ているが、身体の部分が同様の僚が展示された。また、本資料と

~Jl . 身体ともに近似した偽が、南京博物院に所蔵されているとの

情報もある。型を用いて量産したと考えられる。 （福烏）

I アジアへの眼差し 15 
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明十三陵所用黄紬竜文軒平瓦片 1点

Eave roof tile used in the Thirteen Tombs of the Ming Dynasty, 
with yellow glaze and motif of five-clawed dragon, symbols of 
the Emperor 

閉

史料館No.32IラベルNo.122
歴史122I十三陵瓦（破片）｜昭和7年（1932)9月9日 ｜酒井洋／寄贈

「明の十三陵jは、 北京市内から北西に約50k皿、燕山山脈の

文脈、天寿山南滋にある明代の皇帝の陵墓群である。この地に

は南京から北京への遷都を行なった明王朝第3代皇帝・成狙永

楽情をl稿矢とする13代の皇帝の陵墓があり「十三｜凌Jと呼ばれる。
本資料は、この「明の十三陵jの建築物に用いられていたと考

えられる軒平瓦（軒の先端部に用いられた平瓦）の一部（上部が

破鎖）である。破損部を除く器全体に黄色の漁It楽が施され、瓦当

面（文様がある而）には中国皇帝の象徴である竜が型押しによっ

て描き出されている。明代から浩代にかけての中国における陰陽ー

五行説（思想）では、黄色を物質の根源である士の色と考えていた。

これに基づいて、黄色は皇帝を象徴する色とされ、皇帝以外のも

のがこの色を用いることは許きれなかった。また同機に、元代以降

の中｜主｜では、 5本爪（指）の竜を皇帝そのものの象徴とし、皇帝以

外のものが5本爪（指）の竜を用いることはかたく禁じてられL、た。

皇帝の象徴である黄色の籾i薬が施され、かつ皇帝そのものの

象徴である5本爪（指）の竜が描き出されたこの軒平ー瓦は、まさ

に皇帝が眠る陵墓の建築物に用いられた瓦であるこtを雄弁lこ

物語ろう。 （久慈）

18 

清昭陵所用黄紬単竜文軒丸瓦 1点

Eave roof tile used in Qing zhao ling, with yellow glaze and 
dragon motif, symbols of the Emperor, Qing Dynasty 

j青

史料館No.44IラベルNo.1368
歴史10I瓦（奉天昭陵〈北陵〉）｜大正14年（1925)9月7日｜苗文撃／寄贈

「消UB陵」は、現在の遼寧省法陽市北郊にある消の皇帝の陵

墓群のひとつである。

12代続いた清の皇帝の陵墓は、永｜凌（遼寧省新演j前族自治

県）・福陵（遼寧省洛陽市東郊） ・Bil陵（遼寧省洛陽市北郊） ・清

西陵（河北省易ViO・1青東陵（河北省唐山市）の5ク所にわかれ
て築かれているが、本資料はそのうちの昭陵（第2代皇帝・太宗

ホンタイジの陵墓）に用いられていたと考えられる軒丸瓦（軒の

先端部に用いられた丸瓦）である。玉縁と呼ばれる瓦の述結部

及び半円筒形の丸瓦部の内而を除いた器全体に黄色の糊薬が

施され、瓦当而（文様がある面）には中国皇帝の象徴である屯が

正面を向いた；怠匠で型押しによって描き出されている。丸瓦部の

やや後方には長方形（2.0x 1.5cm）のいわゆる釘穴（瓦を闘定す

るために用いる孔）があけられている。

No.17と同様、 皇帝の象徴である黄色の利l薬が施され、かっ皇

帝の象徴である竜が描き出されたこの軒丸瓦も、まさに皇帝が眠

る陵墓の建築物に川いられた瓦であることを物語ろう。 （久慈）

16 百l叫ハ一見ニ如カズ
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黄紬竜文碍片

Yellow-glazed brick tile with dragon motif, symbols of the 
Emperor, Qing Dynasty 

i宵
史料館No.31

1点

本資料lま長方形を呈したl簿の一宮II（友側が破損）で、内而（誕

仰D を除く~~全体に黄色の利薬が施され、外国（表官Ill ）には中国

息怖の象徴である屯が型押しによって揃きIllされてL、る。

本資料の米lfIや出土地等が不明のため、この碑が具．体的にど

のような建築物のどのような箇所に用いられていたものなのか明

らかではないが、内而（裏側）には碑を悶定するための下駄の歯

状の突起の一部が残っており、壁等に依め込んで用いられていた

ものと恩われる。 （久慈）

20 

緑紬唐草文碍片 1点

Green glazed brick tile with arabesque design, Qing Dynasty 

j膏

史料館No.132

本資料も肯代から中岡で住居や墓、城壁等の建築物の床材や

壁材として用いられてきた憾の一部（左側が破損）である。

長方形を呈し、内面（裏側）を除く器全体に薄い緑色の漁＂楽

が施され、外面（表側）には唐草文（植物の花・業・蔓等を図案

化した文様）が型押しによって描き出されている。

資料の来m:や出土地等が不明のため、この碑も具体的にどの
ような建築物のどのような箇所に用いられていたものなのか明ら

かではないが、 No.191:.同様に、内面（裏側）には碍を悶定するた

めの下駄の歯状の突起の一部が残っており、号室等に依め込んで

刑いられていたものと，思われる。 （久慈）

21 

黄紬丸瓦片 1点

Yellow-glazed roof tile, Qing Dynasty 

清

史料館No.134

本資料は丸瓦（本瓦王手で、平瓦と組み合わせて用いる半円筒

形の瓦）の一部である。断固がわずかに弧状を呈し、破損音IIを除

く外国全体に黄色の稿h繋が施されている。資料の来臓や出土地

等が不明のため、この丸瓦が具体的にどのような建築物に用い

られていたものなのかについては残念ながら明らかにしえない。

（久慈）

I アジアへの眼差し 17 
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施紬嬰斗瓦 1点

Glazed roof tile, used under convex roof tiles, Qing Dynasty 

清

史料館No.72

,,t斗瓦とは棟（屋根の頂部）を積むために用いられる瓦で、棟
の最上部に紋せる丸瓦（縦娠瓦・会瓦・冠瓦）の下に積まれる瓦で

ある。

本資料は、長軸方向を正面にみた場合、中央部がややくぼみ、

左右の両端がやや立ち上がった、いわゆる「反り段斗瓦Jで、外
面（表側）の下半期lに黒色の糊薬が施されている。左側の端部付

近には円形のいわゆる釘穴（瓦を固定するため仁用いる孔）があ

けられている（外商（表側）は直径O.Scm、内而（裏側）は直径I.Gem

ほど）。

Jiit斗瓦には、半分に割って用いられる制政斗瓦とそのまま用い
られる丸殿斗瓦があるが、本資料は釘穴がひとつしかないことや

その位置関係等から、剣らずにそのまま用いられた丸旋斗瓦であ

ると考えられる。本資料は漁h薬が施された下半官官が外側に向くよ

うに積まれたものと想定されるが、本資料の来歴やIll土地等が

不明のため、この駁斗瓦が具体的にどのような建築物に用いられ

ていたものなのかについてはF主念ながら明らかではない。（久慈）

23 

鉄鉱石 1点

Iron ore produced in Anshan Iron Mine in Manchuria 

20世紀

史料館No.316IラベルNo.1369
地理231I鑓鏡石｜大正14年（1925)9月7日｜鞍山製鉄所／寄脂

i椅洲における鉄鉱石の埋蔵量は、i前洲国時代の推計によれば
12億 Eといわれる。鞍山鉄山は、 1909年に行なわれた満鉄の地

質調査によって偶然発見されたもので、 3~意 E強の埋蔵量がある

と推！I・された。1915年に「日支合弁鞍山鉄鉱振興無限公司Jが
設立され、以後は満鉄が実質的な経営を行なった（1933年に昭

和製鋼所に吸収合併）。

鞍山の鉄鉱石の正式名称は赤鉄磁鉄石英片岩といい、貧鉱は

含鉄品位平均35%、富鉱はうO～60%、燐分0.02～0.1%、来雑
物は主に准酸である。本資料の合鉄品位は40%であり、貧鉱に

属す。そのままでは溶鉱炉に入れて製鉄することが出来ないため

熔焼還元法による加工が必要である。 （長谷川）

18 百l則ハ一見エ如:}Jズ
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焼結鉱 少邑

Sintered ore from Anshan Iron Works in Manchuria 

20世紀

史料館No.172IラベルNo.1371
地理233I焼結鋪 ｜大正14年（1925)9月7日 ｜級山製鉄所／寄贈

焼結鉱とは、粉末化された金属を融点以・ドの温度で加熱（粉末

治金）して塊状に加工したもののことである。i筒洲最大の鉄山であ

る鞍Illから産出する鉄鉱石の多くは貧鉱であるため、鞍山製鉄所

では還元締焼処理！が施されていた。その過程を経た鉄鉱を還元

結焼鉱と称する。還元熔ISt鉱はクラッシャー、ボーノレミノレ、チュー

ブミノレの各機械で数度にわたり細かく粉砕される。粉砕した微粒

子は磁性鉱化されているため、磁力選鉱機にかけると合鉄品位

50%以上の積鉱（富鉱）だけが抽出される。但し、微粒子状では

浴鉱炉に入れることが出来ないため、さらに焼結処遇！を繰り返し、

塊状になった焼結鉱が溶鉱炉に巡ばれ製銑される。 （長谷川）

25 

還元熔焼鉱

Beneficiated magnetized roasted ore made at Anshan hon 
Works in Manchuria 

20世紀

史料館No.317

1点

地理232I還元結焼鏡 ｜大正14年（1925)9月7日｜鞍山製鉄所／寄贈

i持洲・鞍山で産出する鉄鉱石の多くは磁性の弱い赤鉄鉱で、
かっ貧鉱（含鉄品位平均35%）である。製鉄には含鉄量50%以

上が必要であるため、鞍山製鉄所は1926年に「還元磁化館－焼

法jを発明し、貧鉱からも製鉄することが可能となった。その方

法は、直立式の炉の上昔日から処理する鉄鉱を入れ、降下させな

がら熱し、 炉底から噴出する還元ガスと混ぜ合わせるとL、うもの

で、この処理によって赤鉄鉱は磁性鉱化し、 ｜司時に質が脆くなる。
かんげんばいlIi ' 

この処習，が施された赤鉄鉱を「還元熔焼鉱Jと称する。（長符川）

26 

撫順露天掘採集石炭 1点

Coal found in Fushun, China 

年代不詳

史料館No.315IラベルNo.1366
地理230I楓！属探夫婦古代高間続カマ跡ノ石炭｜大正14年（1925)9同7
日 ｜金問鬼一／寄魁

ぷ，.. 

撫順は、遼等t省北部・奉天（現在の溶i湯）の＊方約45km』二位
i賞する街で、最1irな石炭を産出する地として知られている。撫順
lこおける石炭採掘は12世紀頃、高麗人によって開始されるが、モ

ンゴノレの侵攻で高麗人が南部へ放逐された後はi前洲地域の住

民によって細々と採掘が行なわれるに過ぎなかった。19世紀末に

ロシアが採捌椀をI青から獲得し、日露戦後、日本がi前鉄の傘下

に炭鉱を経常した。炭質は長炎i腰背炭で、f軍発分4二宮み発熱:!i!:
は良質である。付属札には「古代商店E焼カマ跡ノ石炭Jとあるが、
露天掘との関係は不明。 （長谷川）

lアジアへの限鐙し 19 



27 

中国貨幣・斉法化鋳型片

Chinese brass coins, Han Dynasty-Qing Dynasty 
Coins shaped like opened straight razors and farn吋ngtools,
Warring States era and Xin Dynasty 

一緒

Fragments of the“Qi Fu Hua”pottery mold, Warring States era 

①漢～清 ②戦国・新 ③戦国

史料館No.①318，②156，③271・212IラベJレNo.②1243 ③1363
②歴史42IR支jJj!古刀及布貨棟本｜ ②大正13年（1924)9月3日 ｜②島津
製作所／繊入（20円）

①は淡から清朝に至る約2000年間の中国貨幣標本である。4

枚の台紙に貼られた円型貨幣は118枚。②は戦国時代の刀銭2

点、布銭2点（河北・河南・山西省にあたる地域で製作されたもの

で、鋤を象っており発行地が記されている）及び王務の新王朝の

「貨布」の字を持つ布銭のセット。烏津製作所製（→コラム9）。

①は刀銭の陶範（陶製の鋳型）で「資法化（「化jは「貨jの意）J
の文字がみられる。戦国時代の斉固でつくられたものである。

秦王朝が成立するt、銭貨は円形方孔の半阿銭に統一された。

漠代でも凶鉢半両銭等が鋳造されたが、盗鋳による怒銭の増加

のため、武帝期になると新たに五妹銭が発行される。五録銭は

漢の滅亡後、附に至るまで繰り返し改鋳されてmいられ続けた。

① 

＠ で ①

20 百聞ハー見ニ如;/Jズ

喧」..＿＿

五鉢銭の後継となったのが、開元通宝である。唐のii時すイ本市ljの

拡大とともに海外へも伝婚し、日本の皇朝十二銭のモデルtなった。

経済が著しく発達した宋代の貨幣鋳造設は歴代王朝中最多

を誇る。宋銭は種類也監F誌で、f元号・＋元宝（通宝）J という銭文
の形式が確立した。アジア全域に流通し、日本へもH宋貿易を通

じて大量にもたらされ、皇朝十二銭廃絶後の貨幣経済を支えた。

南宋以後の銅の減産、明代におけるメキシコ銀の流入仁より、

紙幣と銀が取引の主体となると、銭貨は補助貨幣となり、鋳造1訟
は激減する。とはL、え、消においても歴代元号を頂いた銭貨が発

行されており、人々の経済活動には不可欠な存在であった。

①には、 中国以外の銭貨も含まれている。朝鮮半島では長ら〈

布を貨幣として使用していたが、李朝時代の経済発展とともに銭

貨の需要が高まり、 常平通宝が発行される。清の銭貨にならった

真鎗質で、大きさ・金額の異なる数種が鋳造された。裏而にみえ

る「戸」は、鋳銭所である戸管を示している。

寛永通宝は、江戸時代のH本で広〈流通した銭貨である。銅製

のほか、真．鎗製や鉄製のものがあり、一文銭と、議函に波の文様

を持つ四文銭が発行された。300～400億枚鋳造され、渡来銭

を駆逐し、逆に銅の払・渇する中国へ輸出されるに至った。（背木）

s且 a晶ー－

竜彦i
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般代環首万模型

Knife modeled on a knife excavated from a site of the Yin 
dynasty, made of bronze, Qing Dynasty 

j胃

史料館No.158IラベルNo.1355

1本

歴史59I殿代飼刀｜大正14年（1925)6月27日｜矢島透／賊入（8円）

mt代の遺跡よりIll土しt：：小型の青銅万を模したものである。柄
に輸を持ったJj,"t首））という形式で、段代金期間にわたって作製さ
れた最もポピュラーな類型である。

のみ のニn
環首刀は~や鋸とともに出土する事例が多く、 主に生産；.l共
tして用いられたとされる。刀身の峰の方が薄くなっており、木材
等を刃に当て、押し出すようにして削ったのだろう。後代、木簡の

文字を削る際に使期した削刀に似ており、削形刀とも呼ばれる。

殿媛出土の背銅刀は、 中間北方ー地域のものとの類似性を指摘

されており、戦利品や京ー納品として段王朝へ伝わったと考えられ

る。 （宵木）

29 

対華二十一ヶ条条文飾り扇子 1本

Chinese anti-Japanese propaganda wriはenon folding fan, ink 
on paper 

20世紀
ラベルNo.1381

歴史71I扇子｛排日宣f専用）｜大正14年（1925)9月14日｜金田鬼一／寄贈

弁N事・二十一ヶ条l立、第一次世界大戦中の1915iJ-:に、山東省の
IH ドイツ椛獄の継承、 i附失格益保持期限の99 ヶ年延長~：を日

本が中華民国に対して要求し受諾させたものである。:YIJ辰lの回が
欧州のl波乱に向いている隙に中国へ苛烈な要求を行なったことも

あり、中国圏内の反日感情に火を付けた。 H露戦後から徐々に高

まりをみせていた利権回収運動は、この｜侍から激しさを均した。

本資料には、 H本による二十一ク条要求条文の中国語訳が記さ

れる主ともに、遼東半島先端にある旅順の絵が拙かれている。旅

順は、円a1i成後に日本がロシアから租借権を引き継いだ街で、市

街地南部に設けられた軍港の軍事的な価依は非常に高い。同条

文には、大速とともに旅順の租借期限を99年間延長することが

耳寄り込まれていたことから、 H本の帝国主義的な要求を象徴する

イメージとして扇子の意匠に取り上げられたのであろう。寄附者

である金問鬼ーはグリム童話を日本に紹介したことで知られるド

イツ文学者で、当時は学溜｜淀高等科の教授を務めていた。ドイ

ツ文学者の金田がこうした博物資料を入手した経路は不明なが

ら、実父が帝室博物館のl隊員であったことと関係する可能性もあ

る。 （長谷川）

（条文｝

I アジアへの聞IZ¥し 21 



30 

太王陵出土太王陵銘条碍

Brick tile with inscription, excavated仕omthe tomb of King 
Kwanggaet’owang of Koguryo 

高句麗

史料館No.125,126 

1点

~ ifん

太王｜凌lま、現在の中国吉林省集安市、通i梓盆地中部の同山

南、結説ti北に位置する。i問機古墓群に含まれる大劉積石墓で、
基の規模は一辺が65m、高さは14mである。基主は高句麗第19

代の広開土王（好太王） ！：の説がある。本資料は「願太王峻安

如山固如岳J（太王峻［陵］が山のように安寧で、岳のよう仁強固

であることを願う）！：毅省体の銘文が型押しされていることから、

太王陵の碑であることがわかる。太王陵銘条碍の銘文には「陵J

t「峻Jの2種があるが、本資料は後者の完整品である。太王｜凌
の東北200mの所に広開土玉砕があり、付近の将軍塚を含む一

裕は世界遺産に畳録されている 。『原簿』には出土地及び来歴

書事の記載はない。学習院にはrI.ム－開土王制！拓本」も所蔵されてお
り、本資料tともに、その入手ノレートは明らかではないが、明治期
の白鳥康吉の集安訪問と関連している可能性が高い。 （村松）

31 

新羅焼片耳付広口壷 1点

Jar with one ear, Silla earthenware, Three Kingdoms period 

三国

史料館No.252IラベルNo.154
歴史154I百済焼 （昭和二年八月十日）朝鮮慶尚北道鐙州南JIU軍基濁邸内発

娘｜昭和10年（1935)10月24日 ｜有馬華子／寄贈

新緑土器（新維焼）は朝鮮半島南部の嶺南地方の古墳で山

土する灰青色硬質土需（陶器）を示す〉精選された胎土を使い、
。”がa ろ《ろ

1000℃以上の高熱を出す登翼民で焼成した土器である。戦艦を利

用し、大量生産がなされた。新羅土器の碁本器形には高い脚の

付いた高杯と長い類を有する長頚蛮がある。新緑土器はj京三国

時代後期（3世紀）にはみられ、洛東江を境に新総群（~州土器）

と伽耶群に大別される。 長頚滋については、事rr~量鮮は台の付い

たものが多いが、伽耶群はほとんど無台円底tされる。似！Imの土

協は日本の須態様の誕生に直接的な影響を与えたと考えられて

いる。資料は無台円底の長類査で、把手を有する。底而のラベル

には「慶州雨班霊長基潤氏邸内出土昭和2.8.10有馬鯖!ffi寄贈j

とある。慶州は古代新羅の都である。f原簿jには「育済燐jとあ
り、 nR和 10年10月 24 日に有馬主磨子の寄贈によるとある。 ~子の

夫lま大正天皇の侍従で、明治41年（1908）には、皇太子の韓国
すみゐ・

訪問に随行した有馬純文。純文・華子夫妻の子、僑雄は大正7年

(1918）生まれで、寄贈時には9歳。学習院初等科に在籍してい

た。 （村松）

22 百問ハ一見ニPllカズ



32 

珠文縁重弁十六葉蓮華文軒丸瓦片 1点

Roof tile with motif of lotus flowers and leaves, United Silla 

統一新寵

史料館No.15・37

本資料は軒先仁用いる瓦で、瓦当（先端の円形部分）の下半分

及び筒部後半が欠損している。ほ1.l'同裂の完全な形の瓦が新維

の東宮（太子の居所）の雁鴨池（月池）から発見されており、本

品の出土地も慶尚北泊康州市である可能性が高い。JI催中島池は7

世紀後半、 三国を統ーした新緑の文武玉によって王宵rn城）の
東に建設された。三国時代の新経において瓦当に蓮華文が施さ

れるようになるのは、仏教公認以降の6世紀半ばからである。本

品｛ま瓦当の縁に蓮珠：文があり、その内側には慈の花と策の文様

が二重に配され、花弁の内部には子葉が刻まれている。三閣時代

よりも精巧なデザインは、府の文化の影響を受けた統一新雑時

代の文物であることを示している。本品では欠損してわからない

が、服鴨池のIll土品から、この瓦当の中心部にも蓮珠文が配され

ていると考・えられる。どのような経緯で、いつ学習院に収載され

たのかは不明である。 （村松）

33 

弘慶寺跡出土瓦片 2点

Roof tiles excavated from the site ofHonggyCSngsa, KoryCS period 

高居

史料館No.①36，②45

~L議寺は韓国忠清南道米安市に位置すーる。 尚随時代の顕宗
121μ (1021）に完成した。完成時に先君の訟を恭ずるという意味

で務先弘慶寺と称される。現在、寺院の跡には、寺の創建に関

する記録を記した「奉先弘康寺砕砲J（顕宗17年（1026）立碑）
のみが残る。韓同の国宝に指定されているこの碑によれば、元々

この土地は人の住むところから離れ、葦の生い茂る沢（池）があ

るような未開発の地で、盗賊がしばしば現れたという。ここは国

内の各地へと繋がる要衝に位置したが、人々の往来は開雛であっ

た。そこで、顕宗は仏法を開き、 道行く人を保護するために、奉先

弘Ii寺と広縁通化院という客館を建てさせたという。仰文は、高

麗l時代の儒学者・握）1j1の撰、白玄礼の書である。この間随時代
ひらa切らへん まる＂b色へん

の弘隆寺付近にて採取した平瓦片と丸瓦片が本資料である。平

瓦片には「成歓弘陵l淀 June.14.J、丸瓦片には「稜山成歓弘慶

｜淀JI:墨書がある。また、寄贈l時のキしには、「朝鮮ノ古瓦／二片／

凶暦紀元一千二十一年・ノ作ナリト云フ／二片共布包アリ／大正五

年九月十四日寄付／弘隆寺ハ高麗王願宗J.!ll位十二年竣工ス卜云

フ。／忠清南道天安郡成歓商弘陵院製ニアノレ弘康寺ノアトヨリ

掘出シタノレモノ／寄贈 清水元太郎JI:ある。 （村松）

減．
山 lf

’：；： ~~.ん ぐ；

①褒

、 ！ ~；·；ン1
①裏

①表 ②漢
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34 

朝鮮家屋模型 1台

Model of traditional Korean house showing the structure of a 
floor heater 

大正

史料館No目292

地理1I温突｜大正12年（1923)5月1日 ｜構入（83円60銭）

この模型は伝統的な朝鮮家屋における温突（オンド、ノレ）の仕

組みや部屋の様子を説明したものである。i昆突とは、朝鮮特有

の暖房装置のことであり、趨で煮炊きする熱気を床下の煙道（ヨ

ンド）を通じて各房のl援を取れるようにした仕組みである。伝統

的な朝鮮家屋では床上に油紙を貼り、床下に木や石を組んで各

房につながる数条の煙道をつくり、その中を趨の熱気（煙）が

通るようにしている。畿の焚口の反対側には大きく深い穴を聞

け、その上に煙突を立てることで’煙を外に逃している。

本資料では、前方に焚口を設け、奥に赤い煙突を立てである

のがみられる。床lこはt白紙を再現したと思われる様子もわかる。

さらに、車業番によって左右に開閉出来ることで煙道の構造を確

認することが出来るようになっている。また、朝鮮家屋において

は、外を石豊富で囲い、内4こは細木を組み土で閉めた壁をつくり、

油紙を貼るのが一般的だが、この資料ではその内部がわかるよ

うにもなっている。 （斉藤）

35 

朝鮮農民風俗人形

Clay dolls of Korean farmers 

閉治～大正

史料館No.21

2体

朝鮮の農村の風俗をあらわした土製人形である。男性像は首

と腕部分に破損がみられ、頭頂部を欠き、果物絡を背負ってい

る。台座の磁には「正貨五拾五銭H舎かれた貼紙がある。女性

像は頂部を欠失する。乳房を出し子供を肩に載せており、 子育て

中の女性の姿を表現してL、る。

世界の風俗をあらわした人形は、博多人形師井上消助や島i掌

製作所が製作したものが知られている。特に井上が製造・販売し

た学校用教材「井上式地l産楳本Jは、博多人形としての品質向
上を追求したばかりでなく人類学者坪井正五日IIらの監修を受け

ており、工芸品としても標本としても高い評価を得た。本資料は

これらと比較して精彩に欠けるtころから、土産物tして製作さ
れたものである可能性がある。

なお、本資料と同形のものが大阪市立愛珠幼稚園に収蔵され

ているが、図所臓の男性像は、果物絡ではなく薪を背負ってお

り、女性像は頭頂部に能を載せて片方の手でそれを押さえてい

る。 （佐々 木・橋本佐）

24 百聞lハー見ニ如jJズ
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36 

朝鮮木靴〔ニュチュア

Korean miniature wooden shoes, hollowed from a naturally 
grown tree 

年代不詳

史料館No.81

1足

木靴のミニュチュア。現地では「ナマクシンJ!:呼ばれる。一木

の自然木を事ljり抜いて成形されていて、似lj而に花升文；を着彩す

る。裏而にはそれぞれ2枚の歯があり、どちらも鉛畿で「十文」

と轡き込まれている。

本資料の木質は不明だが、実物はヤナギかカワラハンノキを用

いてつくられるのが一般的である。雨の後に泌追を歩〈場合に使

用するもので、荏t山や蝋を塗って防水力H工を施した。

本資料と同形のものが大阪市立愛珠幼検問に収蔵されてい

る。 （佐々 木・柄本佐）

37 

竹筏模型 1般パ置1具

Model of catamaran from Taiwan, a sail泊graft made of 
bamboo, wood, cane, linen, etc. 

年代不詳

史料館No.79

船体は15本の竹系の紫材を僚で結びつくられている。帆柱と

6本の植は木製である。帆は膝の皮を編んだもので出来ており、

縁には麻布が用いられ、 9；本の竹製l帆桁を使用している。

「竹伐Jは大竹の幹を用いてつくった大型の筏船で、台湾に特

有のものである。大きくわけると海岸用と河川淵があるが、いずれ

も水中に没入する部分が少なく浅瀬を自由に航行/JI来る特徴を

持つため、主に岩石の無い海岸や流れの緩やかな河川で用いら

f Lる。

久保杉葉著『台湾土産J(1928年発行）は、竹筏が並ぶ当時
の台湾のi巷の雰囲気を伝えている。「他所では見られない名物

の竹で造った筏テツパイと翻ふのがある丸竹を編んだ簡単な

る筏船で、其に乗って何の危険もなく大洋迷くi.≪tに出かけるの
だ想だ 外に赤色や青色や彩式した玩具の様な紛が沢山港内

に浮んでゐるのは美事だ」。

本資料と同形のものが大阪市3：愛珠幼稚園に収蔵されてい
る。 （佐 木々・橋本依）

I アジアへの肌殺し 25 
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台湾産蛇木 1点

Cyathealepifera (flying spideドmonkeytree fern) from Taiwan 

大正

史料館No.73IラベルNo.1173
地理a1I蛇木 ｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／嫡入（1円）

烏i孝製作所から購入した台湾物産標本。「蛇水Jは現地では
「筆筒樹jt呼ばれる大型の常緑木性シダ植物で、和名を「ヒカ

グへゴ」という。「蛇木」のl呼称は、落葉した痕が舵の鱗のような

文様になることに由来する。日本の奄美大島以南、台湾、中国福

建省、フィリピン等に生息しており、日本では国内最大のシダ植

物である。

台湾先住民族のヤミ族は、この木の樹液を洗援弗lにしたり、
幹を濯i斑用の引水管や釣豊｜にしたりする。また天候不順や洪水

等の際には食料にすることもあり、多様な使い方が出来る植物で

ある。 （佐々 木・橋本佐）

39 

台湾産苧麻 1束

Ramie from Taiwan 

大正

史料館No.87IラベルNo.1175
Jl!!Fc里83I苧麻！大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／鏑入（50銭）

島津製作所から購入した台湾物産標本。「単車」はイラクサ

科の宿線草の植物。茎からは良質な繊維が採れるので、＊アジ

アの国々では古くから衣服用織布の材料として手lj胤されてきた。

大正期、 苧麻繊維の生産業は従来の手紡ぎ家内工業から紡

績会社の設立へと移行していった。これに伴って苧麻の需要量

は；1u霊的に増大した。 （佐々 木・橋本佐）

40 

台湾蘭草製下駄表 2f文

Cover for Japanese-style getαsandal made from woven rushes, 
made in Taiwan 

大正

史料館No.203IラベルNo.1401
地理254I太甲蘭下It表｜大正14年（1925)12月12日 ｜購入（2円50銭）

下駄表とは、下駄の表聞を覆うものである。箱の題袋には「下

駄表台湾新竹州苑御街苑裡名産物大甲陶製品」とある。
Fごいよ，い さんか《い

「大甲陶」は三角繭の別称で、カヤツリグサ科の多年草であ

る。海岸等の水辺に静生し、蘭草とよく似た特徴を持つ。台湾の

苑裡・大甲地域では19世紀初頭から農業の余暇に製作するもの

として大甲繭製品が多く製造されるようになった。代表的な生産

品は帽子であったが、日本領有化以降は煙草入や紙入等もつく

られるようになる。下駄表がつくられ始めたのもこの頃のことであ

る。 （佐々 木・締本佐）

26 百聞ハー見ニ知:fJズ
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台湾蘭｜興ヤ｛族！帽子 1点

Sakop,men’s hat ofYami people in Taiwan, made from coconut 
and cane 

大正

史料館No.68

ヤシの実の殻を半分にしたものの周聞に、 tt§で編んだツパを

付けた男性用の帽子サコッスヤミ族の使う帽了・の中では、最も

簡略なもののひとつで、円常的に使用されるものである。儀礼用

の特別な帽子は現在でも使われているが、こうした普段用の帽

子は今ではあまり目にすることが出来なくなった。この帽子で注目

されるのは、ヤシ般の利用い、うことだろう。ヤシ殻は水の巡搬、

保管に使われるだけでなく、例えば敷地を制削して土そ排出する

時に、ヤシ殻の一部を頭にのせて頭部の保護とし、巡微mの木
Jillに土をのせてそれを頭上で迎ぶU、うようなこtが行なわれてき

た。この帽子は、そうしたヤシ殻の利用体系の一部なのである。

また、全体として編み笠のように三角錐に近い形になるが、こうし

た帽子が素材を銀に変えることで、儀礼用の最上級の帽子ボラ

ンガット（volangac）が生まれたと考えることも可能だろう。

付属札には大正4年（1915)3月25日に船橋光次郎が寄贈した

貯が記されている。 （乾）

42 

台湾蘭l興ヤ｛族土製人形 2体

Clay dolls of man and woman, made by Yami people in Taiwan 

大正

史料館No.228IラベルNo.②301
Jill理301I紅倶島土製人形｜昭和8年（1933)3月1日｜板漂武錐／［寄贈］

ヤミ族は、男がニ｜二機をつくる。ヤミ族の暦でピタナタナ

(picanatana）、 もしくはパノレポトタン（pazpocoen）と呼ばれる月（新

暦では9月頃）が土器をつくる｜時期である。専門家はいないので、

各自が必要な楚型や碗型の土器を野焼きでつくった。そうした｜時

に、余った粘土で人形タオタオ（taocao）或いは動物、:Jlナ等をつく

り、土器と一緒に並べて焼くのである。もとは、自らの楽しみ、子

供の玩具ためであるとされるが、日本時代になって土偶のような

紫朴きが知られるようになると、交易品、観光客の土産物として

の備要が生じ、その目的で製作されるようになった。

標本は男女一対となっているが、大きさも不揃いであり（大きい

方に乳房がつくられているので女性と思われる）、当初jから一対

のものとしてつくられたものであるかは疑問である。 しかし、こう

した男女の人形は、東南アジアではしばしば信仰上の目的（神像、

祖先像）としてつくられることが多い。ヤミ族4こそのような伝承は

ないが、早くに意味の失われた文化要素である可能性は十分考え

られる。 （乾）

① ＠ 

Iアジアへの!WI盤し 27 



43 

千里眼・順風耳立像 2体｛一対｝

Pair of wooden statues of Chinese gods“Senri-gan”and 
"Jumpu uオi”

j青

史料館No.43IラベルNo.②302
地理so2I塑像（千里眼ト祢ス） ｜昭和8年（1933)3月1日 ｜板津武雄／
［寄贈］

左手を額にかぎして速くを眺めるのが千里娘、右手を耳に添え

てかすかな音も聞き逃すまいとするのが順風耳。いずれも航海の

女事，，婚祖とともに肥られる中国の神である。千里眼は字宙の万物

をみることがIll来、順風耳は世IHJのあらゆる音を勝くことが出来

るという。ともに恐ろしげな表情をしているのは泌物を除けるため

である。 中園、台湾のほか、長崎等中国人が建てた寺にみられ

る。

いずれも木造、ー材製。但し、丸彫かどうかは不明。両足首で

台と接合しているかもしれない。l淘U.!lを露出するベストのような

ものを着て、徳をはく。現状、 i約百を施すが、千旦限は育、順風

耳は赤いからだであるといい、補修された可能性がある。千里眼

は戟、順風耳は斧を持つのが普通だが、 亡失する。

この像は板i畢武雄が寄贈したものである。板i帯は早逝した父
の友人で『台湾文化誌』の著者である伊能誕生E氏の下に中学時

代から下宿し、弟子となった（→ コラム1）。この2体の像は台湾

からもたらされたものかもしれない。制作はi青時代tみられる。

44 

土製蓋付壷

Lidded pot from Siam (present-day’l'hailand), pottery 

20世紀

史料館No.10IラベルNo.307

（浅見）

1合

地理307I沼鑓土人釜｜昭和8年（1933)7月5日｜原因搬鹿／寄贈

胴の丸い広口の素焼き査で、つまみを有した策を伴う。茶陶と

して水指や建水等に見立てられた、いわゆる「ハンネラjの張型

を呈する。U縁部は鐙く外反し、 ！｜阿部tの境に不明瞭な沈線が

一条巡る。口容内面lま受け口状に浅く廊附するが、伴う室長は口径

より 2cmほど小さいことから、進を受けるためのものではないよう

である。胴剤1～底部外面は丁寧な横方向のナデ調1査が施されて
いるが、胴部下半の最大径付近にPIJき具による翻盤帯があること

から、ここで合体成形されたIリ能性が考えられる。総監は2mm

t非常に薄〈、胎土は赤褐色を呈し、 0.5～lmmの雲母、石英、

長石等を含む。

身釜とも外面はススけており、外底面にはコグカ｛El立つ。 また

l胸部上半には吹きこぼれ痕が顕著で、内底面付近には灰白色の

微粒子状の付着物がみられることから、実際に炊飯等に使用し

ていたこtが推測される。現存．のタイ周辺で製作されたものであ

ろう。

なお、 ））阿部中位には直径2mmほどの外仮IJからの焼成後穿孔が

ひとつ認められ、「歴史地理機本~30刀ラベルにより容がれてい

るが、その意図は不明である。j京回数穂は図書館書記。（長佐古）

28 阿阿ハー見ニ掴Iカズ
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コラム1
column 

板j畢武雄

板j峯武雄は日蘭交渉史の研究で知ら

れる歴史学者である。

板j撃は、人類学者伊能嘉矩をはじめ、

学界を牽引する多くの学者たちに固まれて

少年期を過ごした。大正5年（1916）に東

京帝国大学に入学し、国史学を専攻した。

卒業後は宮内省図書寮に勤務したカえそ

の頃学習院教授であった大谷勝真に誘わ

れて同10年に学習院講師となる。その翌

年から約20年の長きにわたって学習院で

教授を務めた。

正12年（1923)9月1目、関東大震災が

発生した。板j撃は焼失した標本類を新た

に収集するために日本各地に足を運拭

微々な工芸品類を購入した。ホ図録に

掲載している工芸品類の多くは、この時

に板j宰らの努力によって収集されたもの

である。また、板潔自身が寄贈した資料

として朝鮮・台湾の民族資料が数点、含ま

れている。これらの寄贈年代は明らかで

はない。しかし大正14年に伊能力f亡くな

り、この時板還は伊能旧蔵の民族資料を

板j撃が学習院教授になった直後の大 台北帝国大学に寄贈していることからす

コラム2
colt』mn

高松宮下賜資料

大正12年（1923）の関東大震災で学

習院は授業用の図書・4票本・機織類多数

を失った。このため、各方面から教材等

の資料を収集するとともに、皇族・華族

からも寄贈を求めた。当時、海軍兵学校

在学中の高松宮宣仁親王は上京、兄摂

政宮を見舞うとともに学習院の被災状況

を視察し、皇子御殿所蔵の器具・書籍類

84件を下賜した。下賜された資料は学内

の博物学科・歴史地理学科等に配分され

て、石鍛1件・日本内外の写真帖30冊・

歴史地理関係絵薬害帖11冊・歴史掛図

及び掛台123件・各種製品線本3件・各

種模型2件等が歴史地理棟本室に収蔵

ると、おそらく学習院にある資料も同時

期に板j撃が寄贈したものではなし、かと推

測される。

板j撃は学習院をはじめ、東京帝国大学

や日本大学、成際大学等で‘教壇に立っ

た。国史学ばかりでなくあらゆる問題に

精通し、また学生の指導にも熱心に取り

組んでいたという。帝大で同僚であった

東洋文庫主事石田幹之助は後にfこの点

稀に見る方として常に敬服してをったjと

語っている。 （橋本佐）

された。さらにその後、昭和3年（1928)

及び同8年の海軍遠洋航海演習で南洋

方面に行った際に現地で献上された品々

を、同11年に学習院に下賜している。

（岡田）

I アジアへのIU！袋し 29 
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パラオ諸島アパイ模型

Abai, meeting house model in Palau islands 

昭和

史料館No.294

1点

地理315I南洋土人家｜昭和11年（1936)3月3日 ｜高松宮殿下／御下賜

パラオ務局（現パラオ共和国）で年齢階梯毎の男子集会所・

街泊所用の大型建物として集落毎に建設されていたアパイの家

屋模型。 日間U8年（1933)7月連合総隊演習に参加して南洋庁が

所在したパラオ諸島に待港した高松宮宣仁親王への南洋庁献

上品のひtつで、同10年度に高松宮家から学習院に下賜された

（→コラム2）。家屋内部に「アパイ模型一個北部総村長テン

レイH墨書された短冊形和紙の添紙が収められている。縮尺
は不明ながら約1/10と推定される。

30 γi l岨ハー見ニPn:bズ

高床式で4郁子葉茸きの大きな切安造りの屋根を持つ長方形
平面の木製家屋模型で、 一木の繍鉾形木製台上に並べたう本の

横材の上に組まれた土居桁に桁行き8本、梁行き4本の柱を立

て、各而中央の関口部を除いて全体に板壁そ回らし上端に長押

を置く。屋根は周囲の柱ではなく、壁の内部に立てられた左右4

本ずつの内柱上の虹梁と又首が支える。又首上端の棟木から左

右に架けられた垂木上に概子葉が茸かれている。両裂音111ま大き

な破J!ftt；阪がfl.てられ、屋根の両端部には木製の覆い板が付く。

柱・壁下端・長押・破風紋・屋根妻覆い板等には各種の絵画・文梯・

記号ーが彫刻され、黄・白・黒・赤の4色に彩色される。：｜守に正面l波

風板の外商にはパラオ諸島の始相伝説の一節を描き、背商破風

板にもそれに続く始祖伝説の一節とみられる絵が彫り込まれてい

る。 （岡田）
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マーシヤル諸島武器 5点

Weapons in Marshall Islands, made of mangrove 

昭和

史料館No.312

地理317I南洋土人倫入（五本） ｜昭和11年（1936)3月3日｜高松宮殿下／
御下賜

f献上品在中（朱書）（弐側之内ニ） 東京市芝区西台町一高
松宮邸 石川別当心得殿行キ 南洋軍事ヤノレート支国連出シ」と葉

に箱舎のある木箱に収納されている。昭和8年7月に述合艦隊

の演習で当｜時砕'ii羊群島と時ばれたミクロオ、シアのパラオ諸島に

ある南洋11'を訪問した高松宮宜仁親王に、南洋庁が管内の支！？

で新調させた献上品の一部である。石川別当心得は石川忠、吉

で、 高松宮家創設から長く宮家事務官を務めた。

南洋庁ヤルート支庁が置かれたヤノレート烏等のマーシヤル諸

島（現マーシヤノレ諸島共和国）で新た4こ制作された槍5種類。①

は穂先に逆鈎等の加工の無い檎で、穂先・柄末端ともに尖る。タ

① 

＠ 

コノキ製市松文様編物の擦りに「PiterJt脅かれた名札が付く、
現地名か。但し、 この形の袷は現地で一般的に「ウデイノレ」と呼

ばれている。②はニ又の穂先をもっマングローブのー木製で、柄

部にタコノキ繊維製の市松文様編物の握りが付〈。穂の基音IIに

「Lunctoinimcn LobuinJと容かれた名札が結ばれている通り穂

先が二又や逆鈎等、突起のある槍を現地名で「イニメン・ロフtインJ
K言う。柄の末端は本来尖っていたが、現状では巡送の都合上

か切断されている。①は秘l先に鈎のあるマングローブ」木製で制

部にタコノキ繊維製の市松文様編物の握りがある。現状では穂

先が先端から63.Scmで‘折損し、柄末端が切断されている。＠も

同じく両端を尖らせた槍で、マングロープ製、揺りの編物が無い。

@Iま太〈短めの槍で、穂先と柄部は円形断而だが、 秘元創iは断

而ブj形を呈し各稜に講を穿ち22対と16対の鮫の歯が藤状の繊

維で述結して埋め込まれ、土で回定されている。現地名「ラジャ

ラチJ!:呼ばれ、曾長専用の武器である。握りの編物を欠く。
（岡田）

＠ 
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マーシヤjレ諸島帆船模型

Model of boat with outrigger in Marshall Islands 

昭和

史料館No.293

1般（付属品付）

地理316I南洋土人舟｜昭和11年（1936)3月3日 ｜高松宮殿下／御下賜

槍とともに南洋庁ヤノレート支庁から高松宮家に献上された「弐

個之内一」に相当するもので、 マーシャノレ諸烏（現マーシャル諸島

共和国）で制作された大型の舷外浮材付き帆船（アワトリガー）

の検事！である。縮尺は不明ながら1/10ないし1/20位であろう。

船体の両舷側の曲線は左右相称でなく浮材が付属する制I］の

舷が丸みを帯びる。船体はー木の制り舟の上に左右の両舷板t
首尾阿端の事ljり材とを縄で繋ぎ合わせて構成し、丸みをm・びた
舷板上から直角に6本の腕木を出して舟形をした浮材を述結し、

腕木上に丸太を並べて緊縛し荷物置場とし、その上に船体の両

側に張り出した板の聞を構築してタコノキ製の倉庫を置き、反対

側に同じくタコノキ製の敷物を丸めて置く。帆柱は船体外側の腕

32 百聞ハ｝見エ掴l；申ズ

本基部の立てられ、上下2本の桁に結ばれたタコの楽精製の三

角形帆が付く。帆には三角形を迷続させた文様が編み込まれて

おり、省長用の船を模した可能性がある。下桁先に付く鳥羽は本

来には曾長周の紛の帆柱先端に付けられた箪艦烏の羽を模した

ものかもしれない。帆綱は帆を帆柱lこ固定し、船首・船尾・浮材に

結；ばれている。付属品に既述の倉庫・敷物の他椴l組（2本H金
汲み・海図等がある。海図は0.5～1.lcm前後の紛lい木材縦8本、

横5本を格子状に結び合わせたもので、縦38.0x横118.0cm、

中央材の基部と端部材の2ヶ所に烏の方向を示す宝貝が結び付

けられている。 （問問）



48 

｛クロネシア狩猟・漁携具 21点

Implements for h凶ltingand fishing from Micronesia, made of 
mangrove 

大正

史料館No.306IラベルNo.③1160，③1161
地理68地理69地理10I南洋土人用竹抱南洋土人用弓南洋土人用矢｜
大正13年（1924)5月12日｜野村益三／寄贈

f原簿jでは「南洋土人別」とだけ記されて委任統治領の南洋
群島内の地域を明示していないが、パラオ諸島等の西カロリン諸

舟のilH推定される。寄JI泊者野村益三は学習院卒。幼少期から

南洋について多大の興味を寄せ、第一次大Jj除後は南洋水産協会

等を興した。

①はマングローブ’製穂先に篠竹製の柄が付く鈷で、穂先に片

逆鈎を刻みベンガラを塗り柄との接続部2ヶ月rrに土ti：材料で膨

① 

＠ 

③ 

らみを付けて回定する。柄lま運送のためか3分割されている。＠

は片逆鈎のある鉄製穂先を篠竹製柄に挿入し士で同定した鈷

で、同じく3分割されている。なお、 『原簿』には「槍」と記載され

ている。＠はマングロープ製の断面扇平な長弓で全体に黒く設を

捻り、勝製の弦が付く。「llGOJt.記された「廃史地理標本室」ラ
ベノレがJli~付されてL、る。④～⑪はマングローフ’製の片逆鈎付き銚

を篠竹製矢柄に掃入して糸を巻き付けて国定しベンガラを塗った

矢で、④に「116IJの「歴史地理根本室」ラベノレが貼付されている。

⑫～⑮も同じくマング、ローフ’製銭付きの矢だヵえ鍬に逆鈎が無

い。⑮・⑪lま鍛を欠いた矢柄。⑮・⑮は三叉の鍛のある矢で、 3本

の逆鈎付き鍛を糸で固定して柄に挿入してL、る。⑧はマングロー

プ製二又の逆鈎付き鍛である。⑮・⑫いずれかの矢柄と組んでい

た疑いもある。＠用途不明の木製様で樹種不明、麻紐2~が付

属し、「l歴史地理標本室Jラベル貼付痕粉、がある。 （問問）

①～⑪ ＠ 

l アジアへのIUI援 し 33 
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ヤップ島石貨 HJt 

Rαi of Yap Island, Micronesia 

年代不詳

史料館No.39

地理292I南洋石貨｜昭和6年（1931)3月17日 ｜賦入（10円｝

Iライ」または「フェJ!:I呼ばれるミクロネシア連邦ヤップナト｜ヤッ
プ烏の石貨。伝統的な貸借関係や詫び等の気持をあらわすツー

ノレとして現在も使われている。その価値は大きさや重さとは関係

なしその石が巡ばれてきたストーリ－t.それを語る人の弁舌能力
によっても変化する。大きさは直径30cm（らいの小型のものから

3m以上の大きなものまで様々ある。石材の大部分はパラオの鍾

乳石を切り出してカヌーで運ぶが、その労苦は大変なもので、そ

れがまた石貨の価値を高める要因ともなった。大小となく、家の

周囲や路傍等に飾りの様に並べられている様子はヤップ島独特

の風景である。 （佐h木・橋本佐）

50 

ヤップ島首飾り 2連

Men’s necklace from Yap Island, made of spondylus 

昭和

史料館No.211IラベルNo.318
地理318I南洋ヤップ島カナ力自主男子専用首飾大型小型二種入 l昭和11年
(1936) 11月17日 ｜松田正之／寄燈

共箱蓋裏に貼付された紙には資料についての説明が書かれて

いる。それ仁よると、大きい方は「ガクJt.呼ばれるものである。ワ

ミギク貝の赤い部分を碁石大の円盤状にして穴を開けて連ね、ク

ジラの骨で装飾する。一種の装飾品であるが、家宝として代々尊

賞するものである。小さい方は「ツノレワ」という。円盤状t短冊形

に削られたクミギク貝で構成される。いずれもチャモロ族の刷業

として製作したものだとされる。チャモロ族はミクロオ、シア、マリ

アナ諸島の先住民族である。

松田正之は男爵で、昭和7年から翌年まで荷洋庁長官を務め

た人物である。 （佐々 木・橋本佐）

51 

貝製品 3点

Shell objects 

年代不詳

史料館No.211

①タケノコ貝類は世界中に100余種類知られているが、太平洋

諸烏にはその多くが分布する。大型種の「リュウキュクタケJの殻
は貝斧に利用された。②シャコ貝製斧はヤップ島からポリオ、シア

のクック諸島まで広い範囲仁わたり出土する貝斧である。太平洋

諸島では古くからシャコ貝を生活用品として利用してきた。③クミ

ギク貝製首飾りはツルワよりも一回り小さい。麻紐を軸に、 106枚

のワミギク貝を組紐で区切ってつくられている。 （佐々 木・橋本佐）

34 百聞ハー見ニPn；古ズ
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52 

南洋特産物標本 1組

Specimen of products from southeast Asian Islands 

昭和

史料館No.108・52

地理291I南洋特産物僚本 l昭和4年（1929)11月13日｜［南洋協会］／
購入（18円）

東南アジアの産物標本。ひとつ自の標本セットtこはチーク材や

カポーノレ材等が、ふたつ日には燕巣やサゴ榔子等カえ 3つ目には

ゴム種やニッパ事冊子実等が収められている。またその他に榔子の

実、シュロ製うちわ、ニッパ榔子、自事の菜、ゴム、マングロー

v 

プの枝葉等；が付属する。

南洋協会は大正4年（1915）倉ljjj：された間体で、南洋事業推進

のために産業や貿易制度、 llfll俗等の調査に当たった。官民の有

力者の賛助を受けて発展し、後に商工省の委託を受けてシンガ

ポーノレやジャカルタのI街品陳列所の経営・を行なう等、 南洋諸島

各地で活動した。付属する説明書によるふこの標本は小中学校

の児童に海外知識を教授し海外雄飛を鼓舞するこtを目的とし
て作製されたものである。適当な代表的物産品の実物を標本にし

て、写真や説明書とともに実費頒布した。 （佐々 木・橋本佐）

w
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ココヤシ葉製簡 3点

Basket made合omcoconut leaves, widely used in the Pacific 
region 

年代不詳

史料館No.133

ココヤシ葉でつくられた能。大中小の3点ある。いずれも底而

に組込があり、ザノレ編みになっている。

ココヤシは太平洋地域に広〈分布しており、食料或いは生活

材料として余すところ無く活用出来る植物である。東南アジア諸

島に暮らす人々にとっては生活必需品で、あり、 ココヤシ紫で出来

た織は、衣類入や雑貨入等として日常的に使刷する。

（佐々 木・橋本位）

54 

パラオ諸島木皿 2-t：文

Wooden round tray and wooden oval tray, used in Palau Islands 

大正

史料館No.①83，②152

パラオ諸烏で用いられる木肌。学習院庶務課作成の寄ll留品帳

簿『寄贈品取扱i{I/.甲』に南洋1すから大正14年（1925)5月13日に

「食探（木皿）弐枚Jぞ員・い受けたことが記されている。おそらく

これは本資料を指しているのだろう。①円形のllllは平成で、底商

に制損がある。内部にfデラクルールjl：鉛筆書がある。②精刊
形の.llllは高台があり、飾り紐を付属する。全体に赤土で塗装され

ている。いずれもー木を寺ljり買いて製作されており、縁の上部tこ

は貝の象恢が施されてL、る。パラオ諸島では円形に近い形の皿を

「オノレシャーノレ」、梢円形のl皿を「オガノレjと呼ぶ。どちらも食品を

盛る食器で、オルシヤーノレはパラオ烏の主食であるタロ芋やノ守ン

ノキの果実を、オガルは魚を盛る際に用いる。 （依々 木・橋本佐）

55 

ボーンペイ島腰蓑

Grass skirt from Pohnpei Island, made of hibiscus bark or 
coconut leaves 

大正

史料館No.75

1領

地理288I南洋士人衣服及用具！大正15年（1926)9月2日｜愛知鯨立問
倫中学校附属博物館／寄贈

靭皮製の腰策。上縁の籾に霊絡を並べて植え付けてし、る。付

属する標本札口ま「婦女ノj廃被南洋ポナペ蔦婦人ノ腰部ヲ覆フ

モノ大正四年八月持参河村信一寄贈Jとある。河村信ーは旧
制第八高等学校（現名古屋大学）教授である。大正4年（1915）、

高等学校学生らの南洋視察旅行に、引卒者・として参加した。そ

の際、パラオ烏の大曾長婦人から腰蓑をもらい、明倫中学校で行

なった講演会の時に披露している。おそらく本資料がそれに相当

すると考えられる。明倫中学校付属博物館を経由して学習院に移

管されたものであろう（→ コラム3）。 （依々 木・橋本佐）

:l6 百聞ハ一見ニ胸1カズ
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56 

カンジキ 2足

Hokkaido Ainu wooden snowshoes 

明治～大正

史料館No.①135・136，②137・138
地理286I北海道アイヌ人衣服及用具｜大正15年（1926）日月1日 ｜変知
鯨立朗倫中学校附属憎物館／寄臨

アイヌ民族の木製カンジキ。楕円形のものと瓢箪形のものがあ

る。

楕円形のカンジキはアイヌ諾で「テシマjといい、軟らかい雪を

歩く｜祭に刷いる。ふたつの山裂の木を上下に組み合わせて、それ

らを針金、紐で側める。留め穴が複数あり、そのl時々 によってサイ ① 

ズを変えることが出来る仕組みになっている。瓢.形のカンジキ

(;I:アイヌ語で「チンル」という。こちらは堅い雪を歩く｜僚に用いる。

いずれも様本札が付属し、「ガンジキ 北海道土人ノ朋共雪

上ヲ歩行スノレニ用フ木船備品」とある。「本館JI:は愛知県立明
倫中学校付属博物館のことを指す。 （佐々 木・橋本佐）

57 

鮭皮靴

Hokkaido Ainu shoe, made from salmon skm 

明治～大正

史料館No.28

1足

1由I里286I北海道アイヌ人衣服及用具！大正15年（1926)9月1日｜愛知
鯨立問倫中空学校附民情物館／寄贈

鮭の皮でつくられた靴で、完成品と未成品がある。舵皮革Itはア

イヌ語で「チェプグリJI:呼ばれる。「チェプ」は鮭、「クリJは履物
を意味する。

完成品は内部を稲裁で成形し、 ！保母I~を掛けている。 爪先をシ

ナノキの糸で括っている。それぞれ標本札カ匂JL 、ていて、完成~－，•，

には［鮭ノ皮ノ靴北海道土人雪 l:~~frニ周フ明倫中学校付

属本館備品J、未成品には「サケノカワグツ北海道士人製品j
とある。アイヌ民族は基本的には裸足で生活するが、雪上を歩く

際にこれを刷いる。革Itの紫材になる魚皮lまサケやイトワ~：で、 Ill

に遡上したものが良いとされる。背ぴれの古II分が靴底の巾央にな

るようにつくられており、滑り止めの役割を来たしている。

（佐々 木・橋本佐）

＠ 
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わらじ

Hokkaido Ainu shaw sandals, made針。mgrape straw 

明治～大正

史料館No.86

1足

地理286I北海道アイヌ人衣服及用具 ｜大正15年（1926)9月1日 l受知
係立問倫中学級附昆博物館／寄贈

ブドウの蔓で出来た草鮭。アイヌ諾で「ストクカプケリ」という。

付属の札に「シュプクイレ 謄振国ムカハニテ得 ShuTu Keire 

MuK証tWa,in rhe Iburi provinceJとあり、 北海道鵡Jllで採集され

たものであることがわかる。

鵡川は日高山脈北部の狩振f脅からむかわlllJへ向かつて流れる
河川である。「ストワカプグリjはアイヌ民族か宮季に山野を歩く際

に使用する履物。おおよそ日本の草鮭t同形であるが、紐通しの
穴が6つ付いているのが特徴である。これは起を保護するという

目的よりも、これを｝透けば蛇が嫌がって逃げるという、蛇除けのま

じないとして用いる。 （佐々 木・僑本佐）

59 

織機

Model of Hokkaido Ainu loom, used to weave the everyday 
clothing material unique to the Ainu 

閉治～大正

史料館No.77・80

1台

地理286I北海道アイヌ人衣綴及用具｜大正15年（1926)9月1日｜変知
鱒立問倫中学校附属博物館／寄贈

アイヌ民族の織機の模型で、アイヌ語では「アットヮシカノレペJ。
「アットクシ」とはアイヌ民族の衣服である。「アットヮシ」の主材料

はシナノキやオヒョク等の樹皮繊維で、美しい独特の文様を織り

込んでつくられる。繋経の方法（j:分離繋経式で、製織には輪状

綜統と関口保持具を用いる。手動式のもので、織り上がりは四角

形、 地組織は平織である。

機械の部位の名称が付属する木製の標本札に書き込まれてい

る。またその札には、アイヌ人「シクトルjの名が記されており、そ

の来歴を明らかにしている。 （佐 木々・橋本佐）

60 

矢筒・矢 各1本

Hokkaido Ainu arrow and quiver, made仕omwood, birch bark, 
cherry bark and bear skin 

朋治～大正

史料館No.289・290

地理286I北海道アイヌ人衣服及用具 ｜大正15年（1926)9月1日｜愛知
蘇立問倫中学校附属1専物館／寄臆

木製の本体の上に様皮を巻ふさらにその上に桜皮を巻いて

いる。蓋部分は熊皮製。矢筒は、アイヌ諾で「イカヨップJという。
矢は、 下半分及び鍛を欠く。矢はアイヌ語で「アイH.いう。付属す
る標本札の書き込みには、わずかに「イカJの文字がみえることか
ら、 イカヨップと記されていたと考えられる。 （佐々 木・締本依） ① 

＠ 
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61 

，、ミフ

Paddle with engra凶ngof Hokkaido Ainu pattern 

年代不詳

史料館No.321・12

1本

柄の部分にアイヌ文様を彫刻する。「ペラ」とは匙、飯飽、織物

の箆を指す。アイヌ民族は機織や漁携、料理、儀礼等、様々な場

面で箆を用いるが、本資料の用途lま不明である。＊資料lま末松

保和所用机の引き出しの中に入っていた資料群のうちのl点であ

る。 （佐々 木・橋本佐）

＼／ 

コラム3
coli』mn 

明倫中学校付属博物館移管資料

f明倫中学校付属博物館jは明治33年 た。明倫中学校付属施設となった後も、 いた。同14年、学習院は徳川家当主徳

(1900）に設置された尾張徳川家の私立 県内小学校の修学旅行の見学地として 川義親を通して愛知県へ問い合わせ、 1導

中学校「明倫中学校Jの付属博物館であ 利用される等、広く公開・活用された。 物館の資料を貰い受けることとした。そ

る。この博物館は同24年創立の「愛知 大正7年 （1918）、明倫中学校は愛知 の翌年、博物館は惜しまれつつも閉館し、

教育博物館Jを母体としている。愛知数 県立となった。これに伴い同13年に校地 資料の一部は学習院へ送られた。

育博物館は愛知医学校教授奈良坂源一 を徳川家に返還することになったカ丈博 現在、学習院に残されているこれらの

郎が会長を務める「浪な越ごや博物会Jが設立 物館は移転代替地を得ることが出来ず： 資料は、明倫中学校付属博物館の活動

した博物館で、実物実業について研究・ 閉館が決定した。一方、学習院は関東大 を今に伝える貴重な存在となっている。

公開することを目的とし、約1万5,000 震災により多くの教材資料を焼失したば （橋本佐）

点にも及ぶ動栂鉱物の標本を所蔵してい かりで、日本各地へ資料の提供を募って

Iアジアへの眼差し 39 



62 

石造菩薩坐像

Seated Bosa.tsu (a Buddhist saint), made of stone 

年代不詳

史料館No.164

1点

蓮弁形の輪郭の中に蓮台上に坐す菩穣をあらわす。菩薩lま替

を結い、上半身繰で左肩から右脇腹をわたる条市、左肩から腹ま

で垂れる和tを掛け、下半身に柑を着ける。へその下に裾の上端が

あるが、脚の形がかくれずにみえており、布が密着している表現

とみられる。しかしその下端は明瞭でない。右腕は前！博を膝に乗

せて手首先を外に愛らし環状のものを持つ。 左腕はj屡の外111~の

地而について、 1Eの茎を取る。右脚を立て左脚をねかせて坐す。
像の右方に七府塔をあらわす。

髭頂部t七層塔頂部の球形飾りlこ朱が残り、像表面のまだら

状の色と石の色が異なるので彩色されていたらしい。

上級の厚い容貌、やわらかな肢体の表現等からインド或いは

東南アジアの作とみられる。小ぶりで、胸飾、耳や手の指等の彫

刻は粗略である。近代の作だろう。 （浅見）

63 

石造宝冠如来立像 1点

Standing crowned Nyorai (a Budclhist saint), made of stone 

年代不詳

史料館No.165

II~ 

上面と底面に柄穴をつくり、背而は中央約15cm、幅で2cmほ

ど突出し、左右は撃で平らに整えているので、建築の一部だった

とみられる。前而lま方形無地の平而に蓮台上に立つ｛象があらわ

される。像は頭官官、両腕、膝以下が欠けており、名称をft在定する

根拠がないが、頭部上方が長〈円筒形なので宝冠を戴くのだろ

う。耳飾り、胸飾りを着け、着衣が背後、l股腔まで被うので、宝冠

と装身具を着ける如来であると考えられる。クエスト以下の腰の

丸み、胸lの形がくっきりとあらわれるのは線なのではなく、布が体

に密着している表現である。しかし、胸や腹の起伏、へその窪み

はあらわさない。右腕は肘を曲げて掌を正而に向ける施無畏正iJ、

左腕は垂下して掌を正面にl旬ける与願印だったようだが、篠定は

/LI来ない。

制作地はインド或いは東南アジアだろう。時代の判定は困難

である。 （浅見）
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64 

盾 1点

Buckler from Oman 

年代不詳

史料館No.254

歴史48I阿刺比更民族循 ｜大正13年（1924)9月4日｜内藤智秀／購入（13円）

皮製。中央官IIが盛り上がった変わった形をした盾。表面には

何重もの波紋が捕かれ、十字型のふたつの飾り金具が施されて

いる。裏面には持ち手があり、その両端に金属製のリングが付属

する。

本資料はイギリスの帝間戦争博物館が所蔵する后（資本｜番号

EPH10004) ！：酷似する。この盾は1957年にオマーンのスルタン

からイギリス空軍少将ロレンス・シンクレア（1908～2002）に下賜

されたものである。このこtから本資料もオマーン製であると推
；主される。

通常オマーンの盾は水牛やサイ、象等の大型動物の首部分の

厚い皮からつくられ、銀（合金）の十字型の飾りが付けられる。

剣や矢による攻！惨をはねのけるため仁、このような円錐の形状を

しているのだという。

内藤智秀（1886～1984）は西アジア史を専門とする歴史学者。

外務省海外調査員として中東各地を外遊したのち、お茶の水女

子大学や度感義塾大学、園祭院大接、聖心女子大学等で教微を

執った。 （橋本佐）

65 

）＼ンジヤjレ

KhmザarPersian dagger, made of iron 

年代不鮮

史料館No.235

1口

歴史50I古代波斯人武揚｜ 大正13年（19企＇4)9月4日｜内篠智秀／購入（16円）

鉄製。粉、柄、万身の線本に金メッキで植物文様が施されて

いる。これはハンジャノレという短剣で、中東各地でみられるもので

ある。地方や民族によって様々な形状、呼称、文様を持つ。男性

は、これを常仁ベルトに挟んだり掛けたりして携帯し、武器として

のみなら示宗教的・伝統的な儀式等の際にも用いた。現在でも

イエメン等では成人男性がこれを身に付ける>t'lJ慣がある。
ベルシャ

；本資料の製作地域lま不明である。『原簿jに「古代波斯人武

器jとあるこtから、その名の通りイラン製tも考えられるが、但し

「 l!J•代」のものではないだろう。 （橋本佐）
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66 

ノfークカヌー模型 1般／縫1具

Model of bark canoe, originally made by North American 
Indians 

年代不詳

史料館No.74

付属する標本札には「南米土人用船形 吉田高春寄贈jとあ

るが、本資料は北米インディアンの船「パークカヌーJの模型で
ある。

パークカヌーは1本の釘もボルトも使わずにカバノキの樹皮と

木材だけで組み立てられる船で、 大部、ものでは全長6mほどに

なるものもある。川や海、湖等Eのような場所でも航行することが

出来、その性能の高さは16世紀に北米4こ入植したヨーロッパ人

たちを驚傍させた。次第に北米におけるヨーロッパ人の毛皮交易

に盛んに用いられるようになり、 毛皮交易会社の自社工場でパー

クカヌーを製作するようになる。

パークカヌーは部族によってデザインやフオノレムが異なるが、こ

の模型はカナダ東海岸のマレシート族のカヌーに近い形状をし

ている。このよう仁航先と績が低いカヌーは物の運搬に最も都合

が以く、貿易にはよく利用された。 （佐々 木・橋本佐）

67 

花蓮

Rug made from rush 

朗治～昭和

史料館No.161IラベルNo.1258

HJ( 

前革製の敷物。編組織は車季五枚総子織、経糸Ii綿或いは麻と

みられる。多彩tこ染められた極細の緯糸が綴密仁織り込まれて

縞や市松文様をなし、薄手で軽量である。f原r1VJには大正13年
(1924) 9月22印こ「印度人製敷物」を購入したという記録が残さ

れているが、本資料に該当するかは不明である。角に付いた紫の

飾り糸や、円本における敷物の標準的な寸法であるー畳とはサイ

ズが異なる点からも、外国製と考えられる。
It，，かんさ’'tlW ‘

本資料は、 No.78の「麦科真．同組ut同時期に輸出品として岡
かえん

山県で生産が嫌んであった、花廷をf方俳とさせる。なお、岡山の
花遊製造は、明治11年（1878）に都宇都帯江新田村（現倉敷市

茶屋町）の議制拾による論議遂の発明に始まるが、その契機

は、 1873年のクイーン万国博覧会に出品されていたインド・セイロ
’・3ぴんえん

ン産の能祭迭であったという。岡山の碕工業の説明資料として用

いられたものか。 (ti!i本且）

42 百I削ハー見ニ如l;tlズ
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68 

束帯（奏任官用緋抱） 1異

Sok1tta.i formal dress, worn at a state ceremony at the Imperial 
Comt of Japan 

昭和

史料館No.295

歴史96I奏任官束符（紛抱）｜昭和5年（1930)2月13日｜宮内省／寄贈

昭和3年秋に京都lで行なわれた昭和大礼に際して調進された、
ほうti E》 ひのほう いIIう

奏任官用の縫版（文官朋）緋の束，；告。緋抱は五位の位抱とされて

きた。奏任官とは、大日本帝国慾法下で首相・各省大臣の天皇へ

の奏請により任刑された高等官である。昭和大礼では紫渓般の

44 百凶ハ－.ti.ニ拘I;bズ

ていl't’L Lil L 匂 や／＜（•＼・ぃ~.のII，じ Lゃ
儀仁際し、庭上の司翁f:・司鼓、弓・胡銭の威儀物様持者・を務め

た人々 らカfこの束帯を着用した。大正大礼に比べて経費節約が

唱えられ、冠flllWl.l製費が！！iiえられたカえ 一方で故笑翻査がなさ
れ、成果が装束に反映された。大正大礼の折の奏任官の緋抱が

紅色で、僧侶の法衣の色白に似ていたことから、昭和大礼ではこ

の砲の色目のように、故実に随い改められた。大礼に際しては予

備の来平野が作製され、米着用の束手荷が多数あったことを『昭和

大礼記録』は伝えている。使用痕紛；が認められないこの束帯は、

昭和4~5月 20 日に宮内省大臣官房用度訴から、綴抱等ととも

に学習院に保管転換されたものである（→コラム7）。 （回'i’制）



69 

東帯（奏任官用銀栂） 1具

Sokiitci・i formal dress, worn at a state ceremony at the Imperial 
Court of Japan 

昭和

史料館No.300

歴史97I奏任官束裕（綴抱）｜ 昭和5年（1930)2月13日｜宮内省／寄贈

線抱Ct.六位のもt抱として用いられてきた。昭和大礼では、紫良
民！！：の儀に際し、庭上の鉾・楯の威儀物捧持者を務めた人々 らが

この京帝を着用した。宮内省では大礼で着装にあたる表経労の

育成のため衣紋講＇i'!Jを行ない、学胃院からも3名が受講してい

る。大礼では当日の雨天や動作、発ii：による汚損を考威し、儀式

勿；に所役人数分の米新が準備され、高等官mの束'rt\'30~，組、判

任官用の束'ITT85組が問製された。紫波殿の儀当Hと、大嘗祭の

終f間近には小雨がII年り準備が功を奏している。この＊帯には汚

J貨があるものの、釧抱問機に米使刷で学習院』こ納められたと考え
られてきた。今回の湖査で、着装後の所作を容易にする「取り流

しJC~、う方法で制l円を縫い留めた練色の誌誌が結請に残存して
いることカ滞在認された。1JI：せて「取り流し」された状態で汚損した

ことが、抱に残る染みの痕跡、から明らかとなり、大礼時の初鍋か

は定かではないが、着加に供されたことが確認された。 （問中潤）

日日本を拍lる 45 



70 

衣冠単（奏任官用夏緋抱）

Ikan formal ch'ess, worn at a state ceremony at the Imperial 
Comt of Japan 

昭和

史料館No.302

1具

歴史98I奏任宮衣冠草｛夏） ｜昭和5年（1930)2月13日｜宮内省／寄贈

装束の地質を異にする夏用冬用の服制変更は、 立夏・立冬を境

として行なわれた。大礼は、紫疲施tの儀・大曾祭を中心として秋
に行なわれたため、着mの装束は冬用であった。 しかし、大礼の
準備は事前より進められ、夏季に行なわれる儀式も存在し、夏m
tして奏任官長遊軍が4組調製され、名古屋選読経議及笑糧管

46 百I出ハー見ニ如カズ

~もんさ，. 5いでん肉） " 

地鎮祭の儀及び、菊田抜穂の儀の所役が着用した。京都皇宮で

行なわれた大礼には賢所の動座があり、途中名古屋離宮（現名

古屋城）に1泊の駐輩があったため、賢所仮般が名古屋離宮内
おふ＂去る

御深井メLに造営され、この地銀祭日「f役が着用した。 昭和3$8
ぜんa，ご LI 

月5日には、京都皇宮仙洞御所内に造営された大嘗宮の地鎮祭
ll’τん

の儀に掌典2名がこれを着用している。また滋賀県と福岡県に設ゅ・ す怠

けられた悠紀・主基の各斎聞から大嘗祭に供される米を収穫す

る抜秘の俄は、同年9月161:1、9月21日に行なわれ、掌典各l名

が着用し執り行なった。この夏用の衣冠単もその折のー具と考え

られる。 （問中潤）



71 

冠 3頭

/(1α.mmiwi crown, made of silk, worn at a state ceremony at the 
Imperial Court of Japan 

昭和

史料館No.297・298・301

すいえい

昭和大礼の奏任官の東TI'i・衣冠単に伴った文官用の垂線の冠
しげ‘ん

3頭。冠の表面と般のlW紺には文様が配され繁文の冠と呼Iiれ、
む‘ん Uilん

告！~文の逮文の冠と区別された。 通常綴抱着用者は遠文とされる

が、奏任宵であるため線抱でも繁文冠が用いられた。昭和大礼で
<bらびし ょっ 。ぴL

は所役の冠の文様が俵菱から四日菱に改められた。頭に直接戴

き、紙緩を用いて着用する冠の性質上、硬質の冠は接触する額

に負担がかかることから、額の部分にはゴムを入れて柔軟さをは

かる等の工夫がなされた。大正大礼では、着用した者のほとんど

にその装束を下賜したため、冠は着用する各人のす法を調査し

て作製されたが、昭和大礼では期日切迫等の諸事情から、着用

者が普段使加している帽子の寸法を問い合わせてつくられた。こ
かごの

の冠lま頭部の蒸れを除くために、前頭部が竹で編まれた純自の
すbU削・

透額とされているが、小雨の降った紫良殿の儀では、 l定上参役

者の中にはここから雨水が襟元まで流れ込んだ者もいたという。

（問中澗）

72 

挿頭

J(a.zashi, hair ornament, worn at a state ceremony of the 
Imperial Court of Japan 

昭和

史料館No.299

歴史100I挿撃｜昭和5年（1930)2月13日 ｜宮内省／寄贈

1本

元来は、冠の後方で留を納めた1b子と｜序ばれる部分の根元
"'' " に、左布にわたされた上緒に挿しかけられた季節の花の折枝や

造花のことを指した。大嘗祭や儀礼等に際し、参列する上卿以

下が冠に挿したもので、今日でも葵祭では築技を冠の上記の部
b•ll' L 

分に飾る等挿頭の干片様が伝えられている。近世に至り、銀等の

金属で折枝を模して作製された。近代以降は、即位礼の笑動こ

際し、天皇皇后へ悠紀・主基地方のNtt俗歌から取材した銀製の
す 111

洲浜に載せて供進され、参列者にも賜った。この挿頭は昭和大
じ...でん ぜい’，，でA

礼4こ際して下賜された。意匠は御所の仁寿殿の梅と、消涼殿の
《れた” a白I>た”
呉竹・1可竹に囚んだ竹とを併せたもので、哲・1ま辰の日と巳の円の
＂＇与え

節会に賜った古事により、 2本を併せている。純銀で製作された

折枝2本は、元主？銀総で巻いて国定し、輸の形の厚紙に金具で

留められている。蝶烏を描いた紅白紙の鞘で包み、本紅の水引

で結ーんだ抑頭を紙絡に入れて賜った。 ( ru中澗）

、、

と.：.；・
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73 

勝 1足

J(cαnokutsu boots, made of leather and silk, worn with Sokutcii 
clress 

昭和

史料館No.296

歴史99I鱒 ｜昭和5年（1930)2月13日 ｜宮内省／寄附

革製黒塗の深草rtの一種で、 「革rt沓」とも舎かれ、束帯の式正の
Ila（＂勺

際の履物とされる。通常の際に用いられる木製漆塗の浅奇に対

して、節会等の厳儀に用いられた。元来は革6枚を縫い合わせ

たので六合靴の名称、があり、騎馬用として足の当たりへの配厳か

ら、上部に毛織物の髭を配した。艇は靴髭と称され、近代以降

は赤地蟹牡丹文様の大和錦が用いられた。馬上からの靴の脱落

を防ぐため、足首を皮帯で市({iめたカミ靴全体が締めた状態で形

式化して塗り閏められると、革rt帯も形式化し、込を内部に設けて
足の当たりを和らげるのに用いた。昭和大礼では、 大正大礼の際

に絡の美錠が歩行の際に脱線して脱落した例がみられたこtか

ら、装飾として悶着されることとされた。紫寝殿の儀では、挿鮭

を用いた昭和天皇を除き、東怖を着用した皇族以下の所役は、

殿上においても絡を着mしたが、これは、紫疲般を石敷の大極
でんどい

殿代と位置付けた古制に則したものである。 （田中潤）

74 

竹製汗除肌着

Underwear made to protect clothes from sweat and to keep 
cool, made of bamboo 

年代不詳

史料館No.153

H:主

竹製の汗除胴着。発汗による着衣の汚損を避け、着衣下の通

気のために着用された。節を除いた太き2～3mm、長さkm弱
ひLつ伝

の竹管に軽〈撚りのかかった綿糸を通し、愛繋ぎの形態で組み

上げている。襟・袖は無く、左右の胴部で前身頃と後見頃が繋がっ

ており、その下には馬乗り （スリット）がある。胸部には2段仁わ

たって亀叩文繋ぎが配されている。現在では、僧侶や神臓が橋祥

の上に同形態の膝製の汗除を使用している。 （問中潤）

48 百尚ハ一見ニ如:11ズ



75 

綿糸見本 Hll 

Specimen of 16 sizes of cotton threads 

大正

史料館No.56IラベルNo.1228
地理136I綿糸練本十六種一組｜大正13年（1924）日月3日｜［島津製作
所］／錨入（5円｝

この綿糸見本は島津製作所線本部の製作である。見本糸を

収納する共箱の竣裏には、全16点の内容に関する記載がみら

れ、糸の太さから、極太糸4点、太糸（3香糸）3点、中糸（2番糸）

2点、細糸（1番糸）3点、極細糸4点のう秘類に分類されてL、る。

極太糸は、いずれも経りの掛けられていない単糸で、 十手・十二

手・十三手・十四手と分けられている。十手等の手とは、番手と呼

ばれる綿糸の太さを示すもので、数字の若いものほど太い糸であ

る。 こうした綿糸番手の分類はイギリス式のもので、 明治中WIに
は日本に定着したとされる。明治20～30年代までは12番手まで

が桜木糸と分類されてL、る。 （田中澗）

76 

繊維見本 1組

Specimen of20 kinds of t忠xtilesmade in Toyama 

大正

史料館No.84IラベルNo.1281
地理168I富山軍事下産僚本線物切レ 20flI大正13年（1924)12月20日｜
鴎入（8円）

20点からなる繊維の見本裂で、端の部分に名称、が記入されて

いる。内容はジ、ョーゼット・洋傘地等で、ジョーゼットは、 総縫取、

二重経ボーダー’紋等の種類4二分けられる。このうち5点には、「富

山市大泉町五八一 株式会社富山県織物模範工場jの印が捺さ

れ、近代における人絹羽二重の特産地筒山の生産品の様相を伝

えている。 （田中潤）

77 

繊維見本 1組

Specimen of 14 kinds of habutae silk made in Fukui 

大正

史料館No.313IラベルNo.1287
地理174I福井鯨産羽二重裂地｜大正13年（1924)12月20日 ｜鴎入（3円）

全14点からなる綿織の裂見本。1番に「128刀と番号の記され

たラベルが貼られ、 13番・14番には織成の折に付けられた「二

尺J.「ー尺Jと墨書された和紙の紙維りが結び付けられている。
I i脅から4番は白無地の羽二重で、 2番｛ま紋羽二重である。5番

は白無地の小島症の縮緬。6番から11番までは織り柄の縞、 12番

は納、 13需は博多織、 14番は松や鶴等の瑞祥柄の帯地である。

いずれも左有に織耳が残され、 13番の博多織は織り止めがなさ

れていて見本用とされたことがわかる。 (ru中潤）

n U本を知る 49 



78 

麦稗真田紐 3点

Three types of S1αnada flat braided cord made of straw, made 
in Okayama 

大正

史料館No.①149，②78.③151IラベルNo.1394
地理247I麦稗奥田（三橋）｜大正14年（1925)12月12日｜購入（2円80銭）

「OKAY:釧 AKENJAPAN浅口郡六候村山下岸一 岡山県草

真回開業組合証票Jの札とともに伝えられた麦科真田紐3種であ
る。麦稗真．回とは麦わらを材料にして、真閏紐のように編んだ紐

のこと。岡山県西南・部の小田郡、浅口郡等を中心に、欧米に輪

幽される等、農家の刷業として盛んに生産された。生産は明治末

年から大正半ばが最盛期とされ、大正15年に刊行された『阿山

県案内写真帖』には、この資料と同様の麦稗真田紐の束が掲載

されている。 （問中澗）

79 

麦わら帽子 1点

Straw hat 

大正

史料館No.85IラベルNo.1408
地理261I麦樗念錫帽子｜大正14年（1925)12月21日 ｜隣入（6円｝

本資料は大正期から昭和初期にかけて流行した麦わら帽子の

ー穫で、いわゆる「カンカン帽子H呼ばれるものである。 カンカ
ン帽子Ii麦稗奥田等の素材をフレスで固く成型し糊付けしてつく

られる。頭頂が平たく板状という特徴的な形をしていて、軽くて

耐久性がある。カンカンl帽子という語源には諸説あるが、「カンカ

ンJt音がするほど固いことに由来するとされている。野外スポー
ツが盛んになった19世紀のヨーロッパにおいて、ボート遊び用の

男女の帽子として流行したが、日本では男性だけの夏のフォーマ

ルな帽子として普及した。

麦秤製糸巻と同l時に受入となっているところから、麦手早細工製

品の標本として鱗入されたものt考えられる。 （橋本佐）

80 

麦梓製糸巻 10点

Square spools decorated with braided straw 

大正

史料館No.260IラベルNo.1406
処理259I糸巻 ！大正14年（1925)12月21日｜賊入（1円）

本資料は糸巻に色とりどりの麦科．細工を貼り付けたものであ

る。麦手早細工とは彩色した麦わらで種々の文様を織ったものを用

いた工芸品で、真田紐のように組紐にして徳や帽子の素材tした
り、装飾として箱等の側面に貼り付けたりしたもの等がある。明

治末年には、色や幾何学的な複雑な文様を学び機造力を養う材

料として小学校教材に用いられることもあった。 （橋本佐）

50 百聞ハー見ユ如l；申ズ
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81 

襖張用芭蕉布 1点

Basho-cloth for makingfusmnα（Japanese sliding doors) 

大正

史料館No.265IラベルNo.1415
地理268I芭煎布｜大正14年（1925)12月21臼 ｜餓入（3内50銘）

芭蕉布は、JJt球芭蕉（糸芭去十；）と呼ばれる、通常の芭蕉より一
回り小さい種類の芭燃の、議婦から製作される。刈取られた紫紺

は外側からワワホー、ナークー、ナーグ一、キャギの4種類の繊

維に分けられ、本灰汁で煮込まれた後に不純物を除去されて糸と

なり織り上げられる。織り上げの後に米粥を発防させた「ゅなじ

汁Jで洗~＇－ト．げられ織物として完成する。芭蕉布は内側ljの繊維で

織られたものほど柔軟で高級なものとされた。
《ずふ

襖の壁紙tしての芭蕉布は東の葛布、西の芭蕉布と並称して愛
され、高級料亭、旅飢、 旧家において珍重された。新品の風合い

はもtより、経年の変化4こより飴色の光以をもった状態が好まれ
た点は、葛布と同様である。本件は大正14年12月に耳目紛市西本

町の輿比口減商店から3円50銭で購入されたもので、 fP4丈襖

張芭11!.布」と付札に記載がみられる。 （田中澗）

82 

博多織袋物

Handbag with lokko (a Buddhist ritual instrument) pattern, 
made from Hakata textile 

大正

史料館No.212IラベルNo.1142

H主

il!ll里59I t噂多鎌手提袋｜大正13年（1924)2月25日｜ 脳入（2円30銭｝

今円の博多織は天正年間（1573～92）に竹若伊右衛門が創始

したtされている。この資料にもみられる伝統的な博多織の文

様は、密教法具の独鈷等を写したものとされており、江戸時代に

歪り黒岡氏の庇設を受けて扶持も与えられ、幕府への献上品、

i瞥の軍旗、陣羽織の製作を行なった。元禄時代以降織屋の数
’んr11~·んふか

が増加すると株仲間が組織され、運上銀賦諜の体制が整えられ

た。明治則になると品質の低下と相まって衰微したが、明治19年

(1886）には博多織同業組合が成立し、品質の向上を企図した活

動により伝統の技術を今日に伝えている。この袋物は桐箱の室長

裏に「博多織・松居特製Jのラベルがあり、博多織の品質低下に
危棋を抱き、同16年中州に博多織の工場を開設して、品質の改

斡に務めた松居元右衛門の製品tの関係が想定される。松居家

lま元彦根藩井伊家の御用商人で、京阪神への博多織交易の窓口

ぞ務めていた。 ( ll:l中澗）

11 円本を担lる 51 



83 

灰紬流走駒文浅鉢相馬駒焼

Bowl with horse motif, po此erywith ash glaze, Somakoma 
ware, marked“Tashirぴ’and“Hokkyo” 

大正

史料館No.227

1日

地理103I相馬焼 ｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／鴎入（2
円50銭）

見込に二頭の馬が駆ける姿を、軽妙な鎌遣いで、躍動感を持’つ
t， ま ζま時P~ 

て鉄絵で描く、相馬駒燐の器である。いわゆる「相馬焼jは相馬

藩の御用黛である田代燃でつくられた「相馬駒燐」と、 一般向け

で安価な浪江市の「大城！相馬焼jに区別されるが、本作は前者

のものである。離輸挽き成形の浅鉢形の音寺で、口縁部を波形仁

変形させている。本作を彩る印象的な貫入は、相馬駒焼では「背

ひぴJtn乎ぴ、ケヤキ灰糊を厚掛けし、素地との熱膨9長率差を利
用してわざとヒビを出すものである。駒文の前脚が前方へ突き出

す特徴等から、作者は明治から大正にかけて活躍した12代用代

清治右衛門と維察される。高台際の銘「国代J「法橋」は11代間
代清治右衛門によって明治9年（1876）より刻印され始め、それ

以降、現在まで続いている。また、底面に島津製作所のラベルが

貼られている。 （近藤）

84 

色絵金彩縞に丸文蓋付徳利 九谷焼 2口（一対）

Pair of sake bottles with lid, with design of stripes and 
roundels, signed”Kutani Bizan・；Kutaniware 

明治～大正

史料館No.190IラベルNo.1282
地理169I九谷焼標本徳利｜大正13年（1924)12月20日 ｜購入（8円）

明治25年（1892）から昭和11年（1936）にかけて操業した石川

県金沢の清水美山堂製の徳利一対である。薄くつくられた素地

に幾何学文様による絵付が精微に施されてL、る。細かい柄が充

摸された縞文様を横断するように配された金彩で縁取った丸紋

の中は、 密集した白盛の釧かい点捕で極め尽くされている。これ

は「旨経Jと呼ばれる技法で、大正元年頃から能美地方を中心
に流行した。また、美山堂創業者の初代i背水美山（1861～1931)

は金沢九谷の名工として知られ、本作には、彼が明治15iFに創
始した盛金絵付・の技法が遺憾無く発揮されている。花唐草文や

花姿、七宝繋ぎ等の幾何学文だけでなく、帯状の12:商内に菊花

文や桜花文が不規則仁散らされた上に先述の丸紋を大胆に配し

ており、単調になりがちな幾何学文に独特のリズムを与えている。

徳利の口縁にまで金彩が施され、丁寧な作風である。底而には

「九谷美山」という銘が舎かれている。 (Jll合）

52 百削ハ一見ユ担lカズ



85 

色絵金彩鳳風文蓋付碗九谷焼 2合（一対）

Pair of cups with lid, with phoenix motif in kfara.ncle style, 
Kutani ware 

明治～大正

史料館No.173IラベルNo.1181
地理89I九谷線金関手 ｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／購
入（5円）

明治38q; ( 1905）に金沢片町で閉店し、！j災後まであ.·~~、たがi賀

花~II堂製の霊長付湯呑一対。 九谷焼における金制手の技法は慶

応元年（1865）から明治2年までの5年間111代へ招聴された京焼

陶工の永楽和全によって伝えられ、その技法は、九谷焼の伝統と

して摂付L、た。本作は赤地仁金彩を施し、歩十沓仁よって細かい文

検をあらわしてL、る。鳳風の周りには唐草文が摘き込まれ、蓋の

紐周辺tjJltiff吉IIには背色で雲気文が巡らされている。円縁部に

金彩が施され、蓋には吉祥文を配している。九谷焼は同11年の

明治天皇北陸御巡幸の0，＼＇・より名戸7が揚がり、それ以来輸出品以

外に土産用や進物用に求められるようになったため、煎茶擦や湯

存、菓子音寺、酒器等が主製品になったという。花山自身も趣味と

して陶磁器をつくるものの、本作にはr:m 11」銘が入っていない。
付属する箱には島津製作所のラベルカヲI~られている。 (ill合）

86 

達磨置物 九谷焼 1体

Figure of Bodhidharma, porcelain with overglaze polychrome 
enamels, Kutani、，vare

明治～大正

史料館No.205

地I里91I九谷線赤九谷｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／鰯
入（5円）

事jl~長途l必大師の九谷焼立｛象。 重厚感のある体lこ赤い法衣をま
とい、耳輸をしている。指先まで規胤正しく揃えられた右手には、

税法等で威儀を正すために用いる払子を持つ。眉間に肢を寄せ

口角を下げてやや厳しい表情を浮かべ、 4日jき出した日は微かに

赤色をさし充.Iln.している様子である。肌には鉄化粧が粗〈施され

自然な浅黒い肌の質！惑を出しており、利薬がたっぷりかかった艶

のある赤い法衣とうまく測和している。

身体に渡り付いているような長い払子や、股にi合わせ密着させ
た右手、背面のゆるやかな則l線から、それほど複雑ではない型

成形でつくられた量産品と思われる。

九谷焼におL、てffi'.物生産が盛んになってL、くのは明治24年

(1891）以降である。明治末期にはさらに量産が進み低価格で販

売されていたが、 本作もおそらくその時期に製作された土産物の

ひとつであると推察される。背面に烏津製作所のラベノレが貼ら

れている。 （尾留川）
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87 

蝦基仙人置物九谷焼 1体

Figure of Gama Sennin, a hermit in ancient China who was a 
toad charmer, ICutani ware 

悶治

史料館No.206

地理90I九谷焼宵九谷｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／購
入（5円）

蝦纂イ，，，人とは蝦慕を使って妖術を行なったという中国の－f11t

人。赤い岩石に腰掛け、右手に盆獣を示す3：；；ド足の鮭を抱えてい

る。）膝の上に置かれた左手に持っている枝はおそらく桃であろう

が実は付いていない。

一般的に蝦纂仙人は無地で質素な着物を着ている姿で表現さ

れるカ久本作は立）ffi意匠の然色の袴に、賞 ·~官級・紫で雨龍の丸
文が散らされた鮮やかな宵ーい上着というやや派手な衣装を身にま

とっている。一方でJIJLにはわずかに鉄化粧が施されているがほと

んど施利しておらず、暗い灰色がかった露胎のままである。骨ばっ

たj互のくるぶしゃ首元にみえる鎖骨、顔を上向かせたl待に浮き/JI

る筋やのど仏等、身体の特徴を非常によくとらえた造形は、生々
仇ご

しささえ感じる。顎を前に突出し、口元には薄〈紅がさしである。

怪異に笑う表情は人ではない様相を際立たせているが、どこか

ユーモラスである。彼の頭上に片足を乗せる蛙の姿も愛らしい。

蛙の腹部には空気孔があけられている。背面に島i孝製作所のラ
ベルが貼られている。 （尾留川）

88 

色絵山水文扇形皿 初代徳田八十吉九谷焼 1口

Fan-shaped dish with landscape motif, signed“ICutani 
Yasoldchi’；made by Yasokichi TOKUDA, Kutani ware 

大正

史料館No.221IラベルNo.1283
地理110I宵九谷扇筒形鉢｜大正13年（1924)12月20日｜購入（10円）

近代九谷の名画工、初代徳田八十吉（1873～ 1956）によって

描かれた扇形の鉢。型打ち成形で扇の細部まで表現された様の

見込に古九谷風の山水を描くが、本作の丁寧な描線や広〈取ら

れた余白はいわゆる青手古九谷の豪快な山水とは飽を具にし、

繊細で落ち着いた印象を与えている。裏面には黄色の花文様が

あらわされ、高台内には大正6年頃より用いられる「九谷A-I・育」

銚が脅かれている。高台はI.Bernと高めで、 七'.li繋ぎ文が巡らさ

れた上から紫の積Itが覆っている。彼は狩野派の絵師で・あった荒

木探令に日本画を学び、明治期lの九谷焼を牽引した松雲堂・松

本佐平のもtで研績を積んだ。本作は全くの古九谷、吉田屋写し

というわけではなく、 古典作品にはみられなかった余白を加える

等、八十吉独自の創造が加わっている。彼の古九谷や吉田屋へ

の「欽慕」の思いを認めることが出来るが、それを新しい作品へ

と昇華させる、彼の創造性にも注目させて〈れるものである。（川

合）

54 肩関ハー見ニ如カズ



89 

染付竹文土瓶美濃焼

Teapot with bamboo motif, porcelain with underglaze blue 
decoration, Mino ware 

大正

史料館No.155IラベルNo.1180
地理aaI多治見続｜大正13年（1924)9月3日｜臨入（1円50銭）

1口

竹書主が締まれたようにデザインされた磁器の急須。胸部だけで

なく、蓋部にも同じく意匠が展開する。素地は白く滑らかである。

高台には砂目が多く残る。伝統的な務積ながら、見事tニモダンな

雰闘気の作に仕上げている。 （楠本）

90 

鋳絵染付松枝図鉢 品野焼

Bowl with mot江ofpine needles and cones, porcelain with 
underglaze polychrome enamels, Shinano ware 

大正

史料館No.233

1口

j也理87I瀬戸焼品野｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／騒入（1
円50銭）

鮮やかな呉須と銭絵という下絵具を用い、白磁の内外全面に

松の枝を揃いた浅めの鉢である。外側に4本、内側に4本、鋳

絵で大胆に配した枝に、呉須の背で松葉を軽快に絵付しており、

枝には鋳絵で松かさが内外にふたつずつ縮かれている。口縁は

不規則な凹凸の付いた5弁の輪花型に成形され、明るい色の鉄

紬で口紅が施されている。島津製作所のラベルに記載された品

野焼は、近位以降、愛知県瀬戸市品野町（旧品野村）付近で操

業した窯場で生産された陶磁器の総称であり、周辺では主に揺

鉢、土瓶、行平、片口等の雑器が生産されてきた。近代以降は磁

器製造に移行し、終業地瀬戸仁おける生産の一大拠点となった。

（高J1])

JI 日本を知る 55 



91 

染付梅花渦文碗瀬戸焼 1ロ

Bowl with mne (Japanese apricot) blossoms in whirlpool 
design, porcelain with underglaze blue decoration, Seto ware 

大正

史料館No.226

地理86I瀬戸焼普通｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／篇入
(2円）

薄づくりの端反りの碗。底面．はやや平らで胸部への立ち上がり

は斜め上方向へ直線的である。胸部には渦文に充模した上に梅

花を散らした文様帯がある。梅はリズミカノレに配され、花びら巾

心部は濃く染められている。瀬戸での磁器生産は江戸時代末期

より開始された。輸出品の生産を中心に産業として発展し、近代

日本のやきものの生産をリードしていった。底而に烏津製作所の

ラベルが貼られている。 （荒川｜）

92 

染付雪月桜輪文水滴 1ロ

Water也・opperwith mot江口fsnow, moon and cherry blossoms, 
porcela旬、村山田1derglazeblue decoration 

年代不詳

史料館No.229

大型の水滴で上函に文様が施されている。月、桜（八重桜）、

灘、雪輪が傍面に浮彫される。背景はコバルトによって背〈装飾

されることで主文様は白抜きで表現されている。八重桜はしぺ

が、業は業｝派が一本一本繊細に彫り11:1されており、美しさが際立

つ。対して、月と雪輸は装飾のない平らな器而が強調され好対照

の文機構成となっている。また、一座簡は利薬がかかっておらず、

素地が露わになっている。瀬戸・美濃系の可能性が高いが、産

地・年代は不詳。 （締本）

56 百聞ハー見ニ加カズ
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93 

色絵（柚下彩）梅樹文土瓶高古焼 1口

Pottery teapot with underglaze polychrome enamels, mot江of
1t1”e tree, Banko ware 
大正

史料館No.160

1由理10sI寓古焼｜大正13年（1924)9月3日 I［島津製作所］／属入（50銭）

Itんニ やさ

やや下膨れの高古焼の土瓶である。前古焼は、江戸中期に伊
n’＂，ろうざん

勢の沼波奔山が京焼の影響を受けて小向村に黛を開いたことで

始まったとされる。一度は廃絶するも、江戸後期になるt森有節
が再興、発展を担った。有節は煎茶文化に乗じた文人趣味の立l

須当事を得意としていた。

本作は、機械同のある白い素地に琳派風の梅樹を漁b下彩によ
るたい

り摘lいている小ぶりの-!1~ となっている。 底閣が露胎で、蔓の把手
の付く土瓶である。

この土瓶は、有節の活動を受け明治初期に大きく発展した、四

日市に興った万古焼の流れに属するものと考えられる。明治期の

四日市万古は良質な陶土を有し、輸出向けの品の高い製品を生

み出していた。），（焼風の絵付や脈絡による成形は、囲内向けに

大量生産を試みた大正賜の作と判断される。底面に島津製作所

のラベル片が残っている。 （田＂＇玲）

94 

布袋置物伏見人形 1体

Figure of Hotei, clay with decoration, Fushimi doll 

大正

史料館No.183IラベルNo.1205
地理113I伏見人形 ｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／踊入（50銭｝

布手に団扇、左手に大袋をもった、設かな腹t福耳の布袋の

伏見人形である。小さな自に眉尻を下げて笑う表情が愛らしい。

伏見人形は京都深草で稲荷大社の土産物として江戸時代初期

からつくられたとされる。本作の製作年代は明治以降t思われる
が、布袋の造形は江戸初期から変わらない。前後2分割の型成

形による素地を合体させたもので成而は寒いでいない。内側－？.－明

くと接着部分と底縁に粘土紐を押し付けて補強している。700～

800℃で焼成し、胡粉~塗ってwと顔料を合わせ彩色する。 着物

は丹色、団扇や袋には緑育－を使うのが定法であり、本作も活・物に

赤、福の字が害かれた団扇t袋の意lif.の一部に総背が施されて

いる。背面lま胡粉のみで島津製作所のラベルが鮎られている。

京の風宵では、家を持つt布袋の伏見人形を年にl体ずつ7
年間集め続ける。その聞に不幸が訪れたら改めてひとつHから集

めなおさなければならないヵえ 7体揃うt財が太り、火難を免れる
という。そのため、伏見人形の中でも布袋は特に量産された。

（尾f河川）

日日本を担1る 57 



95 

黒楽茶碗 1口

Black glazed pottered tea bowl with insc1ゆtion,Raku ware 

大正

史料館No.258

地理111I鍋焼黒 ｜大正13年（1924)9月3日｜購入（2円）

l慶の張っfこいわゆる半筒形の楽茶碗で、底面には「幾j印が

捺されている。艶のある黒紬が畿けられ、胸部の真ん中が少し引

き締まった探形である。

楽焼とは狭義には桃III時代に千利休カ涜工であった車総長次郎

に茶碗を焼かせたことに端を発し、以後代4c幾家仁よって現代
までつくられ続ける、 茶道具を中心としたやきものである。また、

その特徴である手控ね成形仁よる軟質施粕陶の一群を指して、

熊家以外でつくられたものに対しても楽焼と呼ぶ場合がある。黒

楽はおよそ1200℃に迷する高温で、短時間で焼成される。底面ま

で粉薬を掛けるものと露胎のものがあるが、本作はl島商に利を掛

け残して焼成し、白っぽいj治土が現れている。 （川合）

96 

赤紫茶碗

Red glazed pottered tea bowl with inscription, Raku ware 

江戸後期～明治

史料館No.266

1也I里112I嫌続赤｜大正13年（1924)9月3日｜購入（2円）

1口

高台から斜め4こ立ち上がる器形をもっ赤楽茶碗。底面に「祭J
印が捺されている。この刻印は白楽印（隠居印） U、い、幾家11

代慶入（1817～1902）の作t推定される。なお、共箱はない。厚〈

掛りられた利の表面は窯変して黒い斑ヵ1入る。赤楽は手づくね成
形ののち、 800℃前後の低下皮で焼成され、いわゆる軟質施利

陶擦に属するが、楽茶碗tいえばl慶の張った形が多く、このよう
な朝顔形のものは珍しい。 （川合）

58 再開ハー見ニPnJカズ



97 

色絵（紬下彩）秋草文四方小鉢粟田焼 1ロ

Square bowl with motif of autumn flowers, pottery with 
underglaze enamels, Awata ware 

明治～大正

史料館No.167
地理98I栗田焼｜大正14年 （1924)9月3日｜［島津製作所］／鴎入（1円
50銭）

本作Ii卵色の素地に漁h下彩で萩、t:等の秋草を描き、上か

ら網ffかい貫入の入る紬薬を掛けた巣田焼の小鉢である。成形は

非常に丁寧iこなされており、破績で碗形に挽いた後、口縁部に

向かつて徐々に押さえて口造りを四方形とした線形で、 l氏は碁笥

｝氏、胎にはほど良い厚みがある。粟回焼は業出口焼とも呼ばれ、

現在の京都il7東山区、粟田口周辺の窯場で焼かれたやきものの
呼称。梨出円では江戸から明治、大正期にかけ多くの黛が操業

し、五条坂、清水と並んで京焼の生産地tして隆盛を誇った。本

作のようなi炎黄色の土t秘の組み合わせば粟閉焼の典型とも言
えるものだが、私下に盛り上がるほどたっぷりと塗られた薄緑、水

色、朱等のi炎色の下絵具（治b下彩）は明治以降近代になって導入
された技術である。絵付は簡紫ながら器形、意｜原ともすっきりt

経理され、京焼らしい議泊な雰囲気を漂わせている。底面に島

津製作所のラベルが貼られている。 （高田）

98 

色絵花井草虫文手付水注粟田焼 1口

Pitcher with design of flower and ins巴ctmarked “Nihon I匂oto
Kinkozan zou’；pottery with overglaze polychrome enamels, 
Awataware 

明治

史料館No.204
地理293I粟図焼水差｜昭和7年（1932)5月7日 I{I自問河村鍛太郎／寄贈

季節の移ろいを描いた燈びやかな水注である。紫地（j:京焼特

有の黄みがかった色をしており、その上に色絵・金彩を用いて・注

日向かつて左側から山桜・牡丹等春の草花を摘き、注目には柳

を、その付近に杜若、露草tいった夏草ーを配する。反対に布側に
，，み仕え L 

iま菊や湾、萩や女郎花寄与の秋t;rを配し、それら全てを写実的に
しっ，，，今＇11もん

描いてL、る。葉には金繰いがされているが、七笠宮寄文、蝶、蛸虫告

といった意匠を凝らし、手付は稚捌ながらも竜の姿を模して、そ

の上に金彩を施している。本作lま注目付近にある「日本京都錦
主んこう~.. 

光山逃jの告白から明治期を代表する輸Ill陶磁器業者、錦光山の

工房にて~作されたこと、また、箱の添紙に「粟肝焼水系伯爵川

村鉄太郎寄贈」と舎かれていることより昭和天皇の御用を勤めた

貴族院議員の川村鉄太郎伯爵による寄贈であることが判明する。

本図録に掲載する陶磁器資料の中では唯一、昭和WJの寄贈に

よるものだが、資料としてよりも一作品として絡調高い姿をしてい

る。 （平）

u 日本を担1る 59 



99 

青磁三足香炉 三田焼 1口

Celadon incense burner, made of porcelain, Sanda ware 

大正

史料館No.256

地理95I三田焼｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／綿入（50銭）

>A I~ ぜいじ

三田背磁はほとんどの作品が型づくりであるいう特徴があ

り、 この作品も器商に鱗韓日がなく、滑らかな肌を見せているこ

tから型でつくられたものと考えられるが、見込には渦巻文の箆

彫を残している。磁器質の白い素地仁青磁粕を掛け、中国・飽泉

窯加lの明るい色を見せている。やきものの香炉は普通内而は無

現｜｜であるが、この作品は内壁にも背磁希＂を掛け、見込には鉄治＂

を掛けている。三回焼は兵庫県三岡市で製作された陶磁器であ

る。三田焼には育・磁、染付、赤絵等多様な作品があるが、特に土

型で陶工内問忠兵衛が天狗ヶ鼻然で青磁を生産したことから始

まり、 三岡の豪商事11同惣兵衛が有問や京都から優れた陶工を招

いたことにより最盛期を迎えた。三田青磁の型づくりはその時招

］侍された京都の陶工欽古堂亀祐によって発展したものと考えられ

ている。三回宵ー磁は明治・大正時代にも三間｜淘務会社や三国背

磁合資会社で引き続き生産され、この作品もその時のものと考え

られる。底面に島津製作所のラベルが目占られている。 （金）

100 

菊花流水文煎茶碗 出石焼

Teacup with motif of clu-ysanthcmums on flowing wate巳
porcelain, Izushi warモ

大正

史料館No.269

地理94I出石続 ｜大正13年（1924)9月3日 l間入（50銭｝

1口

いずιゃ・
111石燐は兵庫県北部に位置する但馬東端のやきものである。

白磁を主体とした現在の出石焼の流れは、廃藩により失l除した
＇ぃtんL~

士族の救済と製陶業の発展を目指した盈進社が明治9年（1876)

に設立され、肥前の技術を導入したことから始まる。盈進社は資

金難により阿21年に廃絶する。問321fにはi試験所が設立され、
金沢から講師を招き、同34年には出石焼陶磁器改良株式会社

が組織されたが、同391μ.に閉鎖した。

日Iii焼の伝統技法は、 鱗縮、押w人袋流しによる成形、湖5り、
透彬、貼付による索地装飾で、煎茶器を中心とした茶器!:1E告書が
主力製品である。

本作は、口縁がわずかtこ外反し；た小ぶりな煎茶碗で、愛情：に

伸びる胸部には流水に浮かぶ菊が彫りあらわされている。出石焼

の彫刻文様のうち、菊文は牡．丹文とj)P.び多くみられるモチーフで

ある。手取りは軽〈、畳付以外の探全体に透明紬が掛けられて

おり、純白の器体が清々しい。茶の色が美しくみえる白磁である。

（術永）

60 百尚ハー・見ニ如tiズ



101 

色絵（納下彩）秋海栄文蓋付碗淡路焼 1合

Cup with lid, with begonia motif, pottery with underglaze 
enamels, with plover trade mark, Awaji ware 

朋治～大正

史料館No.162・27
地理101Iオノコロ焼｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島海製作所］／麟入（1円）

明治16年（1883）に創業した、兵庫県淡路島の淡附株式会社

（現ダントー株式会社）製の蓋付の碗で、淡路'.Wt~・有の賞味を

部・びたうつわに、絵凶的な秋i毎裳の文様がJJ阿部から盗にかけて

仰ひ．やかな鎌致で折Iiかれる。秋j毎裳の文様l主治｜｜下彩（或いは、

淡路焼独特の魚b薬に溶け込む上絵付）技法を用いてたおやかに

拙かれており、 赤l床の強い柔らかい表情の絵付と、 素地の淡い

黄色とが相倹って暖かみのある、 l’J憐な印象をもたらす。筒形の
端反碗で、蛮には丸い鉛が付いている。型による成形で、尚台内

にはi炎陶社の商標である千鳥の印が押される。漫画．には「オノコ

ロ焼J（淡路焼の通称）と脅かれた島津製作所のラベルが貼ら
れてt、る。近代の淡路焼はこのような閣内向けの食祷の他に輸

Ill品も生産した。淡陶社は昭和初WJにはタイノレ製造に特化する

ため、同社の日用品生産｜時代の作例として質ー重である。また、同

じ文様を描いたティーセットも知られており、和食器とi羊食掃に
同じ文械が扮iかれる先駆的な例としても注目すべき作品である。

( Jll合）

102 

斑紬七宝透文菓子鉢布志名焼 1口

Pottery square bowl with iron glaze over white glaze, openwork 
design of shippo, marked“Fushina’；Fujina ware 

大正

史料館No.291

地理177I布志名焼鉢 ｜大正13年（1924)12月10日｜購入（5円）

ふ じ’ぶやき

透かしの入った布志名焼の菓子鉢である。面ごとに七宝文t丸
文を交互に彫り、ロ縁には刻み目を施している。

布宏、名焼は島根県松江市玉湯町布志名を巾心に生産された

やきものであり、 ft延3年（1750）に船木与次兵衛が布志名にて

；殺を開いたことがその始まりだとされている。日用雑Hiiを焼いた

紛木黛、松71：蒋の御用主総であった土屋窯、永原、窯等がある。本
作lま、trin内にある瓢.ta形に「ふしなJの印から船木系に属する
双；俸書院で焼成されたと考えられる。

:1ti宏、名焼の中には交E止焼や伊万里焼等、古陶磁をモデルとし

た製品がみられ、この菓子鉢は特仁京焼の要素が取り入れられ

ている。透明感のある白布Irに鉄利iを流すことによって色の変化を

付けている。賞味がかった精級な素地と相まって瀦i酉な印象であ

る。 (HI中玲）

え』」b
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103 

三島手暦文陶器土瓶楽山焼

Teapot made of pottery, with inscription, Rakuzan ware, 
marked “Rakuzan” 

大正

史料館No.157

1口

地理176I禦山続土瓶 ｜大正13年（1924)12月20日 ！蹴入（1円30銭）

ら〈ざんやさ

楽山焼は島根県松江市一帯で生産された陶器である。延宝年

間（1673～1681）、秋焼の｜淘工倉崎権兵衛が松江滞に招かれ、

西川津村楽山に窯を開いたこtから始まった。楽iltl焼は萩；焼から
いら』l l l や は”の

の影響が強〈、 伊維保・斗々屋・刷毛目・三島茶碗等、高麗茶碗

の写しが多く生産された。本作は近代の土瓶ではあるが、高麗

茶碗写しを主tした楽山焼の伝統がよく残ってL、る。焼成の際の

火加減により酸化した桃色と還元した灰色が混ぜられているJUl色
~ IIんす

は、呉器茶碗や半使茶碗等によくみえる景色である。株面には印

花文とJtf文の象依が施されている。特に箆彫による簡略化され

た暦文は御本三角茶碗特有の文嫌であり興味深い。全体的な器

形はfilみが目立つっくりで蔓草の取っ手があり、小振りの可愛ら

しい姿を見せている。底には「楽1l1Jの刻印がある。 （金）

104 

煎茶器セット 備前焼

Tea set (pot, pitcher, five tea cups) with rugged textur’h 
stonewa1e, Bizen ware 

大正

史料館No.202IラベルNo.1397

Hll 

地理2soI備前焼奈器｜大正14年（1925)12月12日｜脳入（3円50銭）

急須（①）、湯さまし（②）、煎茶碗（①）5客の煎茶線セットで、

各々の側面は職組成形後にゴツゴツした岩肌のような装飾が施

されている。備前焼特有の鉄分の多い陶土により秘体は赤茶色

を呈し、窯入れに際し作品同士の付着を防ぐため作品に巻いた
り6
業が化学反応により赤い線kなり器を彩る。特に湯さましには、
() ftl 

この火禄と呼ばれる然変がはっきりと見られ、赤と黒の対比が鮮

やかである。

後手急須は重心を下に持つ安定感のある器形である。口縁脇

には二重刻線、叢には蒸気穴が聞いた帯形の孤みと、そのli!!Jり

に陽刻二重線が施されている。高台内には焼成i侍に敷いた籾殻

のようなものの痕跡が残る。

急須に注ぐ湯ぞきますi易きましは、 口径が大きく口縁はわずか

に反り立つ。注目は口縁を内側から外側へ押してつくられている。

半球形の煎茶碗は、口縁部は口当たりが良いように角がとられ、

荷台脇には二重刻線があらわされている。
色。tうが〈 ~（ぜい

；栄元の：森陶岳窯は備前六姓と呼ばれる室町I時代から続く窯の

ひとつである。 （福永）
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105 

糸目徳利備前焼 1口

Sa.ke bottle 、，vithlines, Bizen ware 

大正

史料館No.268

備前焼の特徴である無糊の焼締めの赤褐色をしたl合IH＇の

小ぶりな徳利である。肩のないゆるやかな曲線を描く形態はらっ

きょう徳利と呼ばれるものに似る。全体に滞づくりで軽〈、口縁部

はやや外反する。底には渦形の箆切の跡が残る。表．曲．は口縁部

から！菱商まで全面に細かな糠櫨目が施される。薄づくりで表而に

駿韓日を施す作風は江戸時代の伊部手の作品に見られる。伊昔fl

手は江戸初期l頃から意識的に胤いられた塗り土を絡す備前焼で、
一般に薄づくりの茶褐色、黄褐色、または紫藤色をした技巧的

で硬く冷たい印象を与える作風である。

備前焼の徳利は室II汀末期から桃山時代にっくり始めたといわ

れ、i酉器や花＊十にも用いられた。江戸時代lこは多様な形態がつく
られ、 17世紀後期から18世紀に駿轍技術を駆使した薄手の体

部に糸目を施した糸目徳利（献上徳利）と呼ばれる形が生み出さ

れる。本作は塗り土を施さないがこの系統の徳利に類する近代

の伊部手風の作品と考えられる。側面tこは島津製作所のラベノレ

痕がある。 （門脇）

106 

梅花文酒器備前焼 1口

Sake bottle, pottery with carved design of wne blossoms, with 
natural glaze, Ibe (Bizen) ware 

江戸末～大正

史料館No.177IラベルNo.1199
地理107I伊都続赤伊都｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／
鰭入（60銭）

備前焼は平安末期から約800年間主に焼締め陶器を生産した

中世六古窯のひとつである。備前焼lま粕楽を使わないj』Lの質朴

きと渋い色合い、窯変等にその見所があるものであったが、江戸

時代からJJl'!lirlや京都で生産された施紬陶磁器を意識し、伊都手

や紛｜工物等を生産し始めた。本作は赤い土を用いて駿舗で首を

成形し、型で成形した四面の胴体に合体させた角徳利である。首

t胴体の接合部には蓮弁文様があり、胴体には面ごとに2～3本

の区回線があり、一面に水愚両的な雰囲気のある梅花図が彫ら

れてL、る。全体的な雰囲気は鋭く、焼締めとして焼かれて独特な

艶がある。このようなタイプの角徳利は広烏県福111-mの特産薬

酒である保命酒を入れるための徳平ljであったと推定される。備前

焼の保命i酉徳利は森庄八が天明元年（1781）に初めて製作した

といわれ、以後、天保年間（1830～44）備前に導入された述房式

登窯である天保窯で量産された。背面に島津製作所のラベノレが

貼られている。 （金）
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107 

湯さまし 萩焼 1口

White glazed pottered yuzamashi (bowl to cool down boiled 
water in tea ceremony), Hagi ware 

大正

史料館No.263

1由理10sI萩銃｜大iE13年（1924)9月3日｜購入（80銭）

萩焼は山口県の萩市・長門市等で製作された陶器である。文

禄・慶長の役の際に渡来した李勺光・李敬兄弟が慶長年間（1596

～1615）に毛利家の御用窯を萩城下の松本（現萩市）にて聞いた

ことから始まった。 17・1世紀中期、李勺光系の山村家が深川（現

長門市）に移って御用言葉を開き、以後松本・深川の両系統を中心

に陶梼生産が続いた。萩焼は古田織部と毛利潤i元・秀元との関
わPこうだい ほりみ Lt

｛系を背景に、高鹿茶椀、 flllち割高台・膨三島茶碗の写しが盛ん

につくられた。また彫三島の槍垣文と割高台をともに持つものも

ある。本作は近代の作ながら、箆彬による槍垣文！：¥lllJ高台が同

時に施され、古典的な姿をみせている。白い藁灰翁~にあらわれる

細かい貫入、目立つ歪みや線櫨線も織部好みの高麗茶碗を写し

てきた萩焼の伝統を意識しているようにみえる。 （金）

108 

白磁波濡文丸皿 砥部焼

Dish with wave motif, porcelain, Tobe ware 

明治～大正

史料館No.215

1枚

地理96I砥部焼！大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購入（1円）

イッチン（泥紫を細いチューブやスポイトで絞り出しj線描きする

技法）で波議文が見込に施されている。素地は薄く、透光性があ

る。見込の波蒋は、皿の器形に応じてぶつかり波しぶきをあげた

瞬間をとらえたかのごとく描かれている。砥部焼は愛媛県の砥部

町において生産されている陶磁器で、安永9年（1777）に白磁の

焼成に成功した。近代に入ると西日本を中心に販路を広民明治

中期から昭和初期にかけては中国・東南アジア向けの貿易品を

生産した。底面に島津製作所のラベノレが貼られてし、る。 （楠本）
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109 

能物置物博多人形 1体

Figure of woman Noh character, clay with decoration, Hakata 
doll 

明治～大正

史料館No.224IラベルNo川41
地理54I t噂多人形｜大正13年（1924)2月25日｜隣入（5円50銭｝

黒地に金彩の烏帽子に深井或いは小磁の而を付け、鮮やかな

櫨色lこ金彩が施された唐織をまとう能役者の博多人形である。

金の烏帽子は静烏帽子tもいわれ、謡曲船弁僚の静御前の舞姿
であることがわかる。

:{_j膏を使った鋳込法で成形し、胡粉を塗り Ji~ と顔料を混ぜて
着色している。凹凸がはっきりとした顔立ちは彫刻によって表情

を浮き立たせる能面．の特徴をとらえており、能面や烏帽子の紐、

滋匠が施された鍵帝の結び日も精綴に膨られ、 能装束を忠実に

再現している。 （尾惚川）

110 

染付牡丹唐草文稜花皿伊万里焼 1校

Dish with foliate rim with peony arabesque design, porcelain 
with underglaze blue decoration, Imari ware 

江戸

史料館No.257

口縁部省？稜花にっくり銃粕を施す。見込部には同心円状に文

機'Ir.を施している。見込外側部の文様は三；Ii!こ牡丹文を薄いダ

ミで揃いた牡丹－唐辛；文ーとなっている。唐1ji.は輪郭線を揃きその内

を背く染めているが、その他は輪郭線が捕かれていない。裏雨の

唐草文l主流れるような錐致で拙かれ輪郭線がある。底面の染付

総は二重、高台内の染付線は一重である。18世紀頃の作と考え

られる。 （橋本）
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111 

染付楼閣山水文皿平戸焼

Dish with landscape motif in underglaze cobalt-blue, signed 
“Kashぴ；Hiradoware
大正

史料館No.218

H.主

地理97I平戸焼｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購入（1円）

平戸焼は16世紀末から19世紀末に肥前平戸松浦滞領内に点

在する然で製作された陶磁様の総称。純白の磁肌に呉須で精級

な絵付を施した高級献上品もあり、本作のような素朴な染付とは

隔たりをみせるが、本作は中国風の機関山水と阿蘭陀風の建物

という別種の異国情絡を混ぜた意匠性の面白さがある。右端下

部に柳を繍き、平行線を重ねて水面を表現している点は、ワィロク

(Willow：柳）ノfターン風である。クィロクパターンは、主に装語、

議議の染付4こみえる楼間山水図様をモデルに、イギリスでげ80

年前後に考案された意匠である。クィロワパターンが対角線構図

を用いた遠近表現であるのlこ対し、本作は中央の搭や真上に雲

のように位置する山なみによって垂直方向の構図を取り、平面性

が強調されている。日縁部に白抜きで梅若？、外側面に唐草を配

す。高台に島津製作所のラベルがある。銘は「嘉祥j。「平戸嘉

祥」の分家の大正～昭和期の筆跡に類似し、分家による製作の

可能性も考えられる。 （井上）

112 

桜松葉図小杯八代焼

Small cup with cherry blossoms, made of iron-rich clay, 
Yatsushiro ware, marked "Takada” 

江戸末～朗治

史料館No.244

1口

地理109I八代燐｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／隣人（1円）

八代焼は熊本県八代市で焼かれた陶器で、高田焼、平山焼と

いう。寛永9年（1632）、細川忠利が肥後（熊本）に転封するこ
そんかい たかだて，，が

とにより、細川家に仕えていた朝鮮出身の陶工尊絡が高回手永
診《，！Lゃ

木下谷で御用黛を開いたことから始まった。特徴としては鉄分の
llリめ

多いl治土を用い、鉄紬や土灰利を掛け、白土象依や刷毛目で装
飾することがあげられる。茶碗・茶入・水指等の茶道具を主仁生産

したが、 19世紀には日用雑器を生産し、利1薬の色が明るくなり、

象献がより精巧になった。本作もこのような19世紀の八代焼の特

徴を見せている。鉄分の多い茶褐色の素地に透明治bを掛けて明

るい灰色をIllし、内面には細かい刷毛目、外面』こは精巧な桜文

様が施されている。このような意IU:は『八代燐図案帳ー術J（側
入所蔵） 104・106・107頁に同じ形の図案がある。高台内には島

i掌製作所のラベルと、八代焼の別称である「高田jの刻印がある。

（金）
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113 

小杯天草焼

Small cup, pottery with Namako glaze, Amakusa ware 
(Mizunohira kiln) 

明治～大正

史料館No.241

1口

地理1101天箪鋭 ｜大正13年（1924)9月3日｜ ［島津製作所］／鱗入（1円）

作品に貼付された舟i者製作所のラベルには「天草焼熊本！係」

としか記されていないが、利l菜、！：JJ台二七の特徴から熊本県天草市

で現在も生産されている「水の平焼jの作例と推定される。水の

平焼は明和2年（1765）に徳岡出身の向昔日常兵衛が創始したと伝

えられ、 当初は無利の雑11/fを焼逃したが、やがて天草陶石を用

いた磁器系統の陶土と海鼠恭hを特色とするようになった。i毎鼠利l
は通常宵ーl床がかるものが多いが、水の平焼では鉄紬を下楽とし、

その上に潔！天紬を二重掛けすることで赤茶色に発色させる「赤海

鼠粕Jt呼ばれる利iを特に用いる。これは秘薬研究に取組んだ
5代の源凹~II (1880～1962）が開発したもので、本作も5代の｜時
期に制作されたものであろう。素朴な形の杯であるカミ鮮やかな

赤茶色の鉄治bと白i却した凝灰漁bが協の外商に斑文様で覆い海

鼠積b独特の複雑な色合いを見せ、魅力ある小品となっている。・ilf
全体に大きなヒピ創れが入り補修されている。 （高田）

114 

二彩蓋物 1口

Bowl with lid, with two-colour decoration 

大正

史事l館No.255

土鍋形の実用の調理路・什縦であり、鋭賞用ではなくあくまで

実用向けの資料として収集されたものであろう。このようなタイプ

の蓋付の土鍋は近代以降につくられたもので、特に「三島乎J!:
呼ばれる刷毛目や象限文をもっスタイルが大流行したが、このよ

うな緑希bを流し掛けした「ニ彩J風のものもつくられていた。成形
は型によるものt判断される。底商は無利で碁笥1氏で、直火にか

け易いっくりとなっている。施糊は葉の摘みの周辺には緑糊を流

し掛けし、全体に透明希hを施している。素焼した後に高火度焼成

されたものと判断される。 ~地は不詳。 （荒川）
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色絵蓄額文双耳皿東洋陶器株式会社製 1枚

Eared cake plate with rose motif, Toyo Toki Co. Ltd. 

大正

史料館No.259IラベルNo.1146
地理58I耳鮒鉢｜大正13年（1924)2月25日｜店入（1門35銭｝

本作は、 TOTOの前身「東洋陶器株式会社」により生蔵され

た日本製の洋食器である。主として欧米に向けた輸出用につくら

れたもので、バラの花を中心とした、こまかな西洋風の花文様が

上品さを醸しIllしている。絵付はプリントによるもので、縁には金

彩が施される。このような耳付きの皿は、創業初期からカップや

ポットtL、ったティーセットとともに生産されたものであろう。
「東洋陶器Jは、「日本陶総合名会社」から分雌して大正6年
仁北九州の小倉仁創業された。当初は欧米からの食総需要が大

きく、「日本陶器Jの生産を初ill)Jする役割を果たしていたとされる。

皿裏の印には、俗に「マノレキ印JK称される森村家の屋号をあら
わすマークが組み込まれてL、る。これは創業初期の同8年から

同9年に限定的仁使用されたものである。 （田中玲）

116 

三彩宝船置物 1点

Treasure ship, pottery with overglaze polycluome enamels 

大正

史料館No.168IラベルNo.1391
地理244I珊I倒賀訟｜大正14年（1925)12月12日｜購入（20門｝

いわゆる型物成形による準やかな宝船形の陶磁製置物であ

る。御座船風の船体の上には中央に実際の珊瑚（朱色と桃色と

白色の三色）を埋め立てて、その閥りには米倹・巻物・七宝・分銅・

打出の小槌・金嚢・隠れ笠去を~：、徳を招くま尽くしのモチーフを

配す。全体で福徳を招〈宝船に見立てられている。鮮やかな緑彩

を主体に器物を色彩で塗り込めるスタイルは、桃山l時代l二日本へ

と到米したf11南三彩」をモデルとしている。
おそらく南蛮船がもたらす南国のパラタ冗スイメージを表象し

た造形であろう。本作のように、実際の珊瑚を飾りにした世物は、

大航海時代の西欧の王侯貴族に大変愛好され、 「クンストカマー

（芸術の部屋）Jに飾られていた例が知られている。このクンスト
カマーの装飾物をイメージした置物が、近代の日本で陶磁によっ

て写されたものと推測される。なお、J氏而には「新察特許」という

印銘が付されている。産地は不詳。 （荒川）
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117 

紗綾形唐草変塗硯箱 1合

Writing box, Tsugaru-nuri 

大正

史料館No.196IラベルNo.1398
i也1里251I湾総塗破鐘｜大正14年（1925)12月12日 ｜鴎入（20円）

方形で丸角、わずかに叩盛のある硯箱。身の内に懸子l枚、下
令、・k
水板1枚を収める。
絡の表而1えぴ下水抜表面には、魚々子地に県i奈と背信長で桜l占
草、紗絞形を摘き、さらに錫粉を時き付けて、いわゆるホ軽錦主主

の肇鹿な装飾を』留す、

i'JI:軽塗は、津軽i権第4代i嘗_t.信政が、 ~K凶からJ隙々な技術者

をmt、て、殖産興業を試みた際、この地に定着したU、われる。
ねん，，；

粘籾なi奈や菜種等を用いた変塗の一種だが、多くの工程を要す

るきわめて手間のかかる装飾法である。

なお、津軽塗には府鉄、魚々子塗等の様々な手法があるカえこ

こにみられる錦訟は、中でも最も手の込んだものといえる。

（小松）

118 

変塗箸箱 1合

Box for chopsticks, Tsugaru・nuri

大正

史料館No.163IラベルNo.1208
地理116I津軽塗！大正13年（1924)9月3日｜ ［島津製作所］／購入（2円）

長方形で叩盛のある箸箱。外殺と箸入れの二部からなり、外

般の一方の端から袋入れを差し込む形をとる。

絡の上国から側面にかけては、津軽訟のうち府主食t呼ばれる手

法で装飾されており、箸箱底而及び内の箸入れは黒漆塗、箸入

れの見込は朱i余塗とする。

ここでいう店主食Uま、特殊な箆と粘り気の強い絞i奈をmいて桜
表に斑文を置き、そこに彩i奈や透i奈を塗り重ね、漆が国化してか

ら研ぎIllす手法をいう。様々な色調の漆が重なり合っているとこ
ろを一律に研ぎ出すため、華やかな装飾効果が得られる。

箱の上而には応i哲製作所のラベノレが貼られており、この資料

の来歴を知るこtがII¥米る。 （小松）

a II本を担lる 69 



119 

山水人物堆朱箱 1合

Box with landscape motif in lacquer carving 

大正

史料館No.194IラベルNo.1164
地理73I小形はがき入｜大正13年（1924)7月5日 ｜購入（2円80銭）

『原簿jには「小形はがき入jとある。底面には、指を入れて身

の内に収めた黛漆塗の敷板を押し上げるための、 直径2cmほど

の孔が開けられている。重量』こは山水の風景を橋上から眺める人

物像、側面には震文繋ぎの文様と、仙台堆朱で唐物JStlの装飾が

施されている。
む’かみき 11'つい白十

仙台堆朱は、大正初期に新潟の村上木彫堆誕の彫師・川崎康

弘（栄之丞）が、技術指導のために移住した仙台で発明したもの

で、東華堆朱とも称される。混ぜものをして餅状にした淡を用い

て様々な文様を型取りし、それを緋物の表而に貼り付ける手法

で、廉価であるため、土産物や輸出品として胤いられた。

共箱の議議に「商標 大正堆朱仙盗漆器株式合社／特許川

崎式美術彫刻漆器JK貼紙があり、康弘の長男・辰弘の設立した
仙台漆器株式会社が、大正堆朱の商標で販売していたものとわ

かる。 （小松・橋本旦）

120 

透漆塗方盆

Clear-lacquered square tray 

大正

史料館No.188IラベルNo.1209

HJt 

地理117I能代審慶｜大正13年（1924)9月3日 IC島津製作所］／購入（3

門）

方形、角切で見込の周縁に低い立ち上がりを廻らせた折敷形

式の盆。見込の右半に条線を等間隔に刻んでいる。

木地は全体を梶子等の染料を用いて黄色に染め、その上に透

1~ーを掛けている。 春慶塗には大きく分けて紅春~1:賞春度がある

が、これは色捌からみて賀春慶とするのがいいだろう。

なお、底面には「森康主主J1:脅かれた島津製作所のラベルが
貼られている。春慶塗には、飛騨、能代、製野、吉野、木曽、日

光等いくつかの産地があるが、作品の質、生産量の多きでは飛騨

t能代か~盤といわれる。『原簿』には、 「能代務慶J とあるので、

この資料も秋田県の能代で製作されたものと考えられる。（小松）

70 育問ハー見ユ如:tJズ



121 

菊桐文漆絵椀 1合

Wooden bowl with motif of chrysanthemum and paulownia in 
coloured lacquer painting 

大正

史料館No.237

地理123I曾津塗 ｜大正13年（1924)9月3日｜ ［島津製作所］／鴎入（2円）

身の口縁が外側に反った端反りの椀。大きさからみて汁椀とし

て使われたものと考えられる。

総表は全体を黒漆で塗り、叢の上而から、身の側而にかけて、

デフォノレメされた桐と菊の文様を朱漆で大きく柿き出す、いわゆ

る吉野椀を扮併とさせる表現である。

吉野椀は、黒i楽地に朱漆で木芙蓉の文様を大きくあらわした
大胆なデザインが特色で、江戸時代に、 家良の有野地方で大量

に生産された。高台tこ貼付された烏津製作所のラベルによれば、

この菊桐文椀は会津産のようだが、おそらく吉野椀のデザイン感

覚を取り入れて製作されたものであろう。 （小松）

122 

鱗菊蒔絵椀 1合

Wooden bowl with motif of chrysanthemums with woven fence 
inmaki-e 

大正

史料館No.245

地理115I若松婆蒔繍｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／購入
(3円）

重量付きの汁椀である。全体を朱漆で塗り、金の消粉を用いた

蒔絵で文様をあらわす。

ここに揃・かれている織に菊の図は、中国の詩人陶淵切の「菊を

採る束簸のもと…..-Jという詩に閃んだもので、古くから吉祥文と
して多くの作品を飾ってきた。有名な例では、鎌倉・鶴岡八幡宮

の簸菊蒔絵蝶鍋硯箱（国宝）をあげることが出来る。

なお、本作に~I片付された島津製作所の標本ラベノレには「若松

主主（領島県）Jとあり、これが会津地方で製作されたものであるこ
とがわかる。

現在の桐島県会津若松市のあたりでは、江戸時代の初めころ

から漆器の生産が膝んに行なわれ、それらの恭物が会津塗と什1'
ばれてきた。加l飾仁は金の消粉が多用されており、安価でありな

がら、それなりに華やかな装飾を実現しているのが特徴である。

（小絞・古庚）

II H本を知る 71 



123 

黒漆塗方盆 HJt 

Black-lacquered square tray 

大正

史料館No目192IラベルNo.1206
地理114I若松塗 ｜大正13年（1924)9月3日！ ［島津製作所］／鮒入（3円）

方形丸角で、わずかにJI同張りのある黒漆訟の方銑。口縁を丸〈

仕上げる玉縁とする。

なお、この盆について、底面に貼付された烏津製作所のラベル

には「若松塗」とある。No.122の「餓菊蒔絵椀Jと問様、 1奈ilii¥の
産地として名高い会津地方で製作されたものである。 （小松）

124 

三保松原図漆絵長方盆 H主

Rectangular tray with motif of landscape at Mihonomatsubara 
in mother-of-pearl inlay and lacquer painting 

大正

史料館No.187IラベルNo.1216
地理124I高岡塗！ 大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購入（2円）

長方形、丸角で緩やかな立ち上がりの付いた盆である。見込

には、 三保の松原の図を浮彫にし、黒i奈を盗ってから茶、褐色、

緑色等のi粂を用いて彩色を施す。また、富士山頂の雪は錫の金

貝、 舟・のI~九は鉛板の紙袋、空飛ぶ烏iま螺釧であらわしている。

見込に貼付された島i業製作所のラベルにはr1奈音寺（木彫）／（富
山県高岡市）」と記されており、本作にみられる木彫彩色の手法

にも、いわゆる高岡漆総の特色がよくあらわれている。

文様、技法ともにきわめて粗放な出来であり、海外向けの土産品、

いわゆるSouvenirLacquer tしでつくられたものだろう。 （小松・育

旗）

125 

梅鷲蒔絵長方盆 H:主

Rectangular tray with motif of mne tree and uguisu (Japanese 
nightingale) in maki-e 

大正

史料館No.171IラベルNo.1284
地理111I金湾蒔鎗手形盆 ｜大正13年 （1924)12月20日 ｜購入（4円）

長方形で、緩やかに外反する立ち上がりを付けた盆。
Ms&A. 

総体黒漆塗。金主管金の平蒔絵で梅に鴛を取り合わせた文械

をあらわす。樹幹に金の切金を散らし、梅の::fEや醤に金色の点鏑

を加えると事、伝統様式の蒔絵を跨捜した装飾がなされている。

わが国では、背くから桐に鳳風、松に鶴、楓に腹、竹に虎のよ
ずいきA・.•r<

うに、めでたい植物と動物を取り合わせた瑞禽嘉木の意匠が好

まれてきた。いうまでもなく、梅に鷺もその一例であり、この盆は

瑞禽嘉木という吉祥文で飾られていることになる。 （小松）

12 n問ハ｝比ニMflズ



126 

山水屋舎素彫硯箱

Writing box with design of landscape with figure in chink飢

大正

史料館No.246

地理172I輪島塗硯笛｜大正13年（1924)12月20日｜購入（4円｝

1合

，.，.ぷ，，.（！
長方形丸角、深い被益法とし、蓋上司iiにわずかに甲盛を付け

た側面。釜筆（策の側板）に手掛けを測り、身の内には内寸いっ

ぱいの大きさの下水板を収める。

蓋表には、 iJI水に屋舎、人物等の文様を、いわゆる素彫の手

法で拙き、空を飛ぶ鳥だけを彫i締に金を埋める沈金であらわして
L、る。

沈金は、 i奈を塗った表面を尖った））で彫り込み、そこに金箔や

金ii~を埋めて装飾する技法である。 中国元l時代に感んに行なわ
をうーん らん診ん

れた鎗金がわが固に伝わり、沈金と呼ばれるようになった。

江戸時代以降は、能主主の輪島を中心に、沈金で飾った作品が

数多く製作されていくが、 この硯箱のような普及品では、文様の

多くを、金を埋めない索彫としたものが多い。 （小松）

127 

黒漆塗杓子 1本

Black-lacquered scoop 

大正

史料館No.195IラベルNo.1213
地理121I翁島塗｜大正13年（1924)9月3日 ｜［腸津製作所］／購入（BOi鶴）

杓子は飯用と汁用の2税に大別されるが、これは楕円形の匙

に緩やかに湾曲する角形の柄ぞ付けた飯用の杓子である。！也E百

』こは「輪島塗（石川県）J t記した島津製作所のラベルが貼付さ
れている。

輪烏は、＊I＇汀l時代に始まるわが閤屈指の漆器産地で、 ；本堅地

と呼ばれる堅牢な下地と入念な塗りの仕上げを特色tする。江戸

から明治期』こかけては、海運によって日本金凶に奴路を広げてお

り、今円でも各地の旧家主字に大畳の輪島製飲食器をみることが

出米る。 （小松・古庚）

n fl本を知る 13 



128 

透漆塗袴 1口

Clear-lacquered sake coaster 

大正

史料館No.217

地理120I高山春慶｜大正13年（1924)9月3臼 Ic島津製作所］／繍入（1
円50銭｝

徳利等のi酉昔告を卓の上に置く際にはかせる袴である。円筒形

で底に三足を付ける。
き じ 〈’‘の ＜＞~ ‘の

漆器の素地には板物、事j物、挽物等いくつかの種類があるが、

これは檎、杉等の薄板を蒸して柔らかくし、木型にあてて成形す
!If‘” 
る幽物でつくられている。

No.120の「透i奈塗方盆」に較べて、色調にやや赤みが強いと
ペんがら

ころから、下塗り4こ弁柄等赤色顔料を使った紅春慶とみることが

出来よう。

なお、底面に貼付された烏津製作所のラベルには「春慶塗（岐

阜県＞ Hあり、飛瞬、能代の二大産地のうち、飛騨で製作され
たものであるこtがわかる。 （小松）

129 

朱漆塗箱

Red-lacquered box 

大正

史料館No.208IラベルNo.1219

1合

地理127I根来塗｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購入（1
円50銭）

長方形、被差造の丈の低い箱。全体』こ朱i奈を塗っているが、 t
ころどころ擦れて中塗の黒漆がみえている。輩表に貼付された島

津製作所のラベルには、「根来塗（奈良市）」とある。

平安時代以降、わが国のや11i士や寺院では、 i奈を何層にも塗り
重ねてつくった堅牢な漆器が、主に飲食器として胤いられてきた。

根来塗は、そういった普段使いの漆探の通称である。

漆ilifを日常的仁使用した場合、永年のうちに表面の朱漆が擦

れて、中塗の黒漆が露わになることがある。そこで朱と黒とが織り

なす文様には巧まざる趣があり、そのあたりが根来詮の魅力とし

て、茶人等の聞で賞翫された。但し、本作では、明らか』こ朱首長の

表聞を研いで黒漆を露出させており、本来の意味での根来塗t

は似て非なるものというべきだろう。 （小松・古蹟）

74 百聞ハ｝見ユ釦IJカズ



130 

扇面蒔絵長方盆象彦 1枚

Rectangular tray with fan motif in maki-e, made by Zohiko 

大正

史料館No.201IラベルNo.1217
地理12sI京都碕鎗｜大正13年（1924)9月3日｜脱入（27円）

長方形の盆で、立ち上がりの縁を削箇とする。

余体仁黒漆をi会り、金の平目粉をi炎く蒔いた地に、金銀の王r・
蒔絵で開いた扇と閉じた府とをあらわ1九底面は詰梨地とする。

ここにみられるような版国文様は、古くからわが国の人々に好

まれてきた。扇のひとつひとつに物語絵や、四季折々の風物、花

鳥闘がf前かれていて、いわば画中函を鑑賞する楽しみがあるこ

と、さらに、扇の「末広がり」に吉祥文としての意味合いがあるこ

と等がその理由だろう。さりげなく日常の道具を描いたようにみせ

かけて、そこにi架い鹿賀の意を込める。 日本の文様がもっ奥の深

さ、二軍性といったものが、この扇而文様にはっきり示されている

といえる。

なお、この盆を収めた絡の重正義には「平安象彦Jの盤舎があ
り、江戸中期i以来、京都でi奈緒の製造、販売にあたっている大手

漆器商「象彦jの製品であるこtがわかる。 （小絞）

131 

箔地梅樹蒔絵箱 1合

Box with 叩 netree motif on gold foil surface 

大正

史料館No.175IラベルNo.1218
地理126I京都蒔鎗総出蒔itI大正13年（1924)9月3日 ｜隣入（5円）

長方形、わずかに甲盛のある合口造の箱。全体に金箔をM1~ り

付け、遊表には、漆絵に銀i尼~交えて花を付けた梅樹の；文様を

あらわす、箱の内面は潤漆塗、底而を黒i奈塗とする。
きんlI( 

全体に金色を施したあたりは、幕末明治期に海外に大量に輸

出されていった芝山細工を意識したものtみられるが、校法はき

わめて簡略かつ粗放であり、安価な日常品として製作されたもの

と思われる。 （小松）

H 日本を拘1l> 75 



132 

雪月花蒔絵煙草入

Cigarette case with setsugetsuk：品（snow,moon and flower吟
design in maki，・e

大正

史料館No.248

1異

地理119I静岡塗蒔鎗 i大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／輸入
(2円｝

舟を象ってつくられたシガレットケース。紙巻煩草を容れる長

方形丸角の箱l:JiJ・形盆の二脅flからなる。台には島津製作所のラ

ベノレ痕がある。

全体に朱泌を記念り、箱の蓋表には金銀の平時絵を用いて雪月

花の文様をあらわす。月には昔、桜には網干、雪輸には三保松原

の文様がそれぞれあしらわれている。

わが聞の工芸品には、扇而散らしのように、画巾闘を楽しむ工

夫が凝らされたものがあるが、本作の図柄もそのー櫛とみること

が出来よう。 （小絞・古殿）

133 

菊竹金銀絵方盆

Square tray with chrysanthemum and bamboo motif in gold 
and silver painting 

大正

史料館No.216IラベルNo.1220
地理12aI鳳江塗金蒔鎗 ｜大正13年（1924)9月3日｜賜入（1内）

H:主

方形で角をメL（仕立てた盆。全体を朱i奈で塗り、金銀i尼絵に

i奈絵を交えて文様をあらわ1九日縁仁金泥を倹って金地とし、底
簡は県i奈訟とする。
この盆を収めた紙箱には「黒江主食JC記されており、全国屈指

の漆器産地である和歌山県海南市の黒江で製作されたことが明

らかである。

黒江塗は、天正13年（1585）、盛臣秀吉の根来初伐を免れた

工人たちが、この地に流れ着いて漆器の生産を始めたのが起i卵、

tいわれ、分業化の徹底と大量生産によって、 Elltfilliなi奈器の製
作を可能にした点が大きな特色である。 （小松）

134 

花蝶漆絵箔絵長方盆 1枚

Tray with flower and butterfly motif in lacquer painting 

大正

史料館No.240

地理175I八雲塗盆｜大正13年（1924)12日20日｜附入（2円90銭）

長方形、角丸の盆。全体を透i奈で塗り、朱、緑、黄等のi奈に箔

絵を交えて文様をあらわす。

本作品に付属する紙製外箱には「出雲園遊八雲塗Hあり、
これが現在の島根県松江市のあたりで生産された八雲塗である

こtがわかる。

八雲塗は、明治時代に広まった安価な土産品。表面に塗った

透i奈をとおして、色鮮やかな彩i奈の文様をみせるのを特色として
いる。 （小松・吉賢）

76 百｜凶ハー見ニ如 jJズ
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Woven bamboo tray 

大正

史料館No.214IラベルNo.1417
i血1!11270I一閑張角盆｜大正14年（1925)12月21日 ｜蹴入（2円）

日の詰んだ｜川ッ回編で見込を形づくり、立ち上がりに省lj竹を廻

らした方盆。見込から立ち上がりにかけては透泌を塗り、底商を

黒i泰治とする。見込にはw絵に金と錫の箔を交えて流水に沢i潟
の文：械をあらわす。

付属するラベルから、「萩町立工業伝省所Jで製作されたもの
であることがわかるが、この伝溜所についての詳細川不明であ

る。 （小校・脊ID()

H文

136 

透漆塗煙車入 1具

Clear-lacquered cigarette case 

大正

史料館No.247

地理200I光I#形巻煙草入 ｜大正14年（1925)12月21日 ｜窮入（6円）

丸角でJJ同張、 ljl盛のある箱。やはり丸タlで音寺体に丸みのある

銑が付属してL、る。
ぜSしっ

線表は、木地を赤い顔料で染めてから透i奈を主主る赤i奈の手法
で装飾されており、盗咲から見込、盆の立ち上がりには、わざと
のみゐt
撃跡を残して文様とする。

付属するラベルに「讃岐商会問松・r11今井戸」とあり、 香川県高

松市で行なわれてきた彫木漆塗の技法による総物であることが

わかる。 （小松）

137 

桜花堆錦箱 1合

Box with cherry blossom motif in coloured lacquer carving 

大正

史料館No.184IラベルNo.1222
地理130I琉球塗 ｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／麟入（2円）

長方形、 丸fr1、被鑑造の浅い箱。策表にはわずかな甲織があ
り、来盤には手掛けを割る。

益から身4こかけては全体を朱i奈主主とし、底凶のみを黒漆塗とす

る。主主表の桜花文様は:tjl：錦であらわす。1佐官filは、餅状にした彩

i奈の塊を滞〈延ばし、文J隊の形に切って鮎り付けるもので、琉球

i奈器に5~tq守の手法である。

叢表に島津製作所のラベル「琉球塗（那覇地方） Jが貼付さ
れている。 （小松・有脈）

TT A 4>：を知る 77 



138 

水仙烏箔絵蒔絵菓子器 1合

Confectionery bowl with narcissus and birds motif in hak:Iι・8

年代不詳

史料館No.230

やわらかい起伏（照りむくり）のある蓋を付けた菓子機。総体

を黒漆塗とし、水仙の花や烏は金の箔絵で、また、水仙の業や流

水文は金の消粉蒔絵であらわしている。 （小松）

139 

蘭螺鋤花入

Flower vase、吋thorchid motif in mother-oιpearl inlay 

年代不詳

史料館No.107

1口

水牛の角を加工してつくられた掛花入。中央4こ錫製の落としを

はめ込み、 3ヶ所に級金具を打つ。

全体に黒漆を塗り、薄貝螺釧で蘭の文様をあらわしている。

（小松）

140 

富士帆掛舟図蒔絵硯箱

Writing box with motif of landscape at Mihonomatsubara in 
makιe 

年代不詳

史料館No.261

大量に製作された安－価な土産物のひとつ。

1合

長方形被華客：造の硯箱で、蓋表にわずかに甲盛を付け、 重量愛に

手掛けを例る。身の内に下水板l枚を収めている。

全体を黒漆で塗り、 金の消粉を用いた蒔絵に銀蒔きを交えて

文様をあらわしている。 （小松）

1a 1'1 rmハー見ニPUカズ



141 

中国故事蝶釧乱箱 1口

Lidless box with design based on an ancient Chines巴tale,in 
mother-oιpearl inlay 

大正

史料館No.220IラベルNo.1274
地理163I錦繍i!iL笛 ｜大正13年（1924)12月48I木村伊三次郎／寄贈

百L箱は、化粧道具、香道具といった小さな器物を｛反に収める
ための箱。本作品は長方形で、側板に鏑を付ける。全体を思i奈で

塗り、見込に「IIヒ石成羊」の｜国文学と抽象化された人物、羊の文

様を娘細であらわす。

中国の仙人にまつわる故事を集めた『神仙伝jには、ruヒ叱羊
起JI:戸をかけて、そこにあった無数の石を羊に変える、れ、う羊

飼い紫~））平の超能力認が載せられている。 これは、そのエピソー

ドを主題としてつ〈られた作品である。

なお、本作品に付属するf螺剣漆器普及合趣意害』によって、
戦前に、木村伊三次郎tいう人物が、近代朝鮮螺銅漆器の研究
に携わり、その後、製造、販売を企図していたことがわかる。ま

た、箱蓋裏には「天紅鑑作Jの舎入H天紅j印がある。

コラム4
colt』mn 

関東大震災後の標本収集

大正12年（1923）の関東大震災で、学

習院は教材や襟本に甚大な被害を蒙っ

た。博物襟本はほぼ全焼し、歴史地理標

本は一部焼失を免れた民救い出せたも

のはわずかだった。

高松宮家をはじめ、各宮家から書籍等

の下賜を受けるとともに、帝室博物館へ

援助を依頼する等、教材の緊急確保をお

こなった。翌年夏期休暇中には、改めて

各地ヘ教員が派遣され、標本類の再収集

に努めている。大正13年（1924)7月25

日には「今般本院教授板湾武雄ヲ歴史地

（小松・吉成）

理標本蒐集ノ為来ル 月 日頃貴県下

ニ出張致サセ候ニ付到着ノ上ハ万事可然

御配慮被成下度御依頼申上候jと学習

院長名で、新潟、富山、石川、福井、鳥取、

島被各県知事への依頼文が出された。博

物学飯田謙二教授も1導物標本収集のた

めに日本石油東山鉱業所、柏崎製油所、

岐阜県神岡鉱山、石川県尾小屋鉱山等

ヘ出向いている。

大正12年10月から翌年12月までに『寄

贈品取級簿甲J(学習院アーカイブズ所

蔵）にあらわれる寄贈品は191件にのぼ

る。この中には石田幹之助よりの「満州

及支那各地絵葉書J345枚や「モクチン

ヨン娘銅乱籍J(No.141中国故事螺鍋乱

箱）等が含まれる。石田幹之助は板津武

雄の先輩にあたる。おそらく、板津より標

本収集の話を聞き、手元にある絵葉書を

寄贈したと思われる。

白鳥庫吉等が尽力し収集した貴重な標

本類カf焼失したことは、大変不幸ではあっ

た祇 1924年前後という時間を切り取っ

た各地の標本再収集は、費重なコレク

ションが形成出来たということでもある。

（長佐古）

D A本を知lる 79 



142 

狸形盆埋木製 H主

Tray in shape of raccoon dog (based on a Japanese tale〕

大正

史料館No.209IラベルNo.1165
地理74I埋木盆｜大正13年（1924)7月5日｜購入（4円50銭）

狸は、大きく広げた除裂の皮をかぶせて人を化かすという。こ

れはその「狸の千畳敷Jを形にした盆である。美しい木自のある
木地に拭漆を施して、 深みのある艶を引き出している。

見込に貼付されたラベルに「；宮城県高J、『原簿jに「埋木盆J
とあるtころから、本作がいわゆる仙台埋木紛l工であることがわ
かる。

仙台埋木細工とは、市内の育・葉山、八木山一帯から出土する

宵木を材料としてつくられた木製品のこし江戸時代の末期に、

仙台務の下級武士の内戦としてつくられ始め、その後、明治、大

正を通じ、当地の土産品として人気を集めた。 （小松・古蹟）

143 

木彫彩色越後人形

Figurine of labourer in Ech.igo, wood carving, colom加g

大正

史料館No目1s1IラベルNo.1279

1体

地理166I経路人形禄引 ｜大正13年（1924)12月20日 ｜摘入（1円40銭）

宮中、依を釆せた機を曳く成夫をあらわした人形。箱容によっ

て、越後高岡市（現新潟県上越市）の木村初造が製作したもの

であるこtがわかる。 （小松・吉庚）

144 

木彫彩色高砂人形 2体（一対）

Figurine with Takasago motif, wood carving, colouring 

大正

史料館No.198IラベルNo.1396
地理249I奈良人形 ｜大正14年（1925)12月12日 ｜購入（15門）

能の「高砂JIこ笠場する翁と姥をあらわした人形。一刀彫で、全
体に彩色が施され、姥の衣装には金彩が用いられている。いわゆ

る奈良人形の典型作である。議良人形は、春日社の祭礼の装飾と

してつくられたのが始まりといい、平安以来の古い伝統をもっ。能、

狂言を主題としたものが多く、中でも「高砂Jは定番となっている。
なお、「高砂Jでは翁は熊手を持ち、姥は穏；を持つというのが
定型だが、本作では翁の手が破損しているために熊手を持たせ

るこtが出来示停は欠失している。箱裳舎に「奈良人形師木烏

良宗逃之印Jとあって、これが奈良の人形師水島良宗によってつ
くられたものであることがわかる。 （小松・吉蹟）

80 百聞ハ－Jiニ如jJズ



145 

木彫騰置物

Figui ine of hawk, wood carving 

年代不詳

史料館No.200

11吾、

まさに岩から飛び立とうとする騰を彫り出した置物。表面仁黒

色のi宿料を塗って黒檀製ぞ装っている。 （小松）

146 

木彫登山人形 1点

Figur加eof alpinist, wood carving 

昭和

史料館No.179IラベルNo.294
地理294I木彫深山人形｜昭和B年（1933)1月17日｜図阪文穂／寄贈

直符5cmほどの白樺の枝を用いて、 切り立った燈を登る人物、

それを上からロープで引き上げようとする人物のふたりを彫り出し

た置物。白樺の樹皮を彫り残して、ごつごつとした崖の表商に擬

えている。底に「一念」の盤書がある。

この作品については、箱釜表の墨書と『原簿』によって、昭和

8年（1933）に田坂文穂から寄贈されたものであることが知られ

る。この人物及び寄贈の経緯については詳らかにすることが出

来ないが、一部の愛好家による受山ブームが到来したこの時期、

現地で売られていた土産物を持・ち帰り、寄贈されたものであろう

か。 （小必）

147 

松樹鯉蒔絵花入竹製 1口

Flower vase with pin巴andcarps motif in maki-e, bamboo 

大正

史料館No.304IラベルNo.1390

竹製の大型花入である。表面には金の平蒔絵で松と2尾の鯉

をあらわす。松（j:精気溢れる常緑の植物であり、鯉はr.iを笠って

竜になるという。桐に鳳風、梅に策、松に鶴、楓に鹿といっため

でたい植物と動物の取り合わせを瑞禽鶏木というが、この松に

鯉の図も、それらと同様、慶賀の意を込めて拙かれたものだろう。

（ノト絞・育成）

日日本を拘lる 81 



148 

藤編手付箆 1点

Rattan handled basket 

大正

史料館No.139IラベルNo.1399
地理2s2I蔓細工｜大正14年（1925)12月12日 l蹄入（5円｝

I事を納lかく編み込んで形づくった能。果物能等の用途に供さ
れたものであろう。 （小松）

149 

箸・楊枝・菓子切珊瑚製

Chopsticks』toothpicks,k品shiki，、i,white and black corals 

大正

史料館No.236IラベルNo.1395
地理248I自珊瑚海松箸 ｜大正14年（1925)12月12日｜悶入（10円）

1組

白珊T切と海松（黒珊瑚）でつくられた箸、楊枝、菓子切りのセッ

トである。

共箱に貼付された題翁には、「米国／聖路易／前園大博覧

曾／名器／金牌受領／鳥取／名度／珊瑚御箸／鳥取市智頭街

道筋／製造元湯本綾／岡田長太郎（印）」とあり、これが鳥取市

内で製造、販売されたものであること、また、同種の製品が明治

37年（1904）のセントルイス万国博覧会に出品されたこと等がわ

かる。 （小松・吉成）

150 

竹編瓢箪型花入

Flower vase of woven bamboo in shape of gourd 

大正

史料館No.140IラベルNo.1409

1口

地理262I花生館（竹製）｜ 大正14年（1925)12月21日｜購入（14円50銭）

本体は瓢箪を象ってっくり、肩の部分に双耳t鎮を付ける。

表面は片締め編みで、密度濃く編み込まれている。竹製の落と

しが付属している。 （小松）
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151 

風鎮馬蹄石製 一組

Fuchin, obsidian 

大正

史料館No.186IラベルNo.1293
地理1aoI馬蹄石風鎮｜大正13年（1924)12月20日 IR14入（3門70銭）

掛軌を安定させるため剥l端に掛ける風鎮である。共箱裏のラ

ベノレには「博覧会共進会受賞~；有物産瑠璃水晶馬蹄石美術宝

石細工M1 」とある。 本体は馬町JイJと l呼ばれる隠I~支局特産の黒II温

石でつくられ、茶色の糸で納まれた緒と房が付属している。

152 

カフリンクス青璃稲製

Cufflinks, blue agate 

大正

史料鎗No.223IラベルNo.1292

（小松・育成）

一対

地理179I青磁磁カフス釦｜大正13年（1924)12月20日｜踊入（2円50銭）

ドレスシャツやブラクスの袖nをとめるための装身具である。
本体（フェイス）と留具（パッキンクワを青鳴硝でつくり、このふ

たつの部分を銀の鎖で繋いでL、る。

フェイスとパッキングの述結方法は幾通りもあって、現夜では、

T字型のノイッキングをもっスワィグノレ（Swivel）式が一般的だが、

資料は古典的なチェーン式となっている。

なお、日本では一般にカフスボタンと呼ばれるが、カフリンクス

とするのが.If.しい。 （小松）

E 日本を知る 83 



153 

屋形船模型鑑甲製 1点

Miniature boat, tortoise shell 

大正

史料館No.178IラベルNo.1147
地理soI随甲和船 ｜大正13年（1924)2月25日 IJIM入（15円）

Wil1Pでつくられた屋形船のミニュチュア。精巧につくられ、愈

の開聞をすることが出来る。本作の外箱には「長崎市魚ノ町／

江崎尚］占jt記された紙片が入っており、これが今日まで続く長
崎の老舗、江崎盟店甲店で製造・販売されたことがわかる。他甲

(;;t、タイマイの甲からつくられる装飾材料である。江戸時代には、

出応のオランダ尚飢を通じて輸入されたので、長崎で自主甲細工

が撚んに行なわれるよう仁なった。この長崎目立甲創fl工は、特に幕

末から明治期にかけてわが国ぞ訪れた外国人に人気があり、目巨

大な数が土産として海を渡った。明治24年（1891）仁国賓として

来日したロシアの皇太子ニコライ2世も、微行で長崎の街を散策

し、臨甲製品を買い求めたといわれる。 （小松・吉/!IC)

154 

櫛鑑甲製 H立

Comb, tortοise shell 

昭和

史料館No.180IラベルNo.1148
地理296I賠甲クシ｜昭和8年（1933)3月1日 ｜板津武鑓／［寄贈］

髪飾りとして用いられる縦長の櫛。末広がりのおuに4本の歯を
付ける。棟t二lま西洋風の唐草文様が透彫されている。

ヨ~作の外箱益義に貼付されたラベルには、「宮内省f印刷迷雌

申美術品製作所J「各国大博覧会於最高名誉大賞牌受領」「ff
崎栄逃謹製J等の記載があり、これがNo.153「屋形船模型館

市製」と同じく長崎の幻：崎鑓'Iり占で製造、 販売されたものである

ことカfわかる。 （小松・脊成）

155 

濡鶴図鉄瓶南部 1ロ

h、onkettle with motif of crane and waves, Nambu ware 

大正

史料館No.166IラベルNo.1412
地理265I銭甑 ｜大正14年（1925)12月21日｜ 購入（10円）

やや口のす｛ままった寸胴形の鉄瓶。胴に瀞に鶴の文様を鋳出

し、畿には松笠を象った釦を付ける。

南部鉄様は、南部氏が盛lll;Jに拠点を定めた鹿長、元和のころ

に始まったと伝えられるo当初は、茶の湯に用いる釜等の製作が

中心だったが、江戸時代の巾ごろから、鉄瓶を始め、日常生前に

用いる鉄器も盛んにつくられるようになった。

なお、本作に付属する商標紙には、 「岩手l際盛岡市生ヨ豊田f/

南部織瓶／製造元／鈴木徳之助」のスタンプヵq奈されており、
これが明治26年（1893）、 シカゴで開催された万図博覧会で褒

賞者？受けた鈴木徳之助の工房で製作されたものであることがわ

かる。 （小伝・古城）
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156 

菊図象椴壷銅製 1ロ

Flower vase with chrysanthemum motif in inlay, bronze 

大正

史料館No.231IラベルNo.1286
地理113I加賀象起草花瓶 ｜大正13年（1924)12月20日｜鴎入（10円50銭）

すっきりと整った形をみせる丈の高い査である。器｛本（ま銅でつ

くられ、金、銀、四分一を象依して、大輪の花を付ける粥枝の文

様をあらわす。紫檀製の台が付属してL、る。本作に付属する商

標紙には「賞金属装身共／加l賀象依銅器／製作販買／金i事市

北石坂町／棋谷亀六Jtある。加賀前出創立、 2ft手lj長、 3ft'flj
常のころから、工芸技術の発展に力を注ぎ、陶磁、染品』ふ i奈芸
等、様々な分野で独自の境地を持i＜。金了．についても、室町以

来の金工の家系である後藤氏を京都から招いて、万袋小道具の

制作にあたらせ、加賀象l伐の磁を築いた。 （小松・古蹟）

157 

垂飾文象眼双耳壷型花入銅製 1口

Two handled flower vase, inlaid with silver, bronze 

大正

史料館No.303

地理167I銅銭象蔽薄鏑 ｜大正13年（1924)12 月20日 I ~入（11 円）

本体の双l.f資、大きな鍔の付いた受口、 三足付き基台の3音II

からなる花入。双E慌の胴上古flには、垂飾の辿統文様を飢象眼

であらわす。

どのような場面で使われたものか定かではないが、唐物の花入

をイメージして製作されたものであろう。

一般に薄端と呼ばれる形の花轄で、鋳物の産地である富山県

1tlil品！で製作されたものである可能性が高い。 （小松）
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花井草花文茶入錫製 1口

Tea caddy with motif of grass and flowers, tin 

大正

史料館No.264IラベルNo.1143
地理55I丸型錫製茶入器 ！大正13年（1924)2月25日｜賦入（4円80銭）

告書表に梅竹の文械を鋳出した小需型の~~入。 錫の茶入は\il'.'

閉性が尚く、茶葉の保存に適しているとされる。 （小松）

II U本を知lる 85 
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万銘信濃守藤原弘包 1口

／（，αtanasword, 
signed “Shinanonokami Fujiwara Hirokane”，used by Maresuke 
NOGI 

江戸

史料館No.A6

歴史51嬬漆太刀（故乃木院長選物）｜大正2年（1913)3月15日

のた

緩やかに反りをうたせた刀身に浅い湾れ聞の刃文をあらわず。
て

茎仁は「信濃守藤原弘包Jの銘が刻まれており、これが大和手
扱派の流れを汲む藤原弘包の作になるものであることがわかる。

弘包銘を切る万工は数代の存在が確認されるが、本作品が何代

目の手になるものかは明らかではない。

なお、万身には銅製の鋼が付属しており、 その似表側に丸に

菱三ッ巴、裏に市松四ッ伺結の家紋が線刻されている。巴紋につ

いては寺誇らかにし得ないが、 市松凶ッ目結は乃木家の家紋であ

ることが知られており、この刀カ羽木の所用となってから鍋が謝製

されたことがわかる。

f存は鳳i奈太刀称。全体を黒漆塗とした太万梼である。柄には

網ffい緒を巻き詰めて漆で虫食り固め菊花紋を象った日貨を付ける。
ル＜！がぬ ぜめがね ζti

錦、兜金、口金物、 足金物、賞金、鈴等の万装具は全て表面ぞ

黒漆仕上げとする。また、 品賞詣と帯誌の革は紺地に小桜を染

め抜き、太万の緒の革には獅子牡丹の文様をあらわしている。

古様を模してはいるが近代の作であり、弘包銘の刀ヵワう木の

所用となってから、これを太刀tして用いるために造られた持であ
ろう（→コラム5）。 （小松）
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刀銘長盛 1口

J(atcina sword, 
signed“Nagamori”，used by Maresuke NOGI 

江戸

史料館No.A?

緩やかに反りをうたせた万身に浅い湾れ調の刃文をあらわす。

茎には「長盛」の銘があるが、「長」の上方に茎表面を削り取った

痕があり、本来は「平長盛」の三字銘が刻まれていたと推測され

る。平f霊感4こは数代あって、室町末から江戸前期にかけて豊後

高田を拠点に活動していた家系であることが知られている。l時代

の上がる作万に二字銘を切ったものが多いため、 「平Jの文字を
消して古作を装ったものとも考えられる。

ォt?"
なお、茎に4つの目釘孔があるところから、何回かの磨上げを

へて現在の形になっていることがわかる。

務は石地塗打刀務。輸は雲文を浮かび上がらせた石地虫色と

し、柄は鮫皮で包み、紺色の糸を巻いて銅製、 三ッ巴の旗指物
ふち•＇ti 〈，がた

を象った目：買を付ける。錦、縁頭、栗形、鎗等の万装具はいずれ

も銅製で、鐸の表裏には柳に馬、mt.水に桜の文様を線刻し、他
の金具にはニッ巴を彫り出す。

漆工、金工ともに凝った装飾は施されておらす〈全体に地味な

作行をみせる。質実を旨とした乃木の好みに合ったものであろう

か。 （小松）

86 育問ハ一見ニ如flズ
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スナイド、ル銃

Snider-Enfield imported to Japan in the late Edo period 

19世紀
史料館No.AB

歴史133I古式銃｜昭和B年（1933)5月5日｜有馬純尚／寄贈

1縫

スナイドル銃は1866年に使用され始めたイギリス製の銃であ

る。イギリスで18531f.・に開発されたエンフィーノレド銃を後装式に

改造したもの。エンフィーノレド銃は、発射前に火薬を銃口から注

ぎ、様を使って弾丸を押し込むU、う動作が必要であったが、ス

ナイドノレ銃lま薬淡と弾丸が一体になっているため、装填から発射

までの時間が大幅に短縮された。幕末の日本にはエンフィーノレド

銃が多く輸入されており、スナイド、ノレ銃に改造する方法が伝えら

れると全国各地で改造が行なわれた。戊辰戦争では新政府11!.の

主力小銃として用いられ、明治陸軍でも主力小銃として採用され

た。西海戦争では警視庁から派遣された巡査隊も装備した。明

治13:if (1880）に国産の村田銃が陸軍仁正式採用されるt民間
に払い下げられた。弾丸は鉛製で、いわゆるダムダム抑t呼ばれ
るものである。非常1ニ高い殺傷カを持つため、 1907年のハーグ

条約によって使用が禁止された。有馬純尚はNo.31の寄l!信者冶－

J馬華子の長男。 （長谷川）
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スペンサー銃

Spencer repeating rifle 

19世紀
史料館No.A9

歴史133I古式銃｜昭和8年（1933)5月5日｜有馬純尚／寄贈

1挺

スペンサー銃は、 1860年にアメリカのスペンサ一社によって開

発された管状列i倉装填式・手動操作式のレバーアクションライフ

ルである。チューブ式の弾倉を銃床尾に掃入する、世界初の後装

式述発銃である。南北戦争において北寧が使用したことで知られ

ている。当館所蔵の銃は銃身が短〈、馬上での取り回しがしやす

く改造された騎兵銃（Spencercarbine）である。通常のスペンサー

銃t比較して騎兵銃の命中精度は低い。 また、装~ljl機構に故障

が多く、弥倉の強度に問題があったため、米国陸軍で正式採用

されることはなかった。

スペンサー銃・スペンサ一騎兵銃は南北戦争の払い下げ品が

幕末に輸入され、大鳥圭介が率いる幕府歩兵隊や鍋島務が装備

していた。戊反戦争や西南ll党争でも胤いられたが、比較的高価で

あったため国内での現存数は少ない。 （長谷川）

H 日本を知る 87 
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鳥追銃砲 1縫

Firearm for deterring birds 

年代不詳

史料館No.A10

歴史133I古式銃｜昭和8年（1933)5月5日｜有馬鋭尚／寄燈

一見したところ、ライフル銃t問機の形態であるが、銃身の先
端下部にレバーが付けられており、 一般的な銃猟の発射は出来

ない。「鳥追い銃砲」として鉄砲刀剣類所持等取締法に筆記され

ていることから、猟銃として生産された銃を改造した特殊なタイ

プと考えられる。薬爽が付属した弾頭を銃口に挿入してレバーを

引き、銃尾（射懇する際に肩に当てる部分）を地而に付け、 45～

60度の角度で斜めに発射するものであろう。発射する弾頭の種

類は、散弾或いは手稲弾型と考えられる。戦前の学習院におけ

る教練に使用されたとすれば、機蝉筒（小型の迫慾砲）の発射

訓練用とも考えられる。なお、本資料には銃口と楽室に鉄の棒が

挿入・溶接されている。また茶室と銃身にスリットが施され、トリ

ガー・メカニズムは動作しない。 （長谷川）
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火縄銃

Matchlock gun 

年代不詳

史料館No.A11

底史133I古式銃｜昭和8年（1933)5月5日｜有馬純尚／寄贈

1 II! 

檎迭の!f'S：・徴としては外パネ式であること、目当（照準器）は前
方に向かつて緩やかにカーブする納型であることが挙げられる。

八角形の銃身を持ち、銃身と銃床は目釘ではなく鉄製のリング

で固定されている。全体の形状を見る限り、用心鉄（引き金を取

り閤む金具）が取り付けられているこtを除けば、備前で製作さ
れた備前筒の特徴と多くが合致するが、製作年代や生産地等の

詳細は不明である。江戸時代の作とは思われるが、江戸の中期

以降、主要な生産地以外でも合図的に広〈火縄銃の製作は行な

われており、形状のみで生産地や1時代を判別することは困難であ

る。

銃床には花の形の飾象依があるが、無銘。カラクリ（発火装

置）は正常作動し、火蓋の開閉にも問題はない。なお、本来銃身

の下に収まっているカルカ（梨杖：弾丸装填用の様）は失なわれ

ている。 （長谷川）

BB 1当問ハー・見ニPHJカズ
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西南戦争使用銃弾 30点

Bullets, used in Kagoshima Rebellion (Seinan Wat) 

期治

史料館No.191・210・213・219・185
歴史185I明治十年西南ノ役使用小銃強 ｜昭和13年（1938)6月29日｜
久米E七郎／寄隠

西南lj党争で用いられた銃抑類。ドングリ型をしたものは、使用

前は動物性グリスで塗り回められた紙製薬淡に収められており、

エンフィールド‘銃、スペンサー銃、スナイドル銃等の銃弾がこれ

にあたる。 球体のものは、火純銃等、旧式銃の~ljl丸と推定され

る。薬爽は、エンフィールド銃を後装式4こ改造したスナイドノレ銃

のものであろう。西南lj役争では新旧の銃が入り乱れて使用された

ことから、本資料にも各秘の銃~ljlが混在している。

火純銃を除き、西神i戦争で用いられた銃（ミニエー銃の派生

君l.）の銃身内部にはらせん状の筋（ライフノレ・旋条）カ｛_Aっている

ため、銃弾は高速で‘回転しながら発射され、威力が高い。また、

銃~ljlにはタミシエ・グノレーグと｜呼ばれる線が刻まれており、怨中で

の安定性を篠保する。銃や聖位丸の改良によって銃部の威力は増

したが、これら鉛製の銃弾（;J:、被弾の際仁変形して潰れ（いわゆ

るダムダム弾）、人体に大きな娯傷を与えることから、後に陸戦法

規で使用が禁止された。 （長谷川）

乃木希典

学習院第10代院長を務めた乃木希典

は、長州出身の陸軍軍人である。西南戦

争、 日清戦争、日露戦争に出征し、また

陸軍の軍紀粛正にも関与した。日露戦争

においては、第三軍司令官として旅順要

塞攻略作戦を指慢した。作戦は多大の犠

牲を伴い、その激戦i;t203高地の戦いに

象徴される。日露戦後、乃木は皇孫教育

を明治天皇から託され、学習院長に就任

した。全寮制を導入するとともに、質実

の任にあった。現在も、学習院には乃木

ゆかりの建築や史料が多く残されている。

乃木が学生と起居をともにした宿舎は

「乃木館jとしてキャンパス内に保存され

ている。またその横には 「御榊i宣Jがあ

る。これは、明治42年（1909）に行なわ

れた明治天皇の学習院行幸を記念し、 乃

木が自費で造営したモニュメントである。

台湾、朝鮮半島、様太や旅順要塞等、「日

本帝国Jの国境から採集した80伺の石
剛健を旨とするいわゆる乃木式教育を行 が前方後円型の檀を取り囲み、中央には

ない、 大正元年（1912）に自決するまでそ 天覧の榊が植えられている。

学習院大学史料館、学習院大学図書

館、学習院アーカイブズには、関連の史

料が所蔵されている。乃木の死後、遣さ

れた親族から多くの遺品が学習院ヘ寄贈

されたからである。それは例えば、剣道具

や着用していた軍服・靴といった日常の品

から、自筆の害、写真、花瓶等多岐にわ

たっている。軍服や万剣、盃、煙草入等は

「院長在世中ノ寄贈品jとともに歴史地

理標本室に保管され、学生の教育資料と

しでも活用されていた。 （長谷川）

H 日本 を畑lる 89 
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紺紙金泥大般若経断簡

Fragment of Daiha.nnyα，kyo (Mahapr司jnaparamitaSutra) 
written in gold letters on dark blue paper 

要員良

史料館No.321-45IラベルNo.1484

H主

歴史94I紛紙金泥沼経断片｜昭和4年（1929)11月13日｜浅野長武／寄
婚

この断簡は、唐の玄奨三蔵の訳になる大般若波羅密多経（い

わゆる大般若経）600巻のうちのもので、巻89のなかの「初分

水般若品第27の1Jの一郎であるが、書写年代は不明。現状で
は、巻子の貼り継ぎがはがされていて、料紙l枚分のみが残され

ており、表面右端には、はがし取った際の糊跡が2mm帽で残る。

上下端はj京状のまま。寄贈者浅野長武は東京国立博物館館長を

務めた。 （鍾江）
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紺紙銀泥華厳経断簡（二刃堂焼経） 1枚

Fragment of Kegoη・kyo(Avatamsaka Sutra) in silvel'目letterson 
dark blue paper (Nigatsudo Yakegy~ぅ

奈良

史料館No.321-46IラベルNo.1485
歴史95I紺紙銀泥沼紐断片｜昭和4年（1929)11月13日 ｜浅野長武／寄
贈

下半に焼けた痕跡があり、寛文7年（1667)2月13日夜から翌

朝にかけての東大寺二月立のお水取りの際tこ二月主主が失火炎上

し、その焼跡からみつかったいわゆる二月堂燐経のひとつとみら

れる。二月堂焼経は奈良時代の天平年間のものとされ、紺紙銀

泥絞としては、日本に現存する最古のものである。 この｜折簡は、

東晋の仏駄駿陀維（プッタシfッダラ）の訳になる60巻本の大方広

仏来厳経（いわゆる主将厳経）の巻48「入法界品第34のSJのー
ぜんがい

帝flで、普財童子が教えを求めて様々な人々に出会う話が記されて
いる。 （鎖江）
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本資料は、戊辰戦争中に、新政府軍側の東山道鎮撫総督執事

が東山道諸国村々の役人に出した遥の刷り物を板に貼ったもの

で、高札の一種とL、えよう。高札は、法令や禁令を板札に患で直

接記すのが一般的であるので、このようなタイプのものは珍しい。

戊辰戦争は、厳応4~ ( 1868) I H 3日鳥羽・伏見の戦いに始ま

り、 l年5ヶ月にわたって阿H本、東北、北海道等各地で繰り広げ

られた内戦である。新政府は、全国平定のために東征軍を編成

し、東海道、東山道、北｜援泊に分けて進軍を行なった。東山道は

畿内と東山道諮問を結ぶ、幹線道路で、＊山道鎮撫総督には岩倉

具定（共視次9:1）が任命され、 1月21日に京都を進発した。関東

下向にあたって、東山道鎮撫総督は、 E誌の統制を図り、人民の信

頼を得るために逮を数通山している。そのうちのふたつの達（高

札）で、 ①は、街道筋の窮民の救済や忠臣・孝子・義父・節婦等許

判の高い者には褒美を与えるので申し出よ、という内容。＠は、 i該

野;Jt・（公寿）や絞小路（俊実）の家来と偽り、略本・無法なことを

する者逮がし、たら捕えて本陣へ訴え出、もし手向かえば討ち取っ

ても良い、という内容。公卿の滋野井や綾小E創立、当初官寧の先
鋒として認められていたものの、のちに偽宵寧主みなされ処分され

た相良総三半いる赤報隊の結成に関わった人物である。 （丸山）
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史料館No.131

Official bulletin board erected by Pacification Governor 
General ofTosando Road during the Boshin War 

東山道鎮撫総督達（高札）
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2枚『校刻日本外史』板木

Woodcuts of “'Nihon Gaishi", a book w1・itten by Sanyo RAI in 
the Edo period 

『日本外史』は武家の興亡を沓いた頼山陽の著作（1827年成

立）で、幕末の隊王様夷運動や勤王思怨に多大な影響を与えた。

明治以後はi英文の素読教利書に採用された。
出版されたrl:l本外史』は80余種に及んだが、木資料はー而
10行22'.7・で、訓！.＂f..・頭訟はあり、ノレピはない。これらの特徴と板

木上部に「松平家Jt刻まれているこtから、「川勉版円本外史j
と呼ばれる博除M:のち松平家蔵版『校刻円本外史Jと推察され
る。

博同教堂は、直基系越前松平家8代目当主で川越滞主松平斉典

(1797～1850）が創設した藩校である。『校刻日本外史jiま藩儒

保岡嶺南の校前により天保15年（1844）に成立。全22巻12冊。

1専l倫堂蔵版は第l・2版までで、改刻後の第3版から第14版まで
は松平直方・伯爵松平基則が継泳し、明治39年（1906）に版椛

は消滅した。

現在、学習院大学史料館には巻3について表・裏2丁張、 2枚

の板木がある。『校刻日本外史』の板木は川越市立博物館松平

大和守家文庫にも収蔵される。 （藤貧）

問治

史料館No.124
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『山陽先生金側山懐古詩帖』板木 5枚

Woodcuts of“＇Scinyo-sensei Kongo-san Ka:iku sh'ijo”，a book 
of Chinese poems on reminiscences of Mt. Kongo written by 
Sanyo RAJ 

明治

史料館No.65IラベルNo.1506
歴史113I山陽曾木版｜昭和6年（1931)5月6日 l小林茂／餓入（30円）

頼山陽lま事官業書家ではなかったが、彼の舎は多くの人々を魅了

しt.'it、詐価を受けた。山陽没後、その名声が高まるにつれて、そ
の遺墨を求める人も増えていった。

書名『111陽先生金剛山懐古自主帖jは板木に刻まれた題集によ

る。板木には刊記「明治十五年八）J十二日御届、同年同月出版J、
翻刻人の名前が「静防l県遠江国怨田郡見付宿泊．六番地古沢良

作jl：ある。但し、刊記・名前ともに木片で繕う「jJfl.め木（入水tも）」

が施されており、古沢良作は版権を他から購入したものt推察さ
れ、従って成立年代は明治151¥( 1882）を遡る。

本文はー而4行5字の大きな文字で、左右の天地が逆になっ

ている2丁張。 l丁分の料紙の械怖は狭〈、折本の習字用教科書

の板木であると思われる。

現夜、~：＇＆＇I淀大学史料自lHこは表・裏2丁張、 5枚の板木がある。

171 

明治教科書板木

Woodcuts of textbooks made in the Meiji period 

朗出J日

史料館No.33・13IラベルNo.1507

（藤貨）

6＋.主

歴史114I古木版（版木）｜昭和6年（1931)5月6日 ｜小林茂／館入（9円）

①・①明治8年（1875）文部省刊、師範学校編f日本目白史j下巻。
①明治 15 ~刊、古沢喜代作編『開明字林大成j。 IL＼版人はぜi

沢良作。

＠明治15年刊、阪部退闘編 『 日用自在女~文』。 出版人は

古沢良作（静岡県下遠江田磐同郡見付駅百六番地）。

＠多色摺り用の板木で、板商の形式は上段に松平太郎・寺島

宗則、玉乃世履・三好重臣についての120字ほどの時伝、下段に

肖像画と和歌を載せる。

＠文部省刊『小学読本j巻2。各府県で発行されており出版人

は不明だが、内容から田中義廉が編輯したアメリカのワイルソン・

リーダーの系統とわかる。

①＠以外には挿絵があり、いずれも本文と同じ板木に膨られ
ニぐむも（！IA

ている。つまり、明治20年代に盛行する木n木版ではなく、板白
木版である。従って、年代不詳の＠＠も明治10年代までに彫ら

れた桜木であろう。 （藤貨）
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コラム6
column 

帝室博物館と学習院

明治10年（1877)華族会館により開

校した学習院は、同17年宮内省所管と

なった。同5年に開館した博物館は同19

年宮内省図書寮の付属になり、学習院と

閉じ宮内省所管となった。博物館は同33

年に帝室博物館と改称された。

同じ省内であったことから、学習院で

は関東大震災直後の9月6日には博物

学教授飯田謙二を帝室博物館に派遣し、

助力を依頼している。

帝室博物館は長年、動・植・鉱物標本

を主とする天産部関係資料の譲渡先を

模索していた。大正13年（1924)8月16

コラム7
column 

宮内省移管資料

学習院には昭和大礼（即位礼・大嘗祭）

に際して調製され宮内省から保管転換さ

れた装束類が伝存している。洋装が取り

入れられた近代日本において、大日本帝

国憲法下における登極令に基づいて初め

て行なわれた大正の則位礼に際しでは、

儀式に応じて多数の装束が調製された。

『大礼書類J＋八ノ五には大礼以後にお

ける束帯・衣冠等の取り扱いが記録され

ている。「大礼二関スル儀式ニ於テ職務

上束帯又ハ衣冠ヲ着用シタル者ニハ其

束帯・衣冠ヲ附属品卜共ニ（威儀物ヲ除

日には帝室博物館総長大島義傭より学 館総長に異動し、着任3日後に関東大震

習院長宛に「当館天産部列品ヲ文部省ヘ 災に遭遇した。

引渡ノ件ハ進捗致シ候問責院ニ於テ御 その後も大正15年（1926）には「歴史

希望ノ列品ハ此ノ際至急其ノ品名御申 及美術二関スル写真版絵葉書類j寄贈を、

越相成度候也jとの照会がきている。こ 昭和2年（1927）には「ブ‘ランク‘インのエッ

れに対し学習院はr~米利加猿j等1DJ点、 チング額5面jの借用を、同4年にはf正

と陳列箱の保管転換を回答した。最終 倉院御物図録jの寄贈を願い出ている。

的には記録上3040点の標本が学習院ヘ 帝室博物館は昭和22年（1947）より

保管転換されている。これらの標本（約 国立博物館に、同27年より東京国立博

300点）と陳列箱は現在学習院高等科 物館と改称された。歴史地理標本室ヘ

標本保管室に収蔵されている。なお、こ No泊 6「紺紙金泥大般若経断簡Jを寄

の時期の帝室博物館総長大島義備は初 贈した浅野長武も同26年より国立博物

代女子学習院長を務めた後に帝室博物 館長を務めている。 （長佐古）

ク）下賜スルコトjとされ、「大礼使高等 京都博物館・遊就館・徴古館に対して宮

官（奏任取級ノ嘱託ヲ含ム）ニシテ職務 内省大臣官房用度課からの送付が確認

上京帯ヲ着用セサル者二ハ、其ノ官階二 される。この中には当時宮内省の管轄下

応シ即位礼当日二着用シ得ヘキ京都ヲ下 にあった学習院への装束類の保管転換

賜スルコトjとなり、予備として調製され についての記述はみられないカえ同月20

たものと頒賜の残余は内閣と宮内省に引 日付で学習院に今日に伝わる装束類が

き継がれた。 保管転換され、翌年2月に『原簿j登録

大正大礼を先例として行なわれた昭 されている。奉仕者に賜与された装束類

和の即位礼に際しでも、大礼後に装束は i立、戦中戦後の社会変動の中でその多く

着用者や関係機関に賜与された。昭和 が今日に姿を留めていない中で、一異が

の『大礼録j二二引継ノ部によると、昭 揃って伝わる貴重な資料といえよう。

和4年（1929)5月30日に、 内閣・恩賜 （田中潤）
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伝応神陵古墳出土水鳥埴輪 1体

Haniwαfigure of waterfowl 

古1買

史料館No.285

騰と尾の先端部を欠くが、 lまぼ完全な水鳥形埴輪である。低

い円筒台部上の鍔に乗る水鳥は丸く膨らみをもっ。メLt、頭部前面

に一対の円穴による阪があり、体部上半に一対の翼が付き、~下

から鍔上まで粘土紐による脚が付加されるが水かきは表現され

ていない。頭部・脚部を除く全面tこ刷毛目が施され、円筒台部内

面仁は輪積痕跡が見られる。 JI台土には石英・黒雲母の小磯が混

じる。焼成は著しく良好堅致で、表面は須恵質に近い灰白色を呈

する容窯焼成品である。

この資料は、 『原簿jには記載されておらすミ収蔵の経緯・年代

が不明ながら、昭和24年（1949）春に歴史地理標本室が解体さ

れるまで「畿内某衛隊出土水鳥埴輪Jのラベルが付されており、

宮内省から譲渡された資料であり、「某帝陵」とは河内の応利I[凌

t伝承されていた。現在、東京国立博物館には明治45年（1912)

に宮内省諸陵寮から移管された応神陵（誉回御廟山古墳）出土

の類似した水鳥形埴輸が12～13体収蔵されており、同22年6

月の応事11陵内濠淡深工事中に出土したことが知られている。本

資料も、これらと同時の出土であろう。東京間立博物館所蔵の応、

神陵出土水鳥形植輸には大小2種があるが、資料は小型に属し、

大小ともう世紀初～前半の製作と推定される。 （岡田）

173 

子持ち台付費形須恵器

Pot with high stand made in the 6th century AD, of the late 
Ko.fnn era, Sue ware 

古蹟

史料館No.A12

1点

祭記用の須恵器で、丸い壷の上音IIに3個の小形士甘、 一段透し

孔が三方にある高台が付く。古墳時代後期6世紀の作である。

昭和24年（1949）の歴史地理．標本室解体時には完形であったが、

現在は破鍋後に接合復元され、小形士甘1個が失われてL、る。 『原

簿』仁は記載されていないが、歴史地理標本箆解体時まで「奈

良県磯城郡柳本村出こl：」のラベノレを伴っていたので、水鳥埴輪

と同じく宮内省諸i凌寮からの移管と考えられる。高台の内而に後

に替かれた「奈良県柳本」の文字がある。 （岡田）
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砧中学校7号墳出土遺物 一括

Relics excavated from the 7th Tombs of Kinuta Junior High 
School, including iron swords, spears and arrowheads 

古1員

史料館No.115・119・123・312

本資料は東京都世田谷区砧中学校古墳群（旧喜多見古漬群）

7号墳の／II土進物で、①鉄刀2点、 ＠鉄剣・鉄ヤリ6点、 ①鉄鍬

11点がある。欽刀は中央被葬主体を挟む位置から出土したと推

測される。万身部の半ばと鞘口付近には水質が多〈遺存し、 l街而

倒卵形の鞘を有する。鉄剣、鉄ヤリは別個体の柄古IIの木質が付

着－しているものもあり、複数重ねて納宣されていたことが窺える。

鉄鍛は銅鉱を模倣したいわゆる「:tm1葉形鉄鉱」である。

戦前、喜多見古墳群は宮内省御料地に編入されており、学溜

院中等科施設の建設が予定されたことから、子野室陣物館内藤政

光の指導のもと昭和17・18年（1942・43）に学習院史学会により

発掘調査が実施された。これらの資料は南武蔵の古境文化を滞

る上で重要な考古資料として高く評価されている。 （橋本佐）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・F① 

＠ 

6除

175 

多賀城跡出土手描き重弧文軒平瓦片 1点

Roof tile for eaves of Tag勾OCastle 

奈良

史料館No.150

多賀城跡は宮城県多賀城市市川にある古代城柵跡で、陸奥国

府が置かれ、奈良時代には鎮守J仔も併置された。養老・神亀年

間（717～729）に創建され、天平宝字・6年（762）前後に改修、宝

亀 11:$ (780）の反乱、貞鋭11年（869）の地震で被災したが、そ

の都度復興された。軒平瓦は建物尾根の軒・先を飾る瓦で、 2本の

手書き沈線で瓦当を飾り、顎下に鋸歯状の沈線がある。多賀城

創建期の瓦である。 （岡凶）
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不破関跡出土平瓦片 1点

Roof ti le of Fuwanoscki Barrier 

奈良

史料館No.35IラベルNo.35

上面に布目圧痕、下両に縦方向の純叩き痕のある一枚造り平

瓦の破片で側面11:下端のー郁を残す。添付の明倫中学校付属博
物館ラベルに「古瓦片一枚明治四十五年二月十五日侯爵家ヨリ

下附美i農因不破ノ閑ノ古瓦破片ナリ本館備品JI:記され、収

納の木製小箱蓋に「不破関古瓦一個j、室長夜に「明治凶十五年

十月十五日奥方様美i農関ク原故鍛御実視之fiVJ同所附近ナノレ三
輪普四郎方ニ街l休憩在ラセラノレ其折同人ヨリ之ヲ政j；ス（云々 ）J 
が墨書されている。不破関は、古代東山遣の関所のひとつであ

る。 （阿In)

177 

智識寺跡出土丸瓦片 1点

Roof tile of Chishikiji Temple 

奈良

史料館No.47

智識寺は河内国大県郡（現大阪府柏原市）にあり、奈良時代

に民間の仏教信仰者によって建立された薬師寺式伽叢配置の寺

院で、天平12年（740）立寄った聖武天皇が安置された丈六の盛

会那仏を拝して大仏造立を発願したといわれる。平安時代以降

次第に衰微し、現在は廃寺。資料は行基葺きの丸瓦片で、内而仁

「太平寺瓦片明治四十四年三月所獲Jと朱書される。 （岡田）

178 

八王子付近出土平瓦片 1点

Roof tile of the Nara period, excavated near Hachioji 

奈良

史料館No.58

下端と左側面の一部を残す平瓦片で、上（凹）而仁は全面に

布抑圧痕（布目）、下（凸）＇ 1面には一郎磨り消された斜裕子n11き

文が認められる。下而に「八王子附近 口口口」の鍾書がある。

東京都八王子市から多摩市のいわゆる南多摩丘陵には多数の古

代窯跡群が点在し、武蔵医l分寺等に製品を供給していたことが

知られるが、同時に官置に瓦を使用した竪穴住居跡があるので、資

料が窯跡出土品1:1ま断定出米ない。 （附闘）

96 百聞ハ一見ニ卯IJカズ
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宝塙形泥塔 4点

Clay stupas 

平安

史料館No.117

泥搭l立、 『仏l~Uli格延命功徳経Jr ~！！PJ百ゆ光大Vi~N在尼経』 に

依拠した密教の修法の「i尼塔供養作法Jにより消i争な粘土をこ
ねてlliに入れてつくられた小塔で、末法思想が普及した平安U~＇、代

後期から鎌倉時代に多数製作、供養された。これらの資料は『原

簿jに記載されず出土地不明ながら、｜両lー遺跡11¥:1ニと推定され

る。いずれも平安時代後JUJの作で、 ①は察故調llJt混じりの粘土

を表裏ふたつの型にいれて成型し、 円形の台・塔身・傘・相輪か

らなる定塔形を起する。成而の中央に小火がある。①・＠も①と

同様だが、 ①lま小形でJft.加ーの小プてが無い。 （同nl)

180 

法華経第六巻瓦経片 1点

Ceramic plate with written sutra 

平安

史料館No.4

瓦経は粘土板に経典を箆等で除草lj書'Ej＇.し焼成したもので、末

法思想が流布した11・Ill：紀後半から12世紀後半にかけて日木で

製作された。資料は良質な粘土製のJi経｜祈片で、表裏両面に界

線t縦罫線で割付けられた経文が24行にわたり箆省されてい

る。経文は「妙法運華経第六巻分別功徳品第十七Jの一帯IIで
ある。資料の官lリ商下古j）に「三重脈経峯11けてHI墨書されるが、

三重県内には類似した瓦経を出す「経峯J/,;t~[li （、類似した瓦経

が出土する遺跡は三重Y,H:P-勢市内の小野坂経塚と平等提山経塚
仁l現られる。 特に小野塚経塚出土のぷ安4~・ （ 1174)5月291:1伊

勢事11宮外宮禰：自：の度会氏一肢を椀魅として製作された妙法蓮華

経第六巻末尾奥容の瓦経片に、資料と阿賀で近似した室長跡をも

つものがあり、資料は同時仁つくられた瓦経と推定出来る。『原

簿』では確認出来ないが、明倫中学校付属博物館からの移管資

料と推定される。 （同制）

、』ーー－’
① ① ① 
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東福寺銘軒丸瓦片

Roof tiles for eaves ofTofukuji Temple 

①室町 ②～⑤江戸

史料館No.①64，②67，③66,@3，⑤55

5点

歴史162I東福寺及仁和寺瓦｜昭和11年（1936)10月10日 ｜閉倫館中学
憎物館／移管

東福ミHt.、京都市東山区本町にある臨済宗の禅寺、鎌倉時代
初期の公卯II九条迫家の発願で京大・輿梅雨寺の一字をとり名付

けられた。建設の途中で事ji宗を取入れ、聖一国師円T~ifを開Illtし
た。会堂宇の完成は文永10年（1273）で発願以来35年を要した。

東福寺の？を宇は仏殿・法：段・方丈等の禅院伽夜、五11¥:t持・i往I民主主
等教学の：）£搭、景勝金剛院（阿弥陀堂）等があり、禅・天台・兵

言三宗昔ft修の道場であった。鎌倉時代末の元応元年（1319）の

大火で伽藍主要部が焼失、再建工事は応永年間（1394～1427)

まで遅れた。室町l時代の五111宵守allJ皮下で京都:Ji.山に列し、袋

臣氏・徳川氏にも庇護された。①lま瓦当面が完存するが丸瓦部を

欠き、瓦当l勾区跡、文帯内に「東福寺jの3文字を配する。裏而貼

紙に「東福寺翌一国師開祖建築ニ係ノレ嘉納年間ノ物古主Z:H.
墨書されるが応永年l問再建時の瓦である。①・①は珠文’:ii内に守

名を配する軒丸瓦の瓦当部破片で、丸瓦音IIを欠く。？邸主主ヰなるが

ともに慶長年間の作。＠・⑤も瓦当のみの資料であり、内lむニ「東

福寺Jの大きな文字を配する。「編J字は「踊Jで①～①の「稲J
と異なる。ともに享保年間の修理！瓦。 （附Lii)

182 

京都方広寺出土軒丸瓦片

Roof tiles for eaves of Ilukoji’I'emple 

CDR桃山③江戸
史料館No.①59，②40,@25

3点

方広守は、京都市東山｜メ大和大路正而茶屋町にある天台宗の

寺。天正14年（1586）豊臣秀吉ーが鎗立、大仏を安置した。慶長元

年（1596）の大地震で倒壊、同17年秀頼カf再建したが党鐘銘文

を巡り徳川幕府と不平日；を生じた。寛文Z年（1662）の震災で彼i袋、

党政10年（1798）に木造大仏も雷火で焼失し、天｛来年中（1830

年代）に再建された。①は瓦当の内区に｜勾j享の1』；三桐文（盛岡

氏家紋）を入れた軒丸瓦で、瓦当京半部の破片で丸瓦部を欠く。

裏而に「；京都大仏Jの朱替と「民党庵僧曽我五J憎の織」の昼告：

があり、添付された椋本札に「古瓦豊公ノ建築ニ係Jレ物得ll官

者曽我徳丸Jと密かれている。天正年間の製作。曽我徳丸は岐
阜，県Ill身の陶商工である。曽我から明倫中学校付属1専物館を絞
て、学宵院に移管されたt推定される。①は瓦当而のみの瓦で向

じく五三桐文が内区にあるが線摘。秀樹再処H古・1:思われる。①

は丸瓦告IIを削り務tした瓦当のみの瓦で、内区の珠文帯の中央に
Ji.巻三巴文を入れる。江j.. J・1時代の再態瓦である。

（陶Ill)
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名古屋七ツ寺所用鬼瓦片 1点

Ridge-end Lile of Nagoya Nanatsuclera Temple 

江戸

史料館No.63

七ツ寺は愛知以名古屋市中区大須Lこある真吉宗智山ilf<の長

福寺の別称。 はじめ応援団中島t~；七ツ寺村に所在と伝えられる

が、！盆i長16年（1611）現在地仁移転、本保15:'.f.(1730）尾張百年主

の祈願所、一同の創！il.i'iとなった。燃し焼成されたl府以色の鬼瓦

の側副官II破片で鬼而Iま遺存しない。外耐に「元禄三口J（元禄3
年、 1690）と大きく!t!:書される。また、豪雨に「名古屋七ツ寺」と

朱書される。明倫中学校付属博物館よりの移管資料とみられる。

184 

仁和寺銘軒丸瓦片

Roof tile for eaves of Ninnaji Temple 

江戸

史料館No.29

（｜吋閏）

1点

歴史162I東福寺及仁和寺瓦 ｜昭和11年（1936)10月10日 ｜問倫館中学
i噂物館／移管

仁和寺は、京都市右京区御室大内にある真言宗の寺院で、光

孝天皇i制11.願で造常、仁和4年（888）金堂竣功で年号により仁和
寺t名付けられた。宇多上皇はよ!i守で出家し、法皇の御室（僧
房）がつくられた。以降、江戸時代末まで代々皐族の御室がつく

られ、平安l時代から鎌倉時代にかけて寺内の子l淀や！占j辺に多数

の寺院が造常されたが、応仁2iF(l468）に：J;;;：塔全焼した。寛永

年間（1624～44）皐店の紫良殿・i背板、股が金:5¥・御影堂として移

処されると、五重塔等の堂搭・チ｜淀が再興された。資料の瓦当は

完存するが丸瓦青IIはわずかに遺存するに過ぎない。瓦主!iの内区に

f仁和寺Jの3文字を配する。磁面に「京都御室御所Jと墨書
された和紙が貼付される。寛永年｜尚以降の再興で使用された瓦

である。 （同Ill)
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東大寺大仏殿銘軒平瓦・軒丸瓦片 2点

Roof tiles for eaves of Toda詰iTemple 

江戸

史料館No.①20，②54・6

米大寺は議良市雑司目Jにある華版宗総本山。聖武天皇の金

銅!i11合力II仏造立の発願により処立された寺院。天平日書宝4年
(752）大仏開眼供養が行なわれた。大仏殿は治承4年（1180）王子

1li:衡の兵火で炎上、重i原の勧進で悠久6年（1195）禅建。永禄10
年（1567）三好・松永の兵火で訴ぴ焼亡、公皮，の勧進で宝永6年

(1709）規模を縮めて再建された。①は軒平瓦左半の破片で瓦当

内lズの 711A1の円内に 「米大寺 rn；宇）大切I~殿」を配する。②は軒

丸瓦彼片で、瓦当内区刻、文帯IAJIこ①と同じ文字－を配する。ともに

江戸時代の再建瓦である。①仁「曽我徳丸」の製書があり、 曽我

から明倫中学校付属博物館ぞ縫て学宵践に移管されたと推定さ

れる。

186 

唐招提律寺銘軒平瓦片

Roof tile for eaves of Toshodaiji Temple 

江戸

史料飽No.7

（附Ill)

1点

唐lr:HT::守は奈良市・五条町にある律宗総本山。鑑真利上が天

平宝字3年（759）寺院を建立、唐fH提寺と名付けた。平安時代
に洗廃したが、鎌倉p~；代に復興が｜到｜ られ、 j_t:)ニii時代にも徳川綱

吉の母桂昌院らの庇殺を受けた。 瓦当の！付区に「 ~.!f招旋律寺J

の5文字を配した江戸時代の粁王子瓦である。 （岡凶）

187 

長崎税関銘軒桟瓦 H:主

Roof tile for eaves of Nagasaki Custom House 

問治

史料館No.89

歴史155I朋治六年菊御紋付長崎税関屋侭瓦｜昭和10年（1935)11月15日
｜長崎税務署／寄贈

長崎税関は長崎市にあり、長崎巡上所の後身で、関税・噸税

徴収、輸出入貨物・船舶等の取締り、保税倉庫の管理等を行なう

機関。資料はほぼ完全な粁桟}Lで、丸瓦の軒先に十六弁－術花紋、

τJ!瓦の軒先に「長崎税関Jの4文字が陽刻されている。 c r羽田）

100 訂1111ハ一見ユ如;IJズ
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工部大学校所用ジエラーjレ洋瓦

I～cnch-style roof tile of the Imperial College of Engineering, 
made by Gerard 

問治

史料館No.76IラベルトJo.129

H主

歴史129I 18工部大祭瓦二校｜昭和7年（1932)11月2日 l若王子文健／
寄贈

より爵若王子文世I!から受贈した資料で、「AGERARD YOKO-

HAMA.J銘文乾拓t「袋災記念品 llJ工音I＼大学屋根瓦」と墨書

の和紙が添付される。工部大学校は明治時代初期に工剖11"1が
設置した工業技術の高等教育機関で、東京市麹町ix：.－：年町（現

千代田区織す関）の虎ノ門仁フランス人建築家ボアングィル設計

の大学校本館・左翼館により明治11年（1878）開校した。同18年

工部省廃止によって文部省消舶、帝国大学（現：＊京大字）の工

科大学となり、｜司校の同21年本郷へ移転によって学胃院の校舎

となった。3.午ー後に学：溜院が四谷に移転すると宮内省の諸機関が

置かれたが、大正12年（1923）の関東大震災で被災し、取り駿さ

れた。資料は、工部大学校本命.，の屋．線に茸かれたフランス式i下

瓦で、右端に隣接瓦に電なる丸瓦状の！隆起のある煽平な瓦。下

而に「AGERARD YOKOHAMA.Jの文字が上下二段に陰刻さ

れた銘文があり、ジエラール瓦t呼ばれる。ジエラールは、 明治
l時代初期に横浜でi羊瓦製造を行なったアノレフレッド・ジエラーノレ

(1837～1915）の名で、彼の工場でつくられた洋瓦である。

（阿国）

189 

工部大学校所用植松銘洋瓦

French style roof Lile of the Imperial College of Engineering, 
made by Naomasa UEMArSU, imitating Gerard’s tile 

明治

史料館No.22・31ラベルNo.129

H主

歴史129I旧工都大祭瓦二枚 ｜昭和7年（1932)11月2臼 ｜若王子文健／
寄贈

］：部大学校i好用ジエラーノレffJ:11:模してつくられたH本人作の

洋瓦で、収蔵l時4こは縦に二分されていたが現在では扱合されてい

る。工部大学校所用ジエラーノレi羊瓦とほぼ1百lじ大きさだが若干重
い。袋而に「植松直j［製」の：文字が陰刻される。明らかにジエラー

ノレ瓦の模倣品であり、屋線修理の｜祭に導入されたものか。（岡田）

表 裏
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古鏡模型標本

Set of 10 model tninors inducting old Chinese, Korean and 
Japanese slyles 

大正

史料館No.91

1組

歴史44I古銭慎型10個 ｜大正13年（1924)9月3日｜ 島津製作所／脇入
(35円）

10点、一式で、第l～4号は中国鏡、第5サ（;l:j¥':jffil鋭、第6～ID

号は和鏡のi!.i•鏡検造品。 2J.'i.は欠失。金属製彩色仕上げで、烏

津製作所のカタロクT地理及挺史用標本日銀』（1930年発行）に
も掲載される。専用の二段の木箱に入れられ、本箱上叢にはラ

ベノレが貼られていたが、紙が劣化し！設損している。似し、残った

部分に「鋭」の最終両らしい残両があり、 「古鋭模型JI:脅かれ

ていたかH佐i則される。 木箱内で模丞~各点が収められた筒j貯にも

ラベルが貼られている。①第1号には「事11人総虎鏡Ji.具式l時代前

期Jのラベルがあり、カタログには「遵到ナノレ模犠ノ、所調i英貌式
ヲ発抑セリJとある。②第2号は「四神削船；鏡／J業式時代後期J
のラベノレがあるが、現品｛ま失われてL、る。カタログには「流暢ナ

ノレ手法ノ、六朝式ノ4守色ヲ示セリJとある。①第3号は「八花双驚
鏡／唐式時代Jのラベルがあるが、現品は失われている。カタロ
グには「斯学研究上腿l床ア冶－セノレ巧妙ナル模様ハ燦糊トシテ唐

102 百聞ハ F 見エ帥ltJズ

l時代文化ノ~＇徴ヲ見ノレベシ」 とある。＠第4号は 「八花湖州鋭／

米朝時代」のラベルで、現品裳而左寄りに「湖州真石家／念ニ

奴間予」の銘がある。カタログには「製産品旺感タリシl時代ノ作

品Jtある。⑤第5サは「朝鮮鋭／高麗時代」のラベルがあり、カ
タログ仁は「｜日時代ノ作品中優等ナルモノJtある。＠第6号は「蓬
莱茅花蝶鳥鋭／和式時代目草原期」のラベルがあり、カタログに

は「i温雅．ニシテ優美ナノレ時代精神ヲ窺フベシjとある。⑦第7号

は「菊花媒烏鋭／和式時代鎌倉期」のラベルがあり、カタロクφに

は「鏡背ノ模様i新ク複雑トナリシ事ア見ルベシjとある。＠第8号
は「湾総絞紋双符鏡／和式｜時代足利lUJJのラベルがあり、文線
上告~に双雀、その下に綾織の如く菊花が4つずつ捕かれた五円

を配する。カタログには「従来踏襲セノレ好尚ヲ再IF.レ新生面ア拓キ

テー山・式ノ復興セラレツ、アノレヲ見ノレベシJtある。＠第9告す（j:f迷
柴山柄鏡／和式時代徳川期jのラベルがあり、 10点巾唯一の柄

鋭で、文；械は中央に亀、 上部仁双館、下部に松を配する。カタロ

グでは第ID号の扱いとなっていて「手法凝滞見ノレニ足ラズト雌モ

柄鋭ノ標本トスベシJとある。⑩第10号（;J:「蓬双山鋭／手II式時代
徳川期Jのラベルあり。文織は、中央の亀と左側の双鶴が三者と
も円を合わせ、下部に子鶴3羽、上部4こは松仁開まれて五三の綱

が配される。文様l付右下』こ「天下一jの銘あり。カタロクeでは第9

号の扱いで「手法ノ繁雑ナル当時代ノ特色ヲ徴スベシ」とある。

（鈍江）
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古代土器複製標本 12点

Replicas of Japanese prehistoric pollcries 

昭和

史料館No.①101，②277，③100，③110，⑤109，⑥113，②112，⑧111，⑨
278，⑩69，⑪143，⑫71 

本様本liHH和25ijよ（1950)I気、ドルメン教材研究所が製作・

販売したもので、当時中等科長であった児玉ザ・多によって購入さ

れた。第一集（'.9＇.真上段 ）は「側生式土器標本Jで、弥生時代の
阿方式（前期）慌・努形よ務、新保式 （後期）遊・愛・尚杯:If~土F持、

登首式（後期）登・台付楚:I~土絡で機成される。 史料館には阿方

式発形土器を｜徐く6点が収蔵されている。各型式は明治大学の

杉原荘介が設定した編年に恭いており、襟本の選定や製作には

杉原蒋介が深く関与していたと思われる。探凶調整（ハケメ、ナ

デ）、制幽状工共による直線及び波状文、日｜斜l文等、lボ型は土絡

の観祭結果から:t!!、定される製作方法により復元されている。
第了．集（写真下段）は「後期・晩期縄文式土器標本」で、純文

l時代の捌之内H式（後期）浅鉢形士号語、加持利BI式（後期）注

U土器、加曽キIJBH式（後期）深鉢形土線、安行I式（後則）i裟

鉢形土様、大il1iJBC式（晩期J)llll形・注U土音寺の6点である。きq

zに毎に純文原、体を変えているこtや、 J,fji自純文－の手法・を忠実に

再現している点から、東京大学の山内情男による指導・助iさが

あったと考えられる。標本は一音｜；をl徐き原寸大である。

！ポ型は孫子焼の陶芸家、 i寅凶庄司が:tn.当しており、士.T.ifの実

iJllj図を基準に外形をつくり、土捺片を参考にしながら·~:t凶j調整や

施文を行なっている。完成した原型は：｛＿jtfで・異！！取りされた後、抑

型により複製された。これら複製を担当していたのは陶芸家、烏

附逮三である。粘土は孫子の上で試作したものを川い、標本専用

の芸誌を特別につくる等、実物資料への徹底した模倣の姿勢が窺え

る。なお標本の悪用を防ぐため、焼成前のli(ifilにfDJ印が./111され

た（→コラム8）。

各集には芹i事長介による指導者加の解，ai舎が付されていた。
また第二集以降、Wi輪、縄文II，＼；代中WJ及び1f＇・則・前期、土側、士
郎総、須恵、慌の標本が販売される言lTi!fであったが、実現には重っ

ていなし、。

戦後、学校教育において実資（史）料に来年〈歴史が姿求された

ことを背最に、考古資料模~をはじめ、「 ::)5·古掛岡」「只塚貝類

獣骨類貨物標本J等多様な教材が開発された。また「古代土器

複製4謀本」と ｜百l仏~；JUJには、 kill文士協の；文様が再現出米る「縄文；

式土·？.~施文貝．セット」が東京教習具製作所からl!!i允されている。

こうした専門性の尚い教材は、考占学者が学問と社会の接点；

を教育現場に見Illし、研究成栄を積梅的に還元しようtした結果

である。と同時に、実物資料や実物に酷似した模型標本の製作

は、考古学カリムl知されたことで生じた、遺跡の乱掘とL、う弊害4こ

対する研究者の保設鍛でもあったのである。 （不l封）

H 日本を拘1る 103 
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考古資料標本（土・陶製遺物）

Models of Japanese archaeological relics (clay and ceramic 
relics) 

昭和

史料館No.①99，②90，③8・9

3点

③歴史93I③陶信模型｛約五分一大） ｜③昭和4年（1929)7月12日｜③
上野製作所／綿入（15円）

No.191 「~－代土昔話複製標本J を｜徐〈土・ 陶製造物標本のうち、

史料館に現存するのは3点である。

宮崎県岩戸山土弥生土器（写真②）は明治35年（1902）、 大

野雲外が弥！－！＝.土器の標式資料として腿｜示したひとつで、東九州

の弥生時代中期を代表する土様である。骨量面調整（ハケメ、ナデ）

は表現されす〈また本来13条ある突fi'iは11条しかなく、 j底部穿

干しも再現されていなし、。

茨城県不二内古墳Ill土埴輪女子（写真①）は、明治221f・に

① 

104 百附ハー見ニ如カズ

発見されたもので、発掘当初から腕部と!J阿部以下が欠損してい

る。標本は約112大であるが、 JJ同昔日に比して頭部が小さく、績l隔

がlよい印象を受ける。鳥図書量の飾り紐も板状に省略されている。

これらは明治時代以来、考古学界で知られていた造物の椋本

であるが、製作水準から鑑みて、大量生産（弥生土総）や、古都

H司跡等で、：1－.産物として版光（埴輪女子）されていた可能性がある。

一方で、京都帝凶大卒考古皐激怒の初代教授、演田耕作が主

導し、上野製作所が製作・販売した［考古拶開係資料模型jのひ

とつが、｜品l山県平縞遺跡Ill土陶桁（写真①）である。明治29年
111林開墾中に発見され、 子育室博物館に献納された本資料は、側

面仁「災級なる形像jJを有する陶柑tして当時から注目されてい

た。模型は石膏製で、内面は打放しtなっているが、分割された

形状や突帯の本数をはじめ、棺叢の接合部4こ歪るまで精巧仁再

現されている。昭和4年、「銅鐸J「ピラミッド」及び「トツレメンi!.i'
墳j模型とtもによ型j’製作所から購入したものである。 （卒田）



コラム8
column 

ドルメン教材研究所

「古代土器複製標本Jは戦後、学校教

育において考古学が必要であると考えて

いた稼森栄一祇白崎俊次や当時教材販

売を行なっていた有賀貞章と相談し、土

器模型の製作を発案したことに端を発す

る。綴森栄ーは白崎俊次らに、 旧友で明

治大学考古学研究室の杉原荘介を紹介

し、事業内容を説明するとともに製作協

カを打診する。後稼守一、杉原荘介の監

修、芹j撃長介が実務と解説書を手掛ける

等、明治大学考古学研究室が全面的に

支援したのにはこうした理由があった。

その後、 村岡崇夫（女子美術大学）や

合田好道（陶芸家）も加わり、標本の原

型は村岡景夫の紹介で、演回庄司が担当

することとなった。漬回庄司は原型製作

に際し、明治大学考古学研究室や東京

大学人類学教室、武蔵野郷土館の所蔵

資料を見学、山内清男、甲野勇、八幡ー

column 

島津製作所標本部

本図録は島津製作所から購入した教材

資料を多数掲載している。現在島津製作

所は、精密機器や医療機器等の理化学

系の器材製作会社として著名だ試かつ

て歴史地理系の教材資料を製作・販売し

ていたことはあまり知られていないだろう。

島津製作所は明治8年（1875）、初代

島津源蔵が京都で理化学機械の製造業

を始めたことに端を発する。開業地が京

都舎密局に程近かったこともあり、様々

な実験器具や学校教育局器具を開発し

郎、吉田格、江坂輝粥ら考古学者の助言

を安けている。

原型製作と並行して綴森栄ーが行なっ

たのは、販売等の事務を行なうドルメン

教材研究所の設立である。研究所は日本

教育会館内（千代田区神田一ツ橋）、業

務部は片倉ビル（中央区京橋）に昭和24

年（1949）頃開設し、白崎俊次が企画と

製作、有賀貞章が資金と運営を担当して

いた。パンフレッ卜にはf古代土器複製

品製作販費地方別郷土考古屋事調本義行

遺跡号室f居後援濯物交換アツセン考古事

開係国書出版遺跡見感旅行臨地講習j

と業務内容が明記されている妖実際の

事業は「古代土器複製標本jの製作・販

売のみであった。

標本の製作には漬回圧司のほ永島岡

達三（陶芸家、土探みと型抜きを担当）、

島岡米吉（組紐師、縄文原体の製作と焼

た。同28年、製作所内に「標本部Jが新

たに設けられた。ここはこれまでとは全く

別の分野である動物の剥製や人体骨格等

の教材を製作する部署である。標本部の

設置は、かねてより人体の生理的構造や

動植物の生態について、単に黒板と講義

だけでなく視覚や触覚によって学ばせる

必要性を説いていた、初代源蔵の念願し

たものであった。標本部のカタログをみる

と、「初等教育博物学周標本jや「鉱物岩

石及ビ地質学用標本器具j、「地理及歴

成）らが携わり、銘印（写真、原寸大）は

芹j翠長介の父、芹j撃鎧介がデザインする

等、益子焼の陶芸家や民護運動に関わっ

た人たちの手を経て完成した。なお、「古

代土器複製標本jの副産物として、島岡

達三による縄文施文と三島手を融合させ

た「縄文象候Jの手法や、 j貧困圧司による

磨消縄文を用いたf縄紋茶盆jや「飴糊

縄紋茶怨j等の作品が生まれた。

第一集が2,500円、第二集は3,200円

と非常に高額で‘あったことから販売数も

伸び悩み、 ドルメン教材研究所は昭和

26年（1951）頃には解散となった。「古代

土器複製標本Jはわずか2年ほどの販売

で、あったため、現存するのは管見の限り

史料館を含め2例に過ぎない。しかしな

がら、これら標本は、戦後の考古学者や

益子燥の陶工らの気概を今日に伝える資

料として高く評価されよう。 （平田）

史学用標本j等、多岐にわたって製造・飯

売していることがわかる。

近年、大学等が所蔵する戦前期の教

材資料の調査・研究が進むとともに、 島

津製作所の標本の存在が確認されつつあ

る。学校の分野や教育方針に関わらず、

多くの学生が島津製作所の教材標本を手

に取ったことが想像される。

（橋本佐）

H 円本を知Iる 105 
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石鹸製造順序標本 1組

Specimen of 16 materials for soap-boiling including six samples 
in process of boiling 

大正

史料館No.51IラベルNo.1223
地理131I石儲製造標本｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／賂
入（12円）

ll鹸の原材料16種類、製造過程のサンプノレ6工桂分、石鹸9

種類がひとつの箱に収められている。原料の油やグリセリン、香

料等の液体や粉末は、応i事製作所の社準の入ったガラス瓶に入

れられている。各々には番号キしが貼られており、本資料納溢裏に

貼付された帯号順の説明と一致する。さらに、説明書：がlIll~付属

しており、石鹸の種類や製造法に関する詳細が記されている。本

資料は、大正13年（1924）に地理教材として購入されたが、島津

製作所のカタログ 『初等教育博物学標本日録J(1933~・発行）
のうち「一般工業仁関する標本Jの項目の中にも「石曲者製造過程
掠；本Jが合まれており、長〈教材として販売されていたことが窺え
る。 （鎌Ill)

194 

鉛筆製造順序標本

Specimen of materials and samples showing manufacturing 
process of pencils 

大正

史料館No.49IラベルNo.1232

Hll 

地理140I鉛筆製造順序｜ 大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作所］／購
入（5円）

舟i事製作所が販売していた標本類のうち、 「新築カード式庶
物4栗本Jのひとつである。30x 45cm ほどの台紙に、鉛筆の芯4こ
なるセダー材から1本の鉛主任が出来上がるまでの一述の製造過

程が実物のサンプノレを伴って説明されているo本資料が販売さ

れていた当時の絡もともに残っており、その室長裏にはこの原本シ

リーズの広告が貼られている。それによると、本シリーズは全部で

40種類あり、鉛鋒以外にゴムや硝子、磁器、紙等、様荷なFl本

の産業品からなる。 また、台紙には紛が逸されていて「教室や廊

下に掲げて常に児意に観察せしむるに使である」と記されており、

教材としての目的t使用方法が明らかとなる。鉛筆は児mにとって
は身近な存夜でありながら、第一次・Ht界大戦後に日本からの輪

/Iii量が大怖に榊加した物品で、我図を支える産業のひとつとして
教材に選ばれたt考えられる。 （鎌!TI)
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陶磁器製造順序標本 HI.I 

Sample models showing process of ceramic production 

大正

史料館No.103IラベルNo.1246
地理148I陶磁鶴製造傾序標本｜大正13年（1924)9月3日 ｜［島津製作
所］／隣入（25円）

陶磁総の製作過程、及び道具類等をミニュチュアにて製作し

た模m.である。内谷としては縦離や磁器焼成に必要な鞘型等か
ら、素焼き一絵付後の過程を実際の陶磁器にて製作したものや

秘薬の原材料、そして縮小版の黛といった陶総務製作における

． ー速の製作過程を~1\1;~出来る構成iこなっている。 鳥浄製作所の

カタログによれば、~に関しては「京都市五条坂Jにあるな窯の

中で・最も俄範的なものを採ったとのことで、 当時五（者IIにおける窯

業の様子を知る上で興味f栄い楳本である。 （平）

196 

七宝製造順序標本 HI.I 

Examples of the process of cloisonne manufacturing 

大正

史料館No.207IラベルNo.1128
地理44I七貰製作順序標本｜大正12年（1923)12月5白｜高低宮／御下賜

6Uの小査をもって、手r線七宝の：T
ら関J.ll大2曜災i立f変に下賜された。
下絵付から界線の柏え付け、稿II楽の盛付、数次にわたる焼成

と、有線七定による装飾が完成するまでを、順を追って確認山米

るようにつくられてL、る。 （小松）

岨L~;J
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緑展茶標本 1点

Specimen of g1・ccntea leaves 

明治～大正

史料館N臥193IラベルNo.1234
地理142I槻茶 ｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／購入（9円）

箱いっぱいに焦げ茶色の茶葉が詰められ、ケースの表仁貼ら

れた島津製作所のラベルには「緑康茶H.脅かれている。葉lま大
きく茎も残ったままである。

茶葉｛ま多年生の常緑樹である茶樹の芽からつくられ、発酵度

合いにより、緑茶、紅茶、育・茶（烏簡茶）、白茶、背茶、烈茶に分

けられる。緑茶主は茶樹の新芽からつくられた非発酵茶で、茶葉

と茶湯の色から緑茶と呼ばれている。中国茶のうち最も銘柄の多

いのは緑茶である。
τr弘、や てんらa

名称にある展茶とは、広げられた茶葉、或いは磁茶とluJ義とと

れば、J免白石？意味する「限」によって粉砕される茶葉となる。すな
わち、 採捻の過程を経ていない、様々な種類の茶葉に加：じされる

可能性をもった茶葉である。

資料からは、強い後発酵茶である黒茶のプーアル茶のような匂

いがするが、 1j.:月を経て緑色の茶業が発静して茶色になったのだ

ろう。 （編永）

198 

紅展茶標本 1点

Specimen of tea made for export to Russia 

20世紀
史料館Nな199IラベルNo.1234
地理142I珊奈 ｜大正13年（1924)9月3日｜［島津製作所］／附入（9円）

『原簿』には「時茶Jと記されている。「1噂Jは中国語で煉瓦を
指す漢字であり、茶葉が煉瓦：伏に悶められているこtに由来する

呼称であろうと推測される。本資料にはキリノレ文字で“XAHb

KOY Kl1TAb”（漢口・中国）と記載されており、ロシア向け

の輸出製品の標本であるt考えられる。また、「裕泰公司」の型

抑がある。俗務公司は1887年に北京で創業した製茶会社であ

る。当時、湖北省渓LI（現在の武漢市の一部）は中凶茶の一大

集散地として知られていた。詳細は不明ながら、裕泰公司は漢口

を拠点のひとつtして活動していたのであろう。箱には「＊＇・展茶j

t省かれた島it製作所のラベルが貼られている。 （長谷川）
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樺太産板紙標本 Hll 

Specimen ofpaperboanls made in Sakhalin (Karafuto) 

大正

史料館No.314IラベルNo.1266
地理157I板紙 ｜大正13年（1924)10月20日｜王子製紙会社大治工期／
寄贈

板紙とは｝!i'：紙を指し、段ボーノレ之島：の包装用に刷いられる。製
紙業は、明治以｜俸のト14＇のm:~な産業のひとつで、 特に｛準大

の発展に大きく寄与しており、地現の好教材になったと考えられ

る。木資料の製造元である王子製紙の俗ぶ・大i白工場は大正3

年 （1914）の創業。樺太には、エゾマツ、カラマツ、トvマツ等の
パルプ原料に適した針策術林が存イ正しており、パルプの生来に

過したー｜：地として王子製紙が開発した。＊資料のラベノレには「）Jj(
材料蝦夷松」「原材利権松Jのどちらかが記されている。『原
簿jによると、主子製紙大i自工場からは板紙のほかに、重Im硫
酸：（j灰1夜、石灰岩の小塊、鍛爽松の断片、椴絵の断片等、パル

プ製造の原材料も一緒に寄贈されている。 （鎌川）

200 

木材棋本

Specimens of 45 kimls of lumber common to Japan 

明治～大正

史料館No.159

地理266I木材締本｜大正14年（1925)12月21日 ｜購入（17円）

Hll 

日本金問に生息する樹木のうちの税類を、ス0x 3.5×0.3cm 

の大きさの小紋に切り揃えた標本。現在は、ひとつの小箱に収め

られている。ヤマモジ‘ミやプナノキ、クリ、エゾマツ等がある。ひ

とつひとつの木材には、手II名、英語の小名、属名が印で捺されて

おり、こうした木材の機＋が数多く作製されたことが窺える。向

津製作所のカタログ『i也型仮史学州標本及模型目録J(1930年
発行）には、本資料と同じような、木材の断片を数十種類集めた

椋本がいくつか掲載されており、 l到産のゐ・m木材の線本が地Jill
の教材として普及していた桜子がうかがえる。 （鎌問）

，．ー－． 
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201 

宮崎製石鹸

Soap made in Miyazaki 

明治～大正

史料館No.225

1点

製造年代、製造会長U：もlこ不明。「佐改宮崎製JU、う文字
t、三角形（山形）の線のードに「工」という文字カそ入ってL、る。

近代日本における石鹸製造は、旋磯右衛門4こよるものが有名

である。堤の石l総事業は上悔や呑i径といった海外輪Illを展開す

る非常に規模の大きなものであった。徐今に、m:以外にも｜司業会
社が誕生し、石餓は明治巾期l二は円本の輸ll'o産業としても発展

した。本資料も、明治～大正頃にかけて製造されたものであるう。

202 

蛭石

Vermiculite 

年代不詳

史料館No.243

（長谷川）

少昼

雲母や緑泥石、滑石に類似した鉱物で、六角形、届椛迭を成

している。強iliの名称は熱すると婦の間に合まれた多量の水分が

膨張してIMJ隔を広け：蛭のように延長するζtに由来する。アメリ

カのモンタナ州や南アフリカが最大の産地で、日本では稿島県や

山梨v~で産出する。 なおn本ではー般的に黒雲母の風化したも

のを指すこtが多L、。断熱材や防音材tして建築仁用いられる。
また、i窃iFn¥.で焼成したものは多孔質で保水性が良いことから園芸

用土（土壊改良川・栽桜刷）として使用される。 （長谷川）

203 

地層構造模型 6点

Six models of geological formations 

昭和

史斜館No.82IラベルNo.1251
地理1s1I地局摘遥様型 ！大正13年（1924)9月3日｜ ［島津製作所］／購
入（23門）

直方体の木製~i同箱に、赤、賞、緑、自の絵共を治色、色分け

によって地質学上特徴的な地層を示した模型。 各様~には島i'!J:

製作所標本部のラベルが貼付され、 「地盤地溝J「fiHtJ等、各
地層の学術用認が記されてL、る。本資料と｜吋ーの棋型写真が、

烏津製作所のカタログ『初等教育博物学徳本目録J(1933年
発行）に~t｝載されているの この目録によれば、全 18積類の模塑が

あり、そのうち6種類の特殊な地層に足印がふられており、学＇g/
院が購入した6模劉はこれらに相当する。 （鎌Ill)

110 百聞ハー見ニ如lJカズ
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飛騨山脈地形模型 1点

Three-dimensional contour map ofl-lida Mountains (Northern 
Japanese Air吋，madeof plaster 

明治～昭和

史料館No.94

地理283I石膏製五万分一飛鹿山脈 ｜大正14年（1925)12月27日｜附
入(25円）

富山県・岐阜県・長野県・新潟県にまたがる山脈、いわゆる飛

騨山脈（北アルプス）を中心とする地形を、~；i自j線に従って起伏

を付けた立体筏型。海や河川、 iNJ等は？号、平野は緑、 Ill訴は茶

色と、段彩（グラデーション）が』！面されている。木資料l;J:石膏製で

木作にi氏められており、型どりして大量生産されたとみられる。地

名や山品名、河川名、路線名簿．には、 P.i'i紙が用いられている。

こうした立体の地形模担が地理の授業で使用されている様子

が明治末の双六に姉かれており、また島津製作所のカタログf地
m!.l!t史学用標本放棋製日録J(1930年発行）にも類似する地形
模塑写真があり、戦前の地理教行において金問に普及していたこ

とが知られる。 （鎌Ill)

205 

日本海々戦記念塔模型 1点

Model of the Battle of Tsushima monument 

昭和

史料館No.169IラベルNo.1494
歴史103I日本海々戦記念i苔模型 ｜昭和5年（1930)6月20日｜寄贈

朝鮮・鎖i毎に建設された日本海海戦記念塔の模型！である。上

昔日のj区霞剣部分は紛失している。

この記念塔は、 ll(j利4年5)-J27日の日本海海戦25周年を記

念し、 日銭戦争中に述合艦隊が収拠地としていた朝鮮・鋲海（兜

1J11lllJi）に建設された。

建設委員会総裁の池上四郎（帆鮮総督府政務総院）が問3~・

2Hに外務干？に送った書簡tこよれば、設分：の趣意は「往年の戦勝

を永遠に｜玉｜民精神作興の ー助」 とする、！：t、うものであった。委

員会には、東郷平八郎ぞはじめ当時の軍、政界のトップが名を述

ねた。

問委員会は、「寄附金は成るべく1r.1民全般より募集」するとい

う趣旨から、 田中義ー外務大I:(（首相主兼任）に対し；在外居留

邦人にも寄付を呼び掛けるよう依頼した。外務省では吉凶茂外

務次官が担当となり、世界各地617所の京外公角田iに述給した結

果、居im民会や手JI字新聞社等から多額の募金が集まった。格；は
鉄筋コンクリート製、戦艦三笠の司令塔を僕したデザインで、高

さ約33m、総工費7万円。なお、現在は取りj袋されて現存しなL、。

4:模型は関係者に配布されたものであろう。 （長谷川）

n I l：本を知lる ll I 



206 

地球儀 1台

Globe used for teaching the ea1th’s rotation and revolution 

大正～昭和

史料館No.305

戦前の地球儀。日本は「大円本；｛｛；図Jと記されており、凡例に
は「委任統治jを示す線が明記されている。本地球儀には円形

の台廃があり、その上には円盤状に十二ク月と二十四節気、四季

が区切られて記されてL、る。地球儀の垂線下には指針擦が取り

Hけられており、この指針を動かすと地球儀が凶転し、上況のIK

分に針を合わせることでその時期の太陽t地球の位置関係を把

握Ill＊・る仕組みになっている。台座部には「やltJ-i地文飢東京

教授用公l阪地球儀jt印刷されており、単なる地球儀ではなく
地球の自転、公転t麻の関係を示す教材であったことがわかる。

（鎌田）

207 

地球儀 1台

Globe used for teaching the earth’s rotation and revolution 

昭和

史料館No.A13

本地球儀の底面近くに奥付があり、監修者や発行年、発行所、

縮尺~の情報が明らかとなる。これによると、 :llH筆者は東京帝岡

大学教授の地理学者、辻村太郎（1890～1983）と東京文・理科大

学（現筑波大学）教授の地理学者、田中平年爾（1885～1975）で、

昭和11年（1936)10月27日に東京地入社から発売された。地入

社l主戦前期lに地図や地誌を発行していた出版社。

紛i尺は1900万分のlである。木地球儀は、 i会布された茶色か
ら青色のグラデーションにより水深を示し、また無線電信局の印

や航空路線、海流を記す等、現代の地球儀とは異なる要素も多

い。さらに、地軸と黄道に木製のリングカ苛Eり付けられている。地

軸には角度情報が示され、黄道には12星座名が記されており、

このふたつのリンク事の組み合わせから貧道路棟他がわかり、地球

の公転を教示出来る特徴をもっ。 （鎌田）

112 百聞ハ一見ニ剖1カズ



百 聞ハ一見ニ如カズ ーーその広がり一一

ペスタロッチにより提唱された直観（実物）教授tは、具体的な

実物や、ものごとの現象を生徒に直接示したり、触れさせることによ

り、理解や体験を得られるような指導を行なう授業方法である。日

本にはアメリカ留学した東京師範学校校長高嶺秀夫によって伝え

研究され、「開発主義教授法Jとして教育界に普及した。各学校は

実物や標本を取り揃え、授業に資していた。

学習院では、歴史地理標本室に先んじて博物学標本室が出来

ており、数多くの標本類を収蔵していた。博物学標本室も関東大震

災で焼失するが、帝室陣物館天産部標本、 明倫中学校付属博物

館標本、樺太植物標本（久遡宮、高松宮下賜）等の寄贈ぞ受け再

構築された。現在も学習院高等科標本保管室には数千点にのぼる

博物学標本が収蔵されている。

学習院初等科にも数多くの標本が保管されており、そのいくつか

は平成24年度学習院大学史料館特別展「近代円本の学びの風景

ーー学校文化の源流J展にて展示公聞をした。

学習院大学理学部は長年、南l号館を教室・研究室として使用し

てきた。この建物は関東大震災で焼失した理科教室（博物学標本

室を合む）に代わるものとして、昭和2年（1927）に建築されたもので

歴史地理課教員一覧

明治21年（1888) 明治

ある。平成23年（2011）理学部がl¥i7号館へ移転する際に多くの理

科実験器具が南 l号館に遣された。 ~守に建物に備え付けられていた

ドラフトチャンノf一等は、科学史上特・筆すべきものである。南1号館

改修後もこれらの科学遺産は保存され、公開されることとなった。

今回、歴史地理標本室標本のうちそノ資料を図録掲載したが、

当時最も活用されていたであろう「掛図jや「写真J「絵薬害J等の

資料群については、調査途上である。その一部は学習院大学東洋

文化研究所HP上で公開しているが、全容を明らかにするまでには

至っていなL、。「近代アジ、アへの眼差しと教育一一学習院コレクショ

ンの総合的活用」プロジェク卜において引き続き調査とデジタル化

及び公開をすすめる。

明治末期から大正初期、各地の高等師範学校においては、直観

教授に基づいて「歴史標本室」が相次いで設立されていることが、

今回の調査において判明した。現在その標本群はEのようになって

いるのか。お茶の水女子大学、奈良女子大学、京都教育大学等と

一部と連携の兆しがみえてきているカえ今後の広がりが大いに期待

される。また、この図録を御覧下さった方からのさらなる御教示を

お願いする次第である。 （長佐古）

大正 昭和

市村I鈍次郎 21.121.. ・・-・・ － ~.1.:.!2 昭和2.f年（1946i
白鳥康吉 I 23.8 田ー司10.4

同町”.......町田町田町同町”“自司自一一一－－・・“一・・・－・－問一”－切トーω”・”・…ω””
大森金五郎 I 31.8・世・ (5.11～7.11休聡）8.6 

瀬川秀錐 I 32.9 4・・・F 噛ーー一一一ー __,53 
真崎餓 I 35,9..－.ーーー＝ 2.5 

堀竹総 I 41.3・－－－－ --’（7目6～休峨l9.6 
白石正邦 I C41.4～女学郎l4.1圃－ a圃 9.1

池内宏 I 3.6・・5.8
大谷勝莫 I 5.8• ＝＝＝ー『15.3
牧野純一 5.11・・7.9
池田俊彦 6.5 5.4 

遠穣金葵 I 7.4 『 8.3

長寿吉 I s.12.－ーー 14.2 

今井錫 I 9.7・Eヨ圃圃園田町圃圃園田司圃10.12

橋本鎗次郎 I 9.9圃圃圃・.(11.7～休聡l13.7 

板滞武雄 I 10.3「ー圃・・・ー 『・ーーー一『喧圃E・133 
石山乾二 I 14.8・・F ・（13.4～休脆l15.3 
晶玉”一一一r…一一一ー・0・一一…一一一一一一一…一一一一…一一一－－訂 二ぷ孟叩ι斗 ζ 一孟孟一一，－・－・・－一斗五五一
出石被彦 5.8 .. a・・・12.9

清水二郎 I 5.12－ーー－ ＝＝＝ーE j21.10 

村松繁樹 I 7.3・w 124.3 

児玉幸多 55.3 

＊本表は1日制学習院中・高等科歴史地I里線教員の在職期間をグラフで示したものである． 教師名は『学習院一覧』（学習院アーカイブズ所蔵）より挙げ、在聡期間は事：~Qt員カード （学智

院アーカイブズ所蔵）による。雇用の開始・退織の年月は倖グラフの始めと終わりに犯した。休職期間及び学習院女学都在職期間は［ ］で示した。（戸矢浩子作成）
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法量一覧

膏号名称

Iアジアへの眼差し

穀m文玉壁
2 玉E車

3 方徳銀矩鏡

4 宜子孫銘方E事

5 牛車型明器

6 緑紬倉閉器

7 緑勅狗閉器

8 北E車道像銘石片

g 麿三彩馬偏

10 庖三影鎮墓獣偶

11 麿武人偏

12 唐男性筒

13 麿女性備

14 唐女性備

15 唐女性備

16 唐女性偏

17 間十三陵所用黄粕竜文軒平瓦片

18 清昭陵所用黄紬単竜文事干丸瓦

19 策紬竜文樽片

20 緑勅唐草文樽片

21 黄粉丸瓦片

22 h包細書1斗瓦

23 鉄鉱石

24 焼結鉱

25 還元熔銑m

26 繍JI腐露天掘採集石炭

27 中国貨幣斉法化鋳型片

28 段代環首刀4真型

29 対筆二十一ケ条条文飾り扇子

30 太王陵出土太王陵銘条樽

31 新総焼片耳付広口蓋

32 珠文縁重弁十六主主蓮華文章干丸瓦片

33 弘慶寺跡出土瓦片

34 朝鮮家屋模型

35 朝鮮農民風俗人形

36 朝鮮木靴ミニユチユア

37 竹筏機型

38 台湾産蛇木

39 台湾産苧麻

40 台湾問草製下猷表

41 台湾蘭限ヤミ族帽子

42 台湾問娯ヤミ飯土製人形

43 子里限－順風耳立像

44 土製蓋付登

114 百削ハー見ニ如:bズ

法量（cm)

外径16.3孔径4.3厚0.3

長（29固め 軍大幅6.0厚0.2

外径11.8厚0.9

縦32.5繍29.6厚5.8

（牛）奥行21.3幅8.3高11.5（車）奥行34.5編21.2高14.8

飼径15.5鍔径20.1孔径4.6高30.0

奥行4.2幅3.6高2.3

縦23.3t貧31.2厚5.1

奥行33.9幅13.6高32.8

奥J110.1幅14.5高29.2

①奥行9.0幅12.1高41.6②奥行8.5幅12.2高35.8

奥行5.3幅5.2高25.2

奥行6.0幅8.0高28.2

奥行5.0幅6.8ifi28.9 

奥行5.5幅7.9高33.6

奥行5.5縞8.7高34.1

縦（13.2）横（30.2）厚（3.0)

長39.1径16.9

縦12.2t黄（15.6）厚6.6

縦8.5検（6.8）厚3目。

縦（6.4）繊（6.8）厚1.4

縦18.0横22.5厚1.7

3899縦7.0横6.6厚3.4

145.0 g 

118.0 g綴6.8倹5.0厚3.2

278.0g縦8.6t黄9.7厚4.3

①（台紙小）縦18.9倹36.6（台紙大）縦28.9i黄36.6（銭貨小）外径1.1（銭貨大）外径2.6
② （箱）縦22.6i黄16.5高2.4（刀銭小）長4.6幅2.4（刀銭大）長18.1幅2.8厚0.3
③寸縦（9.7）償13.7厚3.8③ー2縦（10.2）徽（8.7）厚3.5

長18.0縞1.9厚0.4

縦33.3t.黄52.1

縦16.0横30.6厚2.4

口径9.4最大径12.0高10.6

長（13.3）径14.0

①縦（12.0）検（10.9）厚2.0②縦（10.9）倹（9.8）厚2.0

奥行5冶.1幅49.2高27.7

｛男）奥行8.3椙5.2高（15.6)（母子）奥行5.2幅5.6高（14.3)

長9.6幅3.1高4.4

（船体）長34.5幅13.6深7.9（帆柱）高35.0（帆）縦16.8機14.3（擢）長7.7幅1.6厚0.4

外径11.5内径8.2高21.0

長30.0

長28.5幅15.0厚0.1

径29.2高16.3

①奥行5.5幅9.3高13.1②奥行5目O縞7目O高11.3

①奥行4.4幅5.4高13.7②奥行4.5幅4.8高13.8

口径12.5底径14目O周径20.0高11.4（蓋）径10.5高4.0



醤場名』事

45 パラオ諸島アパイ機製

46 マーシャル諸島武器

47 マーシャル諸島帆船僕型

48 ミクロネシア狩猟・漁携具

49 ヤップ島石貨

50 ヤッブ島首飾り

51 員製品

52 南洋特産物線本

53 ココヤシ薬製飽

54 パラオ諸島木皿

55 ボーンペイ島腰蓑

56 力ンジキ

57 鑑皮靴

58 わらじ

59 線機

60 矢筒・矢

61 ベーフー

62 石造蓄薩坐像

63 石造宝冠如来立像

64 盾

65 ハンジャル

66 パークカヌー僕型

67 花廷

日日本を知る

68 束縛（奏任官用緋抱）

69 束手停（奏任官用線御）

70 衣冠単（奏任官用夏緋抱）

71 冠

72 挿頭

73 蜂

74 竹製汗除肌着

75 線糸見本

76 織維見本

77 繊維見本

78 麦樗真団組

79 麦わら帽子

80 麦稼製糸巻

81 襖5畏周芭蕉布

82 博多織袋物

83 灰紬流走駒文浅鉢相馬駒続

84 色総金彩縞に丸文蓋付徳利九谷焼

85 色絵金彩＠.恩文麓付碗九谷線

86 i垂磨置物九谷焼

87 鍛蓋仙人置物九谷焼

法患（cm)

長150.7縞78.0高95.6

①長199.0径3.0②長197.8径3.3③畏239.2径2.65④長200.5径2.2⑤長162.0径3.6

（帆船）長115.8縞76目6高131.2（海図）縦37.5l黄123.0

①長241.0径1.7②長243.5径1.6③畏159.0径3.0④～⑮畏99.3径0.9⑪長82.3径1.4

⑫～⑮長99.7径0.9＠；ゆ長80.0径0.7⑬長131.0径0.8⑮長121.5径0.9R長47.5径1.8

＠長90.5径2.0（箱）縦248.5償16.9高15.4

長径36.0短径29.5孔径4.0厚5.5

（箱）縦45.4l黄28.0高10.4

①長9.2縞3.0厚1.7②長10.8幅4.3厚3.2③長55.0貝径1.1

（栂子の実）忌大径20.2（シュロ製うちわ）面縦29.4面積30.04寺手長13.6（ニッパll@子）縦43.0織29.5
（綴の藁）縦42.0倹30.0（ゴムの木）枝畏29.5菜長16.3（マングローブの筏葉）長43.0

｛外箱）縦46.9綴32.4高21.8（内箱）縦45.3l黄30.4高4.4

①長径41.3短径25.8高15.2②長径41.5短径29.5高15.2③長径43.0短径30.0高15.5

①口径23.3高台後17.6高3.8②長径35.5短径19.9高台長径18.5高台短径12.8高5.2

文48.0胴回72.8領147.0

①長41.9幅23.1厚1.0②畏45.9幅21.8厚3.4

①長24.0縞12.0高18.2②長42.3幅20.5

長25.7幅11.3厚約2.0

長73.0（関口保持具）縦5.7l黄4.2高10.0（綜統）長37.5（筋）縦41.0l黄10.2厚0.8

①長62.0鱈14.0厚4.7②長〈辺.5）径0.8

長24.4幅5.4

奥行4.8備13.0高20目4

奥行10.5縞22.2高27.8

径26.0高13.2

全長29.0柄長9.2幅4.3厚0.5（輸）長20.2縞4.0厚1.4

（船体）：長58目O幅11.7深12.5（槍小）長22.7幅1.4I事0.3（権大）長25.0幅1.9厚0.3

長177.0幅76.0

（縫廠）桁110.5文165.0（下襲）術78.5文95.0（裾）1幅77.0文104.7（単）桁81.5文89.0

（表梅）幅88.5丈96.5（大口）傭83.0丈97.5（石帯本務・上手）幅5.0長70.0（勿）長39.0

（桧扇）長30.1（帖紙）縦13.0l黄24.6

（縫肢）桁110.5丈165.0（下限）桁78.5文95.0（徳）縞77.0丈104.7（単）桁81.5丈89.0

（表袴）鏑88.5文96.5（大口）縞83.0丈97.5（石締本待・上手）縞5.0長70.0（勿）長39.0

（桧扇）畏30.1（帖紙）縦13.0機24.6

（抱）lli111.0丈165.5（単）桁82.5丈92.5（指貫）幅42.0丈134.5（勿）畏39.5（桧扇）長30.3
（帖紙）縦10.7t黄26.5

（冠）長径19.0短径17.0高19.4（線）長49.0幅10.7

長23.3幅11.0厚5.3（箱）縦27.5機21.4高11.1

長27.0編10.7高17.0

着丈61.5桁25.0

（束小）長19.7縞2.6（東大）長21.3幅4.4（籍）縦29.4検64.0高4.4

（小）縦（24.5）検（27.6}（大）縦65.0機46.7

（小｝縦30.3横18.3（大）縦79.8t黄28.3

①（東）長50.0幅11.5②（東）長48.5幅10.5③（束）長49.1幅5.0

鍔径33.1高9.6

縦5.7倹5.7厚0.3

縦46.0l黄21.5

縦17.04黄21.9（箱）縦22.7機19.8高2.4

口径16.1高台径7.2高4.9

（器）口径2.5底径4.4網径7.5高14.2（重量）径3.0高2.6（箱）縦8.0機17.4高16.2

（器）口径6.9底径3.6高6.4（蓋）径7.7高2.0（箱）縦9.4i黄18.6高10.9

奥行9.7幅10.2高27.5

奥行5.5縞13.5高22.5
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番号名称 法量（cm)

88 色給山水文扇形皿初代徳岡八十吉九谷焼 口径28.1高台径15.5高5.1（箱）縦23.0l黄22.8高9.4

89 染付竹文土瓶美濃燦 （器）口径6.1底径6.4胴径12.3高7.9（重量）径7.1高3.2

90 鏡絵染付松被図鉢品野焼 口径15.5高台径6.8高6.1

91 染付侮花渦文碗瀬戸焼 口径15.3高台径6.1高7.4

92 染付雪月桜輸文水滴

93 色絵（紬下彩）栂樹文土瓶麓古焼

94 布袋置物伏見人形

95 黒楽茶碗

96 赤嫌茶碗

97 色絵（粕下彩）秋草文四方小鉢粟田焼

98 色総花舟草虫文手付水注粟田焼

99 青磁三足香炉三田焼

縦9.7l黄12.7高6.7

（器）口径5.8底径5.5胴径11.1高7.0（蓋）径5.2高2.3

奥行8.0幅15.0高19.5

口径10.5高台径4.4高7.5

口径13.6高台径4.7高6.6

口径9.6底径5.2高7.6

（器）口径7.9高台径7.0胴径17.5高22.0（塗）径8.0高5.7（箱）縦21.7l黄14.6高23.4

口径7.1底径3.5高5.7

100菊花流水文煎茶碗出石銃 口径6.6高台径3.9高6日O

101色絵（粕下彩）秋j毎業文蓋付碗淡路妓 （器）口径6.9高台径4.0高7.4（蓋）径7.0高2.6

102斑柏七宝透文集子鉢布志名銃 口径17.6高台径9.4高8.9（箱）縦21.4横21.7高12.0

103三島手暦文陶器土瓶楽山続 （器）口径7.0底径6.3鵬径高8.1（重量）径6.1高2.3弦長21.2

104煎茶器セット備前焼 ①（器）口径5.0底径5.2胴径13.57:i 6.6 （重量）口径4.4高1.6②口径9.4底径4.4高4.4
③口径7.3底径3.2高4.7

105糸目徳利備前焼 口径3.1底径5.1網径7.6高12.9

106侮花文酒器備前焼 口径4.4胴径7.9高20.5

107湯さまし萩焼 口径12.7高台径4.0高4.8

108 白磁波湧文丸皿~部織 口径16.0底径6.0高4.0

109能物置物 1導多人形 奥行5目6縞10.8高27.8

110染付牡丹唐草文複花血伊万里焼 口径24.7高台径13.9高4.0

111染付f書簡山水文皿平戸銃 口径15.7高台径7.8高2.6

112枝被i葉図小亦八代焼 口径7.5高台径3.5高4.5

113小係天草銃 口径7.4高台径3.1高4.25

114二彩謹物 （器）口径13.0底径5.4胴径14.0高6.3（蓋）口径12.1高台径4.8高3.2

115色総奮猿文双耳皿東洋陶器株式会社製 口径22.8高台径14.2胴径24.4高3.6

116三彩宝船置物 （船体）長21.3幅10.2深8.8（珊瑚）奥行2.7幅20.6高14.5（箱）縦25.5償22.4高13.0

117紗緩形唐草変塗硯箱 縦25.8機20.6高5.1

118変塗箸箱 縦26.3l黄3.4筒2.4

119 山水人物唯朱箱 縦15.3機10.3高3.4（箱）縦18.0績12.7高4β

120透漆塗方盆 縦22.9l黄23.3寓1.9

121 菊桐文漆絵彼 （器）口径12.5高台径6.6高5.2（麓）口径11.3高台径4.2高3.5

122績菊跨絵続 （器）口径12.4高台径4.8高5.4（蓋）口径11.5高台径4.0高3.4

123黒漆塗方盆 縦21.5l黄21.5高3.5

124三保松原図漆絵長方盆 縦21.3t黄33.1高1.9

125侮鰭蒔絵長方盆 縦26.8横16.9高2.0

126山水屡舎素彫硯箱 縦24.1繊19.7高4.2

127黒漆塗杓子 長24.5幅5.8厚1.2

128透漆塗袴 口径7.9底径8.2高3.8

129朱漆塗箱 縦16.4t黄11.3高2.6

130扇面蒔絵長方盆象彦 縦22.9l黄16.3高1.7（箱）縦26.6機17.7高2.2

131 箔地侮樹蒔絵籍 縦12.1横9.4高5目3（箱）縦13目1横10.3高6.0

132雪月花蕊絵煙車入 （煙車入）縦9.8横12.1高5.1（盆）縦10.9t黄18.9高2.7

133菊竹金銀絵方盆 縦23.3横23.3高2.7

134花蝶漆給箔給長方盆 縦25.7機34.8高3.2

135竹編流水沢潔漆絵箔給方盆 縦27.5t黄26.8高2.5

136透漆塗煙草入 （煙草入）縦14.8機11.3高4.8（盆）縦19.4機15.1高1.7

137桜花准銭箱 縦16.7t黄11.8高3.5

138水仙鳥箔絵蒔絵菓子器 （告書）口径17.2高台径11.1高5目4（重量）口径17.2高台径2.2高4.5
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醤毎名祢

139蘭娘細花入

140富士帆凶舟図蒔給硯箱

141 中国故事録銅乱箱

142 ~里形盆浬木製

143木彫彩色越後人形

144木彫彩色高砂人形

145木彫腐置物

146木彫笠山人形

147松樹鯉蒔絵花入竹製

148綴編手付箆

149箸傷枝・菓子切珊I銅製

150竹編瓢銃製花入

151 風鎮馬蹄石製

152カフリンクス育璃猶製

153屋形船模型電申製

154櫛脳甲車4

155湧鶴図鉄瓶南部

156菊図象厳重銅製

157蚤飾文象限双耳葱製花入銅製

158花芥草花文茶入錫製

159刀銘信濃守篠原弘包

160刀銘長盛

161 スナイドル銃

162スぺンサー銃

163烏造銃砲

164火縄銃

165西商戦争使用銃弾

166紺紙金泥大般若経断簡

167紺紙銀泥華厳経断簡（二月堂線経）

168東山道銭撫総省達（高札）

169『校刻日本外史』板木

170『山陽先生金剛山懐古詩帖HIR木

171 E月治教科書板木

172伝応神陵古演出土水鳥摘給

173子持ち台付費形須恵滋

174 砧中学校7号演出土遺物

175多賀線跡出土手指き室組文章干平瓦片

176不破関跡出土平瓦片

177智識寺跡出土丸瓦片

178八王子付近出土平瓦片

179 宝I奇形j尼搭

180法善彦経第六巻瓦経片

181 東福寺銘軒丸瓦片

182京都方広寺出土軒丸瓦片

183名古屋七ツ寺所用鬼瓦片

184仁和寺銘軒丸瓦片

法皇（cm)

長66.0摩7.2

縦18.9j黄10.4高3.4

縦23.0機30.3高5.1

縦21.5償25.6高1.7

（男）奥行8.0幅6.8高10.7（荷）奥行5.4幅7.6高4.6（台）縦7.3j黄15.1高1.0

（箱）縦20.5機12.5高6.2

（翁）奥行6.7編8.0高12.5（姥）奥行6.7縞7.7高12.2（熊手）長9.7最大幅2.0厚0.2

（箱）縦9.3織19.7高15.3

奥行5.4縞12.9高14.2

径5.4高14.5

径16.5高68.6

口径35.2底径26.0高10.2弦畏85.7

（箸小）長19.2径0.6（箸大）長23.8径1.2（傷桜）畏6.2径0.3（菓子切）長10.5径0.3

（箱）縦30.2j黄34.7高5.0

（能）口径13.8底径15.7胴峰26.0高30.7（落とし）径10.6高27.1

（玉）縦4.2j黄3.3厚2.5（緒）文11.9（箱）縦22.3i黄10.8高5.1

縦2.8j黄2.1厚0.3（箱）縦7.2j黄10.0高3.4

（船体）長18.7縞5.0深3.7（屋形）奥行5.1幅4.1高2.5（箱）縦19.8様7.1高6.7

縦13目O撮大幅8目8厚0.3（箱）縦18.1l黄11.8高3.8

（器）口径13.2高台径8.2飼径19.5高26.8（釜）径13目5高4.1弦長38.0

（器）口径3.5底径4.8胴径7.6高18.0（箱）縦8.9機9.0高21.8

口径11.5底径9.2網径20.5鍔径30.1高26.3

（器）口径3.8底径4.8崩径7.8高9.7（童書）径4.4高2.1

締総長102.8刃長74.5

締総長103.6刃長73.4

長103.0銃身長54.6口径1.4

長94.0銃身長46.5口径1.3

長94.0銃身長55.5蓋径2.0

長83.3銃身長66.0口径0.7

｛銃弾i1J、）底径（1.5）高（2.0)（銃弾大）底径2.2高4.2（奈美小）底縫（1.8）高（0.8)（薬英大）I漠径2.0高5.5

（砲弾）縦（6.0）検（5.0）厚（1.5)（箱）縦10.2j黄10.2高4.3

縦2沼.04黄57.0

縦23.2j崎31.0

①縦31.2j黄62.1厚1.8②鋭32.3機67.2厚1.8

①縦20.3検41.3厚3.8（反り止めを除く本体）縦18.5l黄36.2厚1.7
＠縦20.3倹41.0厚3.8（反り止めを除く本体）縦17.6j員36.2厚2.0

①～⑤縦27.0t黄53.0厚1.2（反り止めはない）

①縦20.0検30.4厚1.7（反り止めはない）②縦20.0機30.4厚2目4（反り止めはない）

③縦15.9倹47.6厚3.3（反り止めを除く本体）縦13.7i黄43.2＠）縦19.9検28.4厚3.0（反り止めはない）
＠縦16.5検24.9厚1.5（反り止めはない）⑥縦18.8機28.2厚2.0（反り止めはない）

奥行29.1幅22目5鍔径22.8高42.8

口径4.5底径8.3飼径8.5高15.4

（鉄刀小）長（31.2）刃幅（3.0) （鉄刀大）：畏73.6刃長59.6刃元幅3.0（鉄剣小）長（7.1)

（鉄剣大）長36.2刃長26.0刃幅関郡2.7（鉄鍛小）長（4.2)（鉄割強大）長10.0鍬身幅2.8

縦（12.0）繍（18.0）厚5β

縦（12.3）横（11.0）厚2.1 （箱）縦13.4l員15.0高5.7

縦（12.6)j黄（10.2）摩3.0

縦（15.0）検（15.5)I蒙2.0

①底径4.0高7.5②底径4.0高7.2③底径3.6高（5.9）④底径3.8高（4.3)

縦（12.1）繍（23.0）厚1.8

①桝径18.3厚3.5②外径16.0厚3.4③外径15.9厚3.2＠）外径18.7厚3.2⑤外径17.4厚3.4

①縦（12.6）横（10.8）厚5.0②外径25.5I事3.3③外径22.0厚3.3

奥行（9.1）厚（2.9）高（24.5)

外径13.8厚1.7
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醤号名絡

185東大寺大仏殿銘軒平瓦・軒丸瓦片

186唐招提律寺銘軒平瓦片

187長崎税関銘軒桟瓦

188工郡大学校所用ジエラーJレ；羊瓦

189工部大学校所用植総銘i羊瓦

190古銭模型標本

191古代土器複製標本

192考古資料標本（土・陶製遺物）

193石敵製造順序標本

194鉛筆製造順序標本

195陶磁器製造順序標本

196七宝製造順序徳本

197線康茶標本

198紅展予定標本

199様太産板紙標本

200木材棟本

201宮崎製石鹸

202蛭石

203地層情造模型

204飛勝山脈地形僕型

205日本海々戦記念洛模型

206地球儀

207地球儀

法皇Ccml

①縦10.5機（30.0）厚9.9②外径27.5厚2.2

縦12.2機27.0厚1.8

縦29.2機21.4厚2.3

縦28.4機21.4高2.8

縦31.7~黄31.0 ili3.1 

①径20.5厚0.4＠径17.9厚0.4⑤径16.9厚0.4⑥径10.8厚0.3高0.9⑦径10.6厚0.2高0.8

＠径9.5厚0.2高0.8⑨鋭径19.5柄長11.5厚0.4⑩径11.7厚0.3高1.2（箱）縦34.8償48高12.5

①口径12.5底径6.7器高22.2②口径12.8底径7.6銭高19.5③口径13.8底径6.8器高20.3

＠口径12.9胸部径7.2器高16.9⑤杯部径19.2胸部径10.0銭高20.2

＠口径（推定）10.4底径6.0器高21.8⑦口径25.5底筏6.4器高29.3
⑥口径12.8胴部短大径18.2器高10.6R口径22.4底径4.8器高25.1⑪口径21.8底径7.2器高5.6

⑪口径19.7底径10.4器高14.0⑫口径7.3胸部最大径13.7底径7.4器高13.6

①明径5.4高18.5②口径20.8底径5.4器高24.3③全長37.0露大幅13.6高20.0

（狐）口径2.4底径2β 高9.2（石鹸小）縦5.2t黄4.0ii!i3.1 （石鹸大）縦6.1横4.8高3.4
（箱）縦34.5検50.3高3.8

（台紙）縦44.8l黄30.0（鉛筆）長17.7径0.8（箱）縦46.8検31.4高3.8

（窯）奥行41.0縞21.1高16.5（粕薬瓶）口径4.0底径4.0鯛径4.2高8.2（器小）口径5.9高台径2.9高3.1

（器大）口径6.5高台径2.9高3.5（箱）縦34.0横45.0高24.2

（器）口径2.3底径2.8飼径4.7高8.9（箱）縦24.3横22.0高7.9

絞32.8検14.8厚3.0（箱）縦34.0検16.3高4.8

縦23.3横18.6厚1.9（箱）縦24.8~黄 20.7 高3.2

縦24.0l黄30.6

縦3.5t黄7.0（箱）縦14.7t黄8.0高3.3

縦15.0績15.0厚3.3

2.0g l呈0.2

縦19.7l黄25.6高9.0

縦67.5機35.0高18.5

奥行10.6幅14.2高（13.5)

球径40.0高55.0

球径85.0高127.0

fl出理歴史機本J（『大礼奉献学習院写輿』学習院、1915年発行）
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執筆者及び協力者

・本図録の執筆者は次のjffiりである。（五十音順）

青木俊介（学溜院大学PD共同研究員）

浅見惚介（東京国立博物館学芸研究部調査Ti)f~~東洋室長）

荒川正明（学宵院大学：文学部留学科教授）

乾尚j家（学習院女子大学国際文化交流学部教授）

井上海（学判院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

大i零敗＂i告（学習院大学外同時教育研究センター教授）

岡田淡弘（国立歴史民俗博物館名誉教授）

門脇酒量（学習院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

鍾江宏之（学習院大学文学部史学科教授）

鎌川純子（学習院大学史料館助教）

川合加l容子（学習院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

金東均（学習院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

久慈大介（伊習院大学EF共同研究員）

楠本竜崇（学習院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

小松大秀（秋田市立千秋美術館l!1'.i長）

近i肢!I~紀（学習院大学文学部留学科）

斉藤涼子（＇学習続大学 PD共同研究員）

佐々木利和（北海道大学アイヌ・先住民研究センター特任教授）

平？を次（学習院大学文学部哲学科）

高田瑠美（菊池寛実記念智美術館学芸員）

高橋裕子（学習院大学史料館館長）

！日中i問（学習院大学文学部助教）

田中玲誌を（学習院大学文学部研究生）

戸矢浩子（学習院大学RA)

長佐古美栄子（学判院大学史料館学芸員）

橋本旦子（学習院大学RA)

橋本佐保（学習院大学PD共同研究員）

長谷川怜（学習院大学RA)

平田健（東京都教育委員会学芸員）

尾繍川麻単亜（学習院大学大学院人文科学研究科・美術史学専攻）

福島車、（学潤院大学Er共同研究員）

干高永没（学習院大学大学院人文科学研究科美術史学専攻）

藤貧久美子（ノートルダム滑心女子大学現代社会学科准教授）

丸山美季（学習院大学史料館学芸員）

村松弘一（宇習院大学学長付面際研究交流オフィス教授）

古田愛（学習院大学東洋文化研究所客員研究員）

吉匝貸さやか（学習院大学史料館学芸員）

・英文籾釈はジョンストン慈子が監修した。

・編集l;J:根岸美季、橋本旦子、橋本位保が行なった。

・掲載写真は小松大秀、問中澗、平Iii健、諸hlJli登などが保影した。

・本図録作成に当たり、多くの方々にご協力いただいた。記して謝意を表したい。

足立．吉｜噂飯島善明大州尚子 梶田明宏桑尾光太郎 坂升：降佐藤治司

佐藤巡志賀祐紀徐滅洲徐fill仁 末吉武史谷本晃久辻大和

テ‘ィグィッ ト ・へンリー ・マツコイ京凹ゆり 長佐市兵也 中島it~：剣fj此知子

西I.II直法；編IH舞子本多葵美子松崎元樹皆川隆ー・森一欽 山口昭彦

山円加津子林美鴎横川公子利崎光太郎

お茶の水女子大学大阪市立愛珠幼稚凶大阪大学・述塾記念センター

京都市学校股史博物館国立民族学博物館徳川林政史研究所

f学習院アーカイプズ学習院大字学長付国際研究交流オフィス

学判院大学関書館学習院大学東洋文化研究所
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